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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




『リリス』

　突とつ然ぜん呼びかけられて、女は振ふり返った。見るとエデンの中央にある禁断の樹きに、真っ黒な鱗うろこの小さな蛇へびが巻き付いている。蛇の濃こい藍あい色いろの瞳ひとみは、あどけなく彼女を見つめていた。このところ毎日のようにやってきては他愛たわいのない話をしていく蛇だった。

『園そのにある全すべての果実を食べてはいけないと、神は言われたの？』

　蛇は尋たずねた。リリスは少し身をかがめ、蛇の瞳を覗のぞき込むようにして答えた。

「いいえ。私たちは、園のどの樹の果実を食べてもいいのよ。でも、この樹の果実だけは、食べてはいけない、触ふれてもいけないと神様は仰おつしやったの。死んではいけないからと」

『そんなことはない。決して死ぬことはないよ。……えーと、それを食べると目が開け、神のように善悪を知る者となることを神はご存じなんだよ』

　誰だれかに言い付かって来たのだろう。小さな蛇のぎこちない台詞せりふ回しに、リリスは微笑ほほえむ。

「神様は噓うそは仰らないわ」

『ではなぜ、神はこのような恐おそろしい果実のなる樹を生やしておくんだろう。神はあなたたちの信しん仰こうを試ためしておられるのかな』

「いいえ。私はそうは思わないわ。神様は試しているのではなく、選ぶ自由を与あたえてくださったのじゃないかしら」

『選ぶ自由？』

「ええ。このまま神様の庇ひ護ごの下もと、動物たちの王となって暮らすか、父なる創造主の手を離はなれ自分たちで生きる道を見み出いだすか、私たちの意思でそれを選べるように」

『そうだとしたら、あなたはどちらを選ぶ？』

「私は創造されたことに感謝しているし、神様をとても敬愛しているの。神様が私たちにこの園で平安に暮らすことを望んでいらっしゃるのなら、その御み心こころに従いたいわ。だから私は、この禁断の実を食べるつもりはないわ」

　リリスは花の開くような笑みを浮うかべた。

　バサリと翼つばさの羽ばたく風音に、女と蛇は同時に振り返る。二人の天使が降こう臨りんしていた。

　一人は、淡あわい金の巻き毛を長く垂たらし、春の空を映す湖のような瞳は、優やさしげに笑んでいた。

　もう一人は、真まっ直すぐな黄金の髪かみを肩かたで切りそろえ、胸には天てん秤びんの浮き彫ぼりが施ほどこされた板金の鎧よろいをつけていた。こちらは、夕暮れ時の海のような色の瞳に険けんを含ふくんでいる。

「ガブリエル様、ミカエル様」

　天使長にも相当する権力を持つ二人の大天使の登場に、リリスは膝ひざを折った。

「なぜ、この園に、お前のようなものが入り込んでいるのだ」

　ミカエルの鋭するどい声に、蛇は身をすくませた。

「この園に勝手に入ってはならぬという掟おきては知っているな。相当の罰ばつを与える故ゆえ、覚かく悟ごせよ」

　ミカエルは手を伸のばし、禁断の樹にしがみついている蛇を捕とらえようとした。

　リリスは困こん惑わくしたが、全てにおいて厳しいミカエルをなだめる術すべはない。ガブリエルも困ったような微び苦く笑しようを浮かべている。その時、

「待ってくれ」

　園を守護する銀ぎん髪ぱつの天使が、彼らの前に舞まい降りた。

「ここは私の持ち場だ。そいつの裁さばきは任せてもらえないか」

　銀髪の天使は蛇の首を捕つかまえた。ミカエルは、しばらく銀髪の天使を睨にらみ付けていたが、

「園の警護を怠おこたるでないぞ」

　くるりと踵きびすを返し、園の奥に向かった。続いて、終始穏おだやかに笑んでいたガブリエルも「百合ゆりを少し分けてもらえませんか」と、リリスを伴ともないその場を立ち去った。

　三人を見送った銀髪の天使はほっと息をつき、蛇を放した。

「ここは立ち入り禁止だと何度も忠告したはずだ。もう二度と来るなよ」

『助けてくれるの？』

　蛇は驚おどろきと嬉うれしさとが入り交じった表情で天使を見上げた。

「今度だけだぞ。ミカエルを怒おこらせるとやっかいだからな」

『──ありがとう！　お礼はまたいずれ改めて』

「礼はいい。もう来るな」

　蛇はするすると地面を這はい、名残なごり惜おしそうに何度も振り返ったが、やがて園を出て行った。







　１　翼をもがれた天使




　墨すみを刷はいたような闇やみであった。

　現世と異界の狭はざ間まには、光も色もなく、ただ禍まが々まがしい瘴しよう気きだけがゆるゆると漂ただよっていた。

　──そなた、我が下僕にならぬか？

　闇に声だけが響ひびく。その問いに、女はクスリと息だけの笑いを漏もらした。

「いいえ。遠えん慮りよしておきましょう。わたくしは、何者にも縛しばられず、わたくしの目的を果たすためだけに生きとうごさいます故ゆえ」

　──そなたの目的とは？

「教会の権けん威いを笠かさに着て、無む慈じ悲ひに振る舞う輩やからに鉄てつ槌ついを下すことにございます」

　女の脳のう裏りに、阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した街の映像がよぎる。

　命いのち乞ごいの声も空むなしく振り下ろされた剣けん。すでに首のない父母の骸むくろに取りすがって息絶えた妹たち。血ち塗ぬられた刃やいばが、まだ幼かった自分に向けられた。

「魔ま女じよめが！」

　と、怒ど声せいを発する口元には残ざん忍にんな笑みが浮いていた。

　──復ふく讐しゆうか。

「はい。下僕となれば、掟に従って労を費やさねばなりません」

　──復讐は成したいが、我に仕える気はないということか。ならば、力ずくでそなたを下僕にしたいと思うが、どうだ？

　声と同時に、闇がギリッと氷結した。闇の奥から凄すさまじい妖よう気きの流れが押し寄せ、女からもそれに相当する呪じゆ力りよくが発せられる。両者とも動かず、声もなく、ただ気と気とがせめぎ合う無音の戦いであった。それはほんの一呼吸ほどの時間で終止する。波が退ひくように妖気は闇の奥に吸い込まれ、それに応じて女も力を退いた。

　──やるな、女。

　声には僅わずかに喜色が含まれていた。

「恐きよう縮しゆくにございます」

　女は息一つ乱さず、淡たん々たんと答える。

　──そなたなら、このもくろみを成すことができようぞ。

「それでその後は、わたくしが大いなる深しん淵えんの鍵かぎとなる魂たましいを奪うばえばよろしいのでしょうか？」

　──急せくな。あやつらは一ひと筋すじ縄なわではいかぬ。まずはグランディエを我が下へ封ふうじよ。グランディエさえ居おらねば、鍵などいつでも手に入れることができる。

「わかりましたわ。それでわたくしの願いが叶かなうのであれば、仰おおせに従いましょう」

　──大いなる深淵の扉とびらが開けば、自おのずとそなたの望みは叶えられよう。我らの望みも……。

　闇から声にならない歓かん悦えつの笑いが漏れた。それは一人だけのものではなく、闇の背後に大勢の悪魔が控ひかえていることを示していた。

「では、手はず通りに」

　女は低く甘い声の中に、鬼き気き迫せまるものを潜ひそめて応じた。
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　一面のブドウ畑に内陸特有の乾かわいた風が渡わたった。風が色づき始めたブドウの葉をカサカサと鳴らす。陽ひ差ざしは柔やわらかく、ブドウの房ふさは膨ふくらみを増し、日ごとに秋の気配が深まっていた。

　神聖ローマ帝てい国こくマイセン辺境伯領カルフ──。

　そのカルフ村のはずれを、一台の荷馬車がガタゴトと車輪を軋きしませながらゆっくりと進んでいた。荷台には、村から買い求めたばかりの野菜や果くだ物もの、塩しお漬づけの肉などが山のように積まれている。

　御ぎよ者しや台だいには、老ろう婆ばと少年が並んで座っていた。

　老婆は、渋しぶ紙がみを揉もんだようなしわくちゃの顔とやや大きめのかぎ鼻を隠かくすようにねずみ色のマントのフードを頭から被かぶり、曲がった腰こしを更さらに曲げて手た綱づなを握にぎっていた。

　いかにも魔法使いのおばあさんといった風ふう体ていの老婆に比べ、隣となりに腰掛かける少年は、あどけなさと気品とを兼かね備え、大人になる直前の細い肢し体たいを、上等な絹の胴プール・衣ポアンと膝までの半ズボンシヨースで包んでいた。取り入れ間近の小麦のような金髪をふわふわと風になびかせ、涼すずやかな青い目には柔らかい笑みを含んでいる。

　馬車は、ナゴルト川にかかるニコラウス橋を渡り、「黒シユヴアいルツヴ森アルト」と呼ばれる鬱うつ蒼そうとしたモミの森に分け入って行く。

「ねえ、ヨハンナさん」

　ここまで来れば、人に聞かれる心配はないのだが、それでも少年は声を潜めた。

「こんな、いちいち買い出しに行かなくたって、ヨハンナさんが一声命じれば、妖よう精せいが世界中から色んな食材を持って来てくれるでしょうに」

　実際、彼らの食しよく卓たくには内陸のカルフでは到とう底てい手に入らない、捕とれたて新しん鮮せんな海の幸や、新大陸で発見されたばかりで、ヨーロッパでは未いまだその存在すら知られていないジャガイモやトマトが堂々と載のせられる。

　老婆は、ホッホッホと声を立てて笑った。

「何を仰おつしやいます、シオン様。この婆ばばはごくごく普ふ通つうの人間です故、妖精に命ずるなど、とんでもございませぬよ」

　洗せん濯たくも掃そう除じも妖精にやらせている老婆は、毎度いけしゃあしゃあとしらばっくれる。

「それに、たまには買い物もしませんと、マイセン侯こうの離り宮きゆうでは一体何を食べているのだろう、魔法で肉や魚を出しているのではないか、地下のトンネルを使って妖精に野菜を運ばせているのではないかなどと、よからぬ噂うわさが立ってしまいまする」

「確かに、そうだねえ」

　シオンは深いため息と共に頷うなずいた。

　十六世紀初頭。ヨーロッパ全土には魔女狩がりの嵐あらしが吹ふき荒あれていた。

　ヨハンナは正しい意味での魔女ではない。妖よう霊れいすなわち、死し霊りよう、生き霊、精霊、魔物など、普通の人に見えないモノが視みえたり、使し役えきしたりする能力はあったが、悪魔と契けい約やくしていないからである。

　悪魔と契約し、その下僕となって悪魔に仕える者を妖術師と呼ぶ。圧あつ倒とう的に女性の妖術師が多かったため、彼女らは魔女と呼ばれて恐おそれられた。人々の魔女への恐れが、異常なほどの猜さい疑ぎ心しんを生んだ。

　小麦が不作だったり若夫ふう婦ふに子どもが授さずからなかっただけで魔女の呪のろいだとされた。一人暮らしの寡か婦ふや薬草に詳くわしい老婆が真っ先に疑われた。魔女の嫌けん疑ぎをかけられたら最後、その先に待つのは異い端たん審しん問もん、すなわち宗教裁判である。正しい吟ぎん味みはほとんど行われず、ひたすら自白させるための拷ごう問もんが行われる。無実を訴うつたえ続ければ死ぬまで拷問され、耐たえきれず自白をすれば火あぶりである。どちらにしても一度魔女の嫌疑をかけられてしまえば、生き延びる術すべはなかった。従って、たとえ悪魔と契約していなくとも、魔女と同様の力があるなど、絶対に人に知られるわけにはいかなかったのである。

　同じ事情がシオンの方にもあった。彼はヘッセン方ほう伯はくブラバント家の末すえ息むす子こである。シオンがただの少年ならば、今いま頃ごろはカッセルの城で、大学進学に向けて勉学に励はげんでいるはずであった。しかしヨハンナ同様、シオンにも生まれつき妖霊を視る力があった。当然のことながら悪魔憑つき、もしくは妖術師ではないかと疑いをかけられ、優ゆう雅がに御ご勉学などと言ってる場合ではなくなった。そして、貴族の子息でありながら、荷馬車に乗って食材の買い出しに行くという身の上になったのである。

「妖霊が視えたり使役できたりする人の全てが悪魔の下僕ってわけじゃないのにね。なんで、みんなわかってくれないのかな」

「それが、世間というものでございますよ」

　口を尖とがらせるシオンに、ヨハンナはホッホッホと笑う。

　そうしている間にも、馬車はモミの森を進んで行く。やがて、森の一角が開け、豪ごう奢しやな館やかたが見えてきた。マイセン侯ウェッティン家の離宮である。シオンは妖霊を視るという力を生かし、彷徨さまよえる魂を捜さがす魂のゼーレ捜索人・ズーヒアという祭司になるため、今年の夏からここの主あるじの下もとで修しゆ行ぎようをしていた。

「おや」

　館の勝手口に馬車を回そうとしていたヨハンナは、不意に手綱を引いた。

「どうしたの？」

　シオンはヨハンナの視線を追って館のポーチに目を移す。そこには、鈍にぶい銀色の半はん透とう明めいのモノが横たわっていた。

　シオンとヨハンナは急いで馬車を降りた。少し離はなれた所から、注意深くそれを観察する。

　その半透明のモノは、少年の姿をしていた。やや癖くせのある黒くろ髪かみ、細くくっきりとした眉まゆ。鼻筋は細く、薄うす桃もも色いろの唇くちびるはふっくらと柔らかそうである。濃こい睫まつげに縁ふち取どられた目は固く閉じられていたが、その苦しげな表情さえ彼の美しさを損そこなってはいなかった。

「むむ」

　ヨハンナが唸うなった。

「どうしましょう……」

　シオンはおろおろと少年と老婆とを交こう互ごに見やる。ただの妖霊ならば、思案したりはしない。追い払はらってもよいし、放ほうっておけば夜には他ほかの妖霊の餌えさになる。しかし、彼はただの妖霊ではなかった。

　透すき通った少年の背には、一いつ対ついの白い翼つばさが付いていた。しかも、その翼は両方とも根本に近い所で、無む惨ざんにも引きちぎられていたのである。天使ならば、たとえ翼に傷を負ってもすぐに再生する。まして人家の前で気を失って倒たおれているはずはない。

　少年は堕だ天てん使しなのだ。

　神の怒いかりに触ふれ、天から追い落とされた天使を堕天使という。堕天使の多くは、悪あく魔まとなって人々に仇あだを為なす。

「お嬢じよう様さまは、お留守であったな」

　館の主あるじとその使い魔は所用で出かけていて、夜までは戻もどらない。そもそも、主が在宅ならば、堕天使が玄げん関かん前に倒れているなどあり得ない。堕天使が館に近づいた時点で気付くからである。

　ヨハンナは、いつでも呪しゆを唱えられるよう印を結んで臨りん戦せん態たい勢せいをとり、そっと堕天使に近づいた。シオンもおそるおそるヨハンナに続く。

　堕天使が身じろぎした。ヨハンナもシオンもビクッと立ち止まる。堕天使の眉み間けんに皺しわが寄せられ、唇が震ふるえた。ヨハンナもシオンもじっと堕天使の唇を凝ぎよう視しする。苦しげな息に混じって、堕天使は呟つぶやいた。

　──……グラン……ディエ…………

　ヨハンナとシオンは顔を見合わせた。
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　教皇庁異端審問所の審問官ウィクトルは、届いたばかりの報告書に目を通し、深く息を吐はき出した。濃い眉まゆ毛げを寄せると、最近目立つようになってきた目の下の皺が一層深くなる。

「ローマから目と鼻の先でそんなことが行われていたとはな」

　隣の卓で書類の整理をしていたルキウスが、

「どうかしましたか」

　若者らしく屈くつ託たくのない表情で、明るい瞳ひとみを上司に向ける。

「フリーウリのチヴィダーレでは昔から妙みような祭りをしているそうだ。知っているか？」

「いいえ。どんな祭りなのですか」

　ルキウスは手を止め、ウィクトルの持つ報告書を覗のぞき込んだ。

「四季の斎さい日じつの夜、ベナンダンティと呼ばれる男たちが、ヨシャパテの野に赴おもむいて悪魔と戦うというのだ」

　ウィクトルは苦い声だったが、ルキウスは興味深げに身を乗り出す。

「ヨシャパテって、最後の審判が行われるというあのヨシャパテですか？」

「そうだ」

「へえ。で、悪魔と戦ってどうなるんです」

「ベナンダンティが悪魔に勝てば豊作が約束され、負ければ不作だそうだ」

「豊ほう穣じよう祈き願がんの祭りですね。農夫たちに伝わっていた古い祭りが、神の教えと結びついたのでしょう。何かそれが問題でも？」

　ルキウスの問いに、ウィクトルは椅い子すの背もたれに身を預け肩かたをすくめる。

「ベナンダンティらがヨシャパテまで行く方法だ」

「方法って……、実際に彼らはヨシャパテまで行くんですか？　ヨシャパテの野を模もした広場かどこかで、神秘劇のようなことを行うのではないのですか？」

　ヨシャパテはエルサレムとオリーブ山の間にある。北イタリアのチヴィダーレからでは簡単に行ける所ではない。

「そうであれば、異端審問所が動くほどのこともないのだが。ベナンダンティらは、魂たましいを体から抜ぬいて、魂だけをヨシャパテに飛ばすということだ」

　ルキウスは目を剝むいた。普通の人間には、魂を自在に飛ばすことはできない。長い間修行を積んだ修道士でさえ難しいのである。

「では、単なる祭りではなく、実際に悪魔と戦う儀ぎ式しきが行われるということですか……何者なんです？　ベナンダンティというのは」

「羊よう膜まくを被かぶって産まれた男たちだそうだ。彼らは自分たちを神に選ばれた者だと思っているらしい」

「そんな馬ば鹿かな。ベナンダンティが本当に神に選ばれた者なのであれば、彼らの存在がとうの昔に教会の耳に入っているはずでしょう」

「その通りだ。しかし、なぜか彼らは自分たちのことを隠かくしていた」

　神の戦士が悪魔と戦うという祭りそのものは異端ではない。しかし、魂を体から離り脱だつさせるとなると異端審問の対象となる。それは徳の高い聖者の行いか、さもなくば悪あしき妖術師の仕し業わざだからである。やましいところがないのなら、魂を飛ばせることを敢あえて隠す必要はないはずだった。

「気になる点が、もう一つ。彼らが魂をヨシャパテに飛ばす際、聖なる巫女みこが神に祈いのるということだ」

「巫女ですか」

　ルキウスは眉根を寄せた。生まれつき魂を操あやつれるほどの呪じゆ力りよくを持つ者は希少である。悪魔と契約して呪力を手に入れた妖術師の方が遥はるかに数が多い。

「ベナンダンティが本当に神に選ばれた戦士で、巫女が本当に神に仕える聖女であるならば、なぜ、彼らは表おもて舞ぶ台たいに上らず、今まで人目を忍しのんで祭りを行っていたのだろうな」

「巫女は実は魔女で、ベナンダンティをたぶらかしているということは考えられませんか？　または、ベナンダンティ自身が悪魔と結けつ託たくしているとか──」

「いずれにしろ確かめねばなるまい。魂のゼーレ捜索人・ズーヒアを一人チヴィダーレに遣つかわそうと思っておる。魂のゼーレ捜索人・ズーヒアにベナンダンティの魂の行方ゆくえを追わせれば、真しん偽ぎのほども明らかになるだろう」

「そうですね」

　ルキウスは、整理したばかりの書類をパラパラとめくった。

「ヴェネツィアのマルコ殿どのはいかがでしょう？　彼の仕事は一段落しておりますし、住まいもチヴィダーレに近いですから」

「そうだな。彼ならば早晩にも真相を突つき止めるだろう」

　ウィクトルは、老練な魂のゼーレ捜索人・ズーヒアに宛あてて、手早く依い頼らい文をしたためた。







　審しん問もん所じよ直属の配達夫は、茜あかね色いろに染まる秋空の下、キャンティ街かい道どうを北へ向かって馬を走らせていた。ブドウ畑の広がるのどかな田園地帯、丘おかの上にはヴェラッツァーノ城がそびえている。

　日暮れ前には当初の目的地であるフィレンツェに到とう着ちやくしたいと、配達夫は馬足を速めた。

　いきなり、彼の馬が激しく嘶いななき竿さお立だちになった。

「どうした？」

　配達夫は、馬の首を軽く叩たたいてなだめた。馬は立ち止まったまま忙せわしなく付近を窺うかがい、落ち着きをなくしている。ここら辺りはブドウ畑ばかりで、家か畜ちくを狙ねらうような獰どう猛もうな獣けものは現れないはずだと思いながら、配達夫は周囲を見回した。

「わっ」

　突とつ然ぜん、ザーッとブドウの葉を鳴らして突とつ風ぷうが巻き起こった。

　目も開けていられないほどの風が襲おそいかかり、配達夫は顔を伏ふせた。風はすぐに止やんだ。

「ああ、びっくりした」

　配達夫は、今の突風で荷物が飛ばされなかったかと鞍くらの前輪に下げてあった郵便袋ぶくろの中を確かめる。

「書簡が七通に、小荷物が三つ。よし、大だい丈じよう夫ぶだ」

　落ち着きを取り戻した馬に拍はく車しやを入れて、配達夫は、再び街道を駆かけ出した。

　フィレンツェのサンタ・マリア・ノヴェッラ教会が教会関係の郵便物や小荷物の中ちゆう継けい所じよとなっていた。ここから各地へ向けて別の配達夫が書簡や荷物を運ぶのである。

「御ご苦く労ろうさん」

　出で迎むかえた同業者に、配達夫は郵便袋を渡わたした。

「ミラノ行きが四通。ジェノバ行きが二通。ヴェネツィア行きが一通。小荷物は三つともニース。今回は近場ばかりだ」

「わかった。腹減ったろ。食事の用意ができている。ゆっくり休んでくれ」

「そうさせてもらうよ」

　教皇庁からの配達夫が食堂に姿を消すと、ノヴェッラ教会の配達夫は郵便袋の中を検あらためた。

「ミラノ行き、ジェノバ行き、カルフ行き……カルフ？　あいつカルフなんて言ってたっけ」

　今回は近場ばかりだと言ってたはずだがと、彼は首を傾かしげた。

「まあ、いい。何かの勘かん違ちがいだろう」

　彼は深く考えず、書簡をそれぞれの方面ごとに仕分けた。
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　月明かりが窓から差し込んでいた。窓まど際ぎわのベッドには、少年の姿の堕だ天てん使しが死んだように力無く横たわっていた。彼の体は半ば透すき通り、月の光が体を透かしてシーツに届いている。

　そのベッドに一人の青年が歩み寄る。

　滑なめらかな白い肌はだ、輝かがやく白銀の髪かみと同じ色の瞳、細い鼻び梁りようと形の良い薄うすい唇くちびる。この世ならぬ美しさは、神の御み手てにより創造された者であるという十分な証あかしとなっていた。しかし、彼もまた横たわる少年と同様、天使ではない。今は隠されているが、彼の右の翼つばさは折れている。

　白銀の堕天使は、ベッドの端はしに腰こし掛かけた。そして、横たわる少年を頭からつま先に至いたるまで子細に眺ながめる。

　やがて、彼は右手を少年の胸の上にかざした。堕天使の白く細い指先から銀色に輝く水すい滴てきが生まれる。堕天使は、その滴しずくを少年の透き通った胸の上に落とし、指先で塗ぬり伸のばすように軽く撫なでた。すると、それまで透き通っていた胸に、艶つややかな皮ひ膚ふが現れる。

　堕天使は再び銀の滴を落とし、ゆっくりと指を這はわせる。胸から肩、そして腹へとその動作は移っていった。美しい指が少年の下腹まで伸びた時、

「……ん」

　ふっくらとした愛らしい唇から、苦しげな吐と息いきが漏もれた。

　銀の滴と、それを刷はく堕天使の指は、少年を覚かく醒せいへと導く。しかし、昏こん睡すいからの目覚めは同時に少年の苦痛を呼び覚ました。

「あ……っ……」

　少年の眉まゆが寄せられ、頭が左右に振ふられる。少年は苦痛から逃のがれようと、無意識のうちに自分に触ふれている堕天使の腕うでをつかんだ。しかし、堕天使は構わず、緩ゆるやかな曲線を描えがく少年の腰に指を滑すべらせる。

「いや……やめて」

　少年の背が仰のけ反ぞった。ちぎれた翼が震ふるえている。堕天使は腕に絡からみついた少年の指をほどくと、彼の耳をなぞった。

「お前は誰だれだ」

　堕天使は、実体となった耳に唇を寄せてささやいた。その間にも指は滴をしたたらせながら、少年の喉のど、顎あご、唇を這い昇のぼる。指の動きと共に、少年の体は確かな実体となっていった。

「……エンデュミオン……あなた…は？」

　地上に相応ふさわしい発声器官を手に入れた少年の声は、苦く鳴めいではあったがはっきりとした響ひびきを持っていた。

「グランディエ。お前は俺を訪ねて来たんだろう？」

　白銀の堕天使グランディエはエンデュミオンの瞼まぶたに触れた。閉じていた瞼がゆっくりと開く。濃こい、ほとんど黒に近い青い瞳ひとみ。その濃のう紺こんの瞳がしばし虚こ空くうを彷徨さまよい、自分を見下ろす白銀の堕天使をとらえた。

「グランディエ！……つっ」

　エンデュミオンは、跳はね起きてグランディエの首に飛びついたが、全身を襲う痛みに顔をしかめた。

「よせ。まだ、体が仕上がっていないんだ。大人しくしていろ」

　グランディエは、首に巻き付いたエンデュミオンの腕をほどき、再びベッドに横たわらせた。

「で、何の用だ？」

　グランディエは、指先で丹たん念ねんにエンデュミオンの頰ほお、額、鼻筋を撫でる。

　天使の体は実体のない霊質エーテルでできている。従って普ふ通つうの人間には天使の姿は見えない。シオンやヨハンナ、この館やかたの主のように、特別な能力を持った人間か、または悪あく魔まと契けい約やくした妖よう術じゆつ師しや魔女でなければその姿を視みることはできない。天使が人の前に顕けん現げんする時には、視覚に映るよう故意に光の粒りゆう子しまたは土の元素を身にまとうのである。

　堕天使も同様にエーテルでできているのだが、神の加護を失った堕天使は、エーテルのままで地上にいることはできない。癒いえない傷を負った翼または足が、想像を絶するほどの痛みを与あたえるのだ。
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　今、グランディエはエーテル剝むき出しで玄げん関かん前に倒たおれていたエンデュミオンに、土の元素をまとわせ、実体のある体を与えているのだった。

　グランディエの指は、ゆっくりと腋わき、腕、掌てのひらへと移っていった。

　土の元素がエーテルを覆おおうに従って、ちぎれた翼の痛みが徐じよ々じよに引き、エンデュミオンの表情に生気が戻もどっていく。

「何の用って……僕はあなたに会いたかっただけだ」

　切なげな濃紺の瞳がグランディエを見上げた。グランディエは、ぽりぽりと頰を搔かいた。

「俺って、お前の知り合い？」

「……僕のこと……忘れちゃったの？」

　実体となった瞳に、見る見るうちに涙なみだが溜たまっていく。

「ん──」

　グランディエは、必死で記き憶おくをまさぐった。天界にいた時の仕事仲間か、それとも大戦の時に同じ部隊にいたか、または、地上に降りてからどこかで出会ったか────。

「ごめん、思い出せない」

「ひど……」

　抗こう議ぎしかけるエンデュミオンをグランディエはくるりとひっくり返し、うつ伏せに寝ねかせた。

　抵てい抗こうするエンデュミオンの頭を押さえつけ、背筋に沿って指を這わせる。エンデュミオンは、しばらくじたばたともがいていたが、やがて力を抜ぬき、グランディエのなすがままにさせた。代わりに、枕まくらに押しつけた顔からすすり泣きが漏れる。

「泣くなよ。俺とお前はどこで接点があったんだ。言ってくれれば、思い出すかもしれない」

　細い少年の腿ももを撫でながらグランディエは尋たずねた。

　エンデュミオンは、しばらくの沈ちん黙もくの後、「僕は……」と、言いかけたが、

「……知らない、もういい……」

　触れているグランディエの手を押しのけると、起き上がった。険しい顔を紅潮させ、目には涙が一いつ杯ぱい溜まっている。

「……ありがと、後は自分でやるから」

　怒いかりと落らく胆たんとが入り交じった表情で、エンデュミオンは半ばやけくそ気味に足指やら踵かかとやらをさすり、自分の体に土の元素をまとわせた。







　シオンは、絹の刺し繡しゆうが施ほどこされた濃い紅色の長なが椅い子すに腰掛けた女主人をうっとりと見つめていた。女主人と言っても、彼女はまだ十八である。

　彼女はマイセン侯こうウェッティン家の令れい嬢じようである。類たぐい希まれな呪じゆ術じゆつ師しとしての力を持っていたため、幼い頃ころより尼に僧そう院で育ち、現在は魂のゼーレ捜索人・ズーヒアを生なり業わいとしている。

「どうしたの？」

　館の女主人であり、シオンの師し匠しようでもあるファティマは、弟子でしの視線に気付いて微笑ほほえんだ。

「い、いえ……別に」

　また、うっかり見つめてしまったと、シオンは頰を赤らめ、急いで視線を逸そらした。

　毎日見ているのだが、見み飽あきることはなかった。

　滑なめらかな白磁の肌はだ。濃い睫まつげの下には、凜り々りしいほどの精せい彩さいを放つ黄金の瞳。熟うれた果実のように艶つややかな紅あかい唇くちびる。長い真まっ直すぐな黒髪が、燭しよく台だいの炎ほのおに照らされて輝かがやいている。黒い尼僧服に身を包んでいても、咲さき誇ほこる花のような艶あでやかさは全く損そこなわれていない。

　彼女は、堕天使であるグランディエにも見み劣おとらないほどの美び貌ぼうの持ち主だったが、シオンは単にファティマの容よう貌ぼうだけに惹ひかれていたわけではない。彼女の発する声も、全身から醸かもし出される艶あでやかさも凜々しさも、立ち居振ふる舞まいも、考え方も、全てがシオンを魅み了りようして止やまなかった。

「初うい々ういしゅうございますの、いや、お可愛かわいらしい」

　お茶を運んで来たヨハンナが、そんなシオンの様子を見てホッホッホと笑う。お茶とは、東方の彼方かなたの飲み物で、やはりヨハンナが精コー霊ボルトに運ばせたものだった。

「……ヨハンナさんてば…………」

　臆おく面めんもなく文字通りファティマに熱い視線を送るシオンを、ヨハンナはからかう。

「五つの歳としの差は、今は大きゅうございますが、なに、このヨハンナぐらいになれば、五歳違ちがいなど全く問題にはなり申さぬ」

「……ちょっとそれは遠すぎる未来かも……」

「なんの話？」

　肝かん心じんのファティマは、シオンとヨハンナの会話が何を意味するのか全然理解していない。

「いえいえ、婆ばばが口を挟はさむ問題ではございませぬな。さてさて邪じや魔ま者は退散いたしまする」

　ヨハンナは、ホッホッホと笑いながら居間を出て行く。

「別に邪魔じゃないのに、変なヨハンナ」

　怪け訝げんな表情で、生まれた時からの世話係である老ろう婆ばの背を見送り、ファティマは「ねえ」とシオンに同意を求める。

「……そ、そうですよね」

　シオンは頰を赤らめたまま再び頷うなずいた。

　彼は、玄関前で気を失っていた堕天使の体を、ファティマではなくグランディエが作っているので密ひそかに安あん堵どしていた。

　堕天使はエーテルを被おおう土の体に傷が付いた場合、意識さえあれば自力で治す。しかし、気を失うほどの重傷を負った場合は、ファティマのような呪術師の手を借りなければならない。グランディエも単に体を失った時には自分で体を作るのだが、希まれにファティマに体を与えてもらわなければならないこともある。シオンは初めてこの館を訪おとずれた時、その術を目にした。

　ファティマは、土の精ノームを喚よび出し、聖水で濡ぬらした指でグランディエの体に文字を描えがき、口づけたのだ。それも体中まんべんなく──。

　いくら相手が人ではないと言え、ファティマにそんな真ま似ねをしてほしくなかった。つまらない焼き餅もちだとわかっていても、嫌いやなものは嫌なのである。だから、気を失っている堕天使の少年に体を与えると決まった時、

「俺がやる。ファティマがやったんじゃ、正気づくどころか、滅ほろびかねない」

　と、グランディエが申し出てくれて、シオンは心底ほっとしたのである。

　グランディエが「滅びかねない」と言ったのは、ファティマの術が未み熟じゆくというわけではない。ファティマは聖なる魂を持っているため、堕天使は彼女に触ふれると激しい苦痛を味わうのだ。

（僕、普ふ通つうの人間でよかった）

　妖よう霊れいが視みえることを普通と言えるかどうかは別として、手前勝手に十年後の生活設計を立てている少年は、人として生まれてきたことに感謝していた。







　グランディエが居間に姿を現したのは、夜も大分更ふけてからだった。

「結局、彼は何者だったわけ？」

　ファティマは尋ねた。

「いや、さっぱり。向こうは俺を知っているような口ぶりだったが、俺には全く憶おぼえがない。わかったのは名前がエンデュミオンだってことだけ。それも本名じゃないだろう」

　グランディエは肩かたをすくめた。

　堕天使は真の名を明かさない。名を呼ばれれば不本意であっても召しよう喚かんに応じなければならないし、逆に祓はらわれてしまうこともある。従って、グランディエも本当の名ではなかった。

　同じように人間の場合も、悪魔や妖術師に真の名を唱えられれば容易に彼らの妖術にかかってしまう。そのため、悪魔が欲ほつする「力のある魂」の持ち主や、悪魔と戦わなければならない悪トウ魔フエ祓ル・いバン師ナーや魂のゼーレ捜索人・ズーヒアは真の名を隠かくしている。もちろんファティマもシオンも本名ではない。

「大丈夫なのでしょうか。まさか、またファティマを狙ねらって……」

　シオンは心配げにエンデュミオンがいる寝しん室しつの方に目を向けた。以前、彼女はセルベールという悪魔に魂を奪うばわれそうになったことがあるのだ。

「何とも言えんな。正気づかせて喋しやべらせるために体を与えたが、仇あだになったかもしれない」

　グランディエも渋しぶい顔をしている。

「まだ、エンデュミオンが敵だって決まったわけじゃないでしょ。それに、この館には様々な呪しゆが施ほどこしてあるもの。たとえ彼が敵だとしても、館の中では何もできやしないわ」

　悪魔から狙われている本人は、身元不明の堕天使の出現を歯し牙がにもかけず、大だい胆たんな笑みを浮うかべた。







「ねえ、そろそろ一いつ緒しよに寝ねるの止めてほしいんだけど」

　例によって、ベッドにもぐり込んできたグランディエにシオンは言った。

「僕、ちゃんとした結界が張れるようになったから、もうグランディエにいてもらわなくても大丈夫だって、この間から言ってるでしょ」

　弟子入りしたての頃のシオンは、まだ結界を張ることができなかったため、グランディエが一緒に寝て妖霊の侵しん入にゆうを阻はばんでいた。超ちようがつくほど臆おく病びようだったシオンは、夜中にお化けが来るよりはましだと、堕天使が自分の隣となりで寝ることを仕方なく容よう認にんしていた。

　しかし、妖霊を防ぐ結界を張れるようになった今、もうグランディエに一緒に寝てもらう必要はない。それどころか、甚はなはだしく迷めい惑わくなのである。

「そんな、冷たいこと言わないで」

　グランディエはいつものように意味もなくシオンに体をすり寄せてきたり、あちこち撫なで回した。これが迷惑の理由である。シオンは、グランディエの指を払はらいのけ、

「お願いだから、いい加減にしてよ～」

　憮ぶ然ぜんとグランディエに背を向けて毛布を被かぶる。グランディエは後ろからシオンを抱だき寄せると、少年の金髪に顔を埋うずめた。

「俺はこうしてないと眠ねむれないの」

「僕はこうされてると眠れないの！」

　ここのところ毎日繰くり返される進歩のない会話であった。

　夏の間、グランディエの体はひんやりとしていて心ここ地ち良かった。夜になるとぐんと気温が下がるようになったこの頃では、どういうわけかグランディエはほんわりと温かく、それもまた心地良い。シオンとしては、それが困るのである。堕天使と寝ね床どこをともにして心地良いと思うのは罪であるような気がしてならない。

　まして、ファティマと一つ屋根の下である。未来の伴はん侶りよにと密かに願っている女性と共に暮らしていながら、堕天使と添そい寝していていいわけがない。

　とは言え、いいわけがないと思っているのはシオンだけである。

「僕は、一人で寝たいのっ」

「一人じゃ淋さびしいもん。シオン君のこのふわふわの髪かみが、いー気持ちなのよ」

「猫ねこでも飼えばっ」

「あ、それいいかも。でも、猫だとちょっと小さいかな。やっぱり脚あしがからまるくらいの大きさがないと……」

「もうっ、やってらんない」

　シオンがどんなに怒ろうが邪じや険けんにしようが、グランディエはものともしないのである。

　不毛なやりとりに疲つかれ果てたシオンは、いつものようにグランディエに撫でさすられながら眠りについた。

　浅いまどろみの中で、シオンは扉とびらの向こうに何かの気配を感じて半ば覚かく醒せいする。

「……何か来てる？」

「気付いたのか。坊ぼうや、大した進歩だな」

「危険じゃない？」

　心配するなというように、グランディエはシオンの髪を撫でる。扉の外にいるモノの正体をグランディエはすでに看かん破ぱしていた。

「放ほうっておけば、そのうちいなくなるさ」

「……そう？」

　態度と口は軽いが、戦せん闘とう能力だけは信しん頼らいできる堕だ天てん使しに頭を撫でられ、シオンは安心して再び眠りに落ちた。

　扉の外に少年の影かげがあった。少年はうちひしがれたように肩を落とし、じっと立っていた。ロウソクの灯ひも消され、全くの闇やみとなった廊ろう下かであるにもかかわらず、彼の背に僅わずかばかり残された羽は自ら仄ほのかな光を放っている。もがれた翼つばさから放たれる輝かがやきはあまりに儚はかなかった。

　どんなに待っても扉の中に入ることはかなわぬと知り、彼はうつむいたまま静かにその場を立ち去った。

　遠ざかって行く気配を追いながら、

「何なんだ？」

　グランディエは、本気で首を傾かしげた。







　軽いノックの音に、ヨハンナが洗面道具を持って来たのだと思ったシオンは、

「はい、どうぞ」

　と、朝の身み支じ度たくの手を休めずに答えた。

「ありがと、ヨハンナさ……わっ」

　開かれた扉の向こうに立っていたのは、半はん裸らの少年だった。

　シオンは、思わず砕くだけそうになる膝ひざにぐっと力を入れる。妖霊に対して以前よりは恐きよう怖ふを感じなくなってはいるが、それでも予期せぬものが突とつ然ぜん出現するとシオンは必要以上に驚おどろいてしまうのである。まして、敵か味方かもわからない正体不明の堕天使である。シオンは咄とつ嗟さにベッド脇わきの棚たなに置いてあった聖水の瓶びんを取り、蓋ふたを開けた。

「ちょっと待ってよ。いきなり物ぶつ騒そうだね」

　エンデュミオンは半歩後ずさったが、全く臆おくする様子はなく、ふっくらとした愛らしい唇くちびるには薄うすい笑えみを含ふくんでいる。

「何の用です？」

　シオンは、いつでも聖水を振ふり撒まけるように構え、ギリッと殺気を迸ほとばしらせた。

「お願いだからそんな親の敵かたきに出で遭あったような顔しないで。驚かせてごめん。でも、君が思っているほど怪あやしい者ではないから」

「悪いけど、堕天使を怪しくないと思えるほど、僕は度ど胸きようが良くないんです」

　シオンは緊きん張ちようを緩ゆるめず、じっとエンデュミオンを睨にらんだ。

「聖水なんか撒かなくても大丈夫だよ。僕は部屋の中へ入れないもの」

　エンデュミオンに言われて、シオンはこの部屋に結界が張られていることに気付いた。考えてみれば、ファティマやグランディエが、彼を自由に歩き回らせておくはずがないのである。おそらく館やかたのあちこちに、様々な術が施ほどこされ、この堕天使が移動できる範はん囲いは限られているに違ちがいない。

　安あん堵どしたシオンは聖水の瓶に蓋をしたが、エンデュミオンからは視線を外さない。敵意丸出しのシオンに、エンデュミオンは困ったような笑みを浮かべる。

「僕はエンデュミオン。君は？」

「シオン。シオン・ブラバント。で、僕に何かご用ですか？　それともグランディエ？　彼なら、先に階下へ下りましたけど」

「知ってる。結界が張ってあっても、気配ぐらいはわかるから」

「じゃ、僕に用ですか？　言っときますけど、どんな甘かん言げんを用もちいても、僕は悪魔の下僕なんかにはなりませんよ」

　天界を追放された堕天使のほとんどは悪魔となった。悪魔は人を誘ゆう惑わくし、呪じゆ力りよくを与あたえる代わりに、死後の魂たましいを渡わたせという契けい約やくを持ちかける。人間に悪業を為なさせ、神への背信を煽あおることが悪魔の喜びだからである。

「君の魂に興味なんかないよ。そもそも僕は悪魔じゃないし」

　エンデュミオンは苦く笑しようした。

「そうなんですか？」

　天から放ほう逐ちくされても、悪あく魔まにならなかった堕天使もいる。グランディエがその一人である。

　彼に言わせれば、大いなる深しん淵えんすなわち地じ獄ごくの最下層に閉じこめられているサタンの王に忠誠を誓ちかっている堕天使を悪魔というのだそうだ。グランディエは、堕天しても地獄の盟めい主しゆの傘さん下かに入らず、人にも害を与えない希まれな存在なのであった。

　だからと言って、すぐにエンデュミオンを信用することはできない。悪魔は、美しい笑みを浮うかべて平然と人を騙だますのだ。シオンの疑心を意に介かいさず、エンデュミオンは無む邪じや気きな笑顔で言った。

「何か、着る物貸してくれない？　この世界に慣れてなくて、自分で服を作り出す方法がわからないんだ」

「は？」

　そう言えば、グランディエはツバメやコウモリになったりするが、人の姿に戻もどった時にはちゃんと服を着ている。体だけ変身するのではなく、服ごと変へん化げしていたのかとシオンは今さらながら知った。

　エンデュミオンが身につけているのは、申し訳程度の薄い腰こし布ぬのだけである。めっきり冷え込むようになった秋の朝に、その姿は確かに寒々しかった。

「…………いいですけど」

　シオンは、簞たん笥すから胴プール・衣ポアンとズボンを見つくろい、エンデュミオンに渡した。この結界は妖よう霊れいや堕天使などには障しよう壁へきとなるが、物の出入りは可能である。

「ありがとう」

　エンデュミオンは、シオンの胴衣と半ズボンシヨースを身につけた。彼の背格好はシオンとほとんど変わらない。借り物の衣類はまるで誂あつらえたようにエンデュミオンにぴったりだった。

「なんだかごわごわするけど、暖かい」

　エンデュミオンは、肩かたを回したり腰を捻ひねったりして、着き心ごこ地ちを確かめる。その様子はいかにも子どもじみていて、シオンは心なしか親近感を覚えた。

（だめだめ、油断は禁物だ）

　シオンは気を引き締しめ直した。

「えーと、エンデュミオンさん」

「呼び捨てにしていいよ。僕もシオンて呼ぶから」

　シオンとは逆に、エンデュミオンの態度は妙みように親しさを増している。

「この世界に慣れてないって、言ってましたよね。どこから来たんです？」

　エンデュミオンは、にっこりと笑った。

「ごめんね。秘密」

「言えないような所にいたんですか？　やっぱりあなたファティマの魂を奪うばいに来た悪魔なんじゃ……」

「違ちがう、違う。本当に、僕はグランディエに会いに来ただけだよ」

「グランディエは、あなたのこと、知らないって言ってましたよ」

　笑んでいたエンデュミオンの表情が曇くもった。

「……忘れちゃったんだ。僕のこと……彼にとって、僕はその程度の存在だったのかな」

「グランディエと、どういう知り合いだったんですか？」

「彼、昔のこと君に話したりする？」

「いいえ」

　言われてみれば、グランディエがこの館に来る前、彼がどこで何をしていたか、シオンは何も知らないことに気付いた。

「じゃあ、勝手に君に打ち明けることはできないよ。……あの場所もあの出来事も彼にはいい思い出じゃないから……」

　しばらくエンデュミオンの濃のう紺こんの瞳ひとみは、哀かなしげに遠い所を見つめていたが、やがてその視線がシオンに移された。

「ところでシオン、君はグランディエの何？」

「何って、僕はここの主人の弟子でしで、グランディエはここの主人の使い魔で、ただそれだけ」

「それだけで、同じベッドで寝ねるの？」

　シオンの頰ほおが赤く染まる。なぜ、それを知っているのかと尋たずねかけて、昨夜扉とびらの外にいたのが彼だったことにシオンは気付いた。

「人聞きの悪いこと言わないでください。僕は迷めい惑わくしてるんですけど、彼が勝手に僕のベッドに入って来るんです。ペットの猫ねこか、抱だき枕まくらだと思っているんでしょう」

　エンデュミオンはクスクスと笑った。

「確かに、君の髪、ふわふわしてて気持ちよさそう。結界が邪じや魔まで触ふれられないのが残念だけど」

（やっぱり、堕天使。グランディエと同類だ）

　シオンは赤い顔のまま、憤ふん然ぜんとエンデュミオンを睨み付けた。

「大丈夫、僕がなんとかしてあげる。今夜から、彼が君の所へ行かなくなるように」

　妙に自信に満ちた笑みを浮かべ、エンデュミオンは意味ありげに言った。

「お願いします……」

　天の助けかもしれないと、シオンは冗じよう談だん抜ぬきで思った。







　エンデュミオンがファティマを見た時の反応は、シオンを純じゆん粋すいに驚かせ、グランディエの眉まゆをひそめさせた。

　エンデュミオンへの尋じん問もんは、ファティマが普ふ段だん精霊の召しよう喚かんや占うらないをする部屋で行うことになった。その部屋には窓はなく、白い大理石の床ゆかに黒い墨すみで五線星の魔法円が描えがかれている。術を行う時には、ロウソクは数本しか灯ともされないが、今は壁かべに一列に備え付けられた燭しよく台だいに明かりが点ともり、赤々と部屋中を照らし出していた。

　壁を背にして置かれた長なが椅い子すにファティマとシオンは並んで腰こし掛かけていた。ヨハンナも朝食の後かたづけを精霊に任せ、長椅子の隣となりに立っている。

　エンデュミオンは、グランディエに伴ともなわれてその部屋へ入ってきた。そして、ファティマを一目見るなり、

「……まさか、……まさか、こんな所で会うなんて」

　驚きよう愕がくに目を見開き、続いてファティマの側そばへ駆かけ寄ろうとしたのである。

　シオンは咄とつ嗟さにファティマの前に出て、彼女を庇かばった。

　グランディエは、急いでエンデュミオンの腕うでをつかむと、

「大人しくここに入ってろ」

　と、彼を強ごう引いんに魔法円の中へ入れた。

　ファティマの唇くちびるから呪しゆが紡つむがれると、魔法円は見えない壁で被おおわれて、エンデュミオンは完かん璧ぺきに囚とらわれの身となった。シオンも安心して元の場所に腰掛ける。

「私のことを知っているの？」

　ファティマは紅あかい唇に穏おだやかな笑えみを浮かべて尋ねた。

　エンデュミオンは、大きく頷うなずいて、はらはらと涙を落とした。

「無事でよかった。ずっと心配していたんだ」

　エンデュミオンの答えに、ファティマ以外の者が皆みな瞠どう目もくした。

「ごめんなさいね。私はあなたのことを知らないのよ」

　ファティマの表情はほとんど変わらず、静かに笑んだままである。

「……あなたも、僕のこと憶おぼえてないんだ。一いつ緒しよに遊んだり、色んな話したのに……」

　エンデュミオンの表情が落らく胆たんに変わる。

「それっていつのこと？」

「もちろん、あなたが今の世に生まれる前、僕のこの両の翼つばさもちゃんとあった頃ころだよ」

　エンデュミオンの言葉と同時に、ギリッとグランディエから不ふ穏おんな気配が漂ただよい、シオンとヨハンナは同時に彼を見た。

「私、生まれる前のことは知らないのよ」

　エンデュミオンは顔を上げ、改めて驚おどろいた表情でファティマを見つめる。

「……そうなの？」

　エンデュミオンの視線が、ファティマの隣に立つグランディエに移った。グランディエは冷たいほど無表情だったが、それが却かえって心中ただならぬことを物語っていた。

「そうか……人は生まれ変わると前世のことを憶えていないんだ」

　エンデュミオンはひどく哀しい顔をした。

「あの、遥はるかな園そので起こったことも、グランディエの翼が折れ、僕の翼がもがれた時のことも何も……」

「ちょっと待て、俺はお前のことなんか知らんぞ」

　グランディエの声には怒いかりが含ふくまれていた。エンデュミオンはうつむき、唇を嚙かむ。

「何も知らせてないんだね。やっぱりこの人が大事なんだ。僕なんか……」

「お前、いい加減にしろよ、さもないと……」

「グランディエ」

　魔法円の中に踏ふみ込もうとするグランディエをファティマは制した。

「自分の前世に興味がないわけじゃないけどね。人が生まれ変わると前世の記き憶おくをなくすのは、神様の御ご意思でしょ。知ってどうなるものでもないなら、あえて知る必要はないじゃない」

　ファティマは嫣えん然ぜんと笑った。

　彼女が前世を知ろうとしないのは、グランディエがそれを言い淀よどんでいるからだった。彼が語ることを躊ちゆう躇ちよし苦しんでいることを、ファティマは漠ばく然ぜんと感じていた。無理に問い質ただして、彼を更さらに追いつめることはできない。

　いずれ、しかるべき時が来れば嫌いやでも知ることになるだろう。それまでは自分ができることに全力を尽つくしていればよいとファティマは考えていた。

「で、あなたはどこから来て、なぜここへやって来たのかしら？」

「…………グランディエと二人きりで話をさせてもらえる？」







　部屋を後にしたファティマとシオン、ヨハンナは居間に場所を移した。

「あの、エンデュミオンが言ってたこと……」

　シオンは、おずおずと尋ねた。この夏にファティマの魂たましいがセルベールという悪魔に狙ねらわれた時、ファティマの魂には特別な意味があること、そして、グランディエがそれを全て知っていることに、シオンは薄うす々うす感づいていた。

「私の前世のこと？　全く、私は何をしでかしたのかしらね」

　ファティマは、大して気にした風もなく笑った。

「ヨハンナは何か知ってる？」

　ファティマは、サイドテーブルでお茶の支し度たくをしているヨハンナを振ふり返った。

「いいえ、何も」

　老ろう婆ばは頭かぶりを振った。

「ただ、お嬢じよう様さまがただのお人ではないとは思っておりましたよ」

　ヨハンナは、カップとソーサーをファティマとシオンの前に置くと、

「別に口止めされていたわけではありませぬ故ゆえ、申し上げてしまいますが」

　スツールに腰掛け、自分もズズッとお茶をすすった。

「わたくしの故郷はここよりずっと東、ボヘミア王国のプラハという所にございましてな」

　プラハとは、昔から多くの魔女が住むことで知られていた。

「教会の支配が及およばぬ頃には、我らの一族は各地の王おう侯こう貴族に仕え、宮きゆう廷てい魔導師として権勢を振るっておったと聞いております。まあ、それも先々代ぐらいまでのこと。わたくしが物心ついた頃には、魔女狩がりに追われて一族は散り散り。流る浪ろうの生活を余よ儀ぎなくされておりました」

　ヨハンナはそこでまたズズズッとお茶をすする。

「十八年前のことでございます。その頃には逃にげ回る生活にも疲つかれ果て、わたくしはアルプスの山間に庵いおりを結んで独ひとりで暮らしておりました。そこへ、わたくしの所に三人の御み使つかいが降臨なされましてな」

「御使い！」

　シオンは、思わず声を上げた。

「正しくはお一人の天使と、お二人の堕天使でございます。天使様は、淡あわい金の巻き毛が長く腰こしまで垂れておりまして、御手には白い百合ゆりをお持ちになり、それはそれはお美しいなよやかな方でございましたよ。そのお方は、もうすぐマイセン侯こうの所に生まれる女の子を、末永く見守るようにと、わたくしにお言いつけになったのでございます」

「それがファティマ？」

　シオンの問いにヨハンナは「うむ」と頷うなずいた。

「……なんだか、すごいお話ですね。聖書の物語みたいだ」

「その方の後ろに控ひかえておられた堕天使のお一人は、燃える紅くれないの髪をした精せい悍かんな方でございましたな」

「！……もしかして……山や羊ぎ頭さん……」

　シオンは、以前自分を助けてくれた山羊頭の堕天使が紅の髪をしていたことを思い出す。

「そして、もうお一人の堕天使が、グランディエ殿どのだったのでございますよ」

　その衝しよう撃げき的てきな言葉に、シオンは驚いたのだが、ファティマはクスクスと笑った。

「救世主御ご生せい誕たんの時には、御使いが羊飼いの所に降臨したって言うけど。私が生まれる時には、堕だ天てん使しがヨハンナの所へ降りたっていうのは、何か笑っちゃうわね。まして、その一人がグランディエだなんて」

「どんなに可笑おかしくとも事実でございます」

　ヨハンナはズズズズッとお茶の残りをすすり終え、ハーッと大きく息をついた。

「その証しよう拠こに、どこの馬の骨とも知れぬ老婆のわたくしを、侯こう爵しやく様は大事な娘むすめの世話係としてお雇やといになったではありませぬか。あれは、侯爵様のお心に不可思議な力が働きかけたのだと思いまするよ。婚こん儀ぎの前に身み籠ごもってしまった聖母を娶めとったヨセフのように」

「ファティマは、何か特別な役割を持って生まれて来たんですね」

　敬けい虔けんな気持ちに浸ひたるシオンに、ファティマは「よしてよ」と笑った。

「そんな立派な話じゃないわ」

　偽いつわりの笑みを顔に張り付かせたまま、ファティマは扉とびらの夢のことを思った。重罪を犯おかした堕天使が封ふうじられているという「大いなる深しん淵えん」の扉である。

　夢の中の天使は『罪の重さを知れ』とファティマに言ったのだ。そして、この扉は閉じた者でなければ開けることはできないと。

　ファティマの手には、夢の中で扉を閉じた時の重く冷たい感かん触しよくが今でも生々しく残っている。

（私は、何かすごい罪を犯して、罰ばつとして大いなる深淵の鍵かぎという役割を与あたえられたんだわ）

　犯した罪と科かせられた罰のことを考え、ファティマは言いようのない不安と恐きよう怖ふに襲おそわれる。しかし、彼女はそれを無理矢理吞のみ下した。そして、鍵であるという自分の手を見つめる。

（弱気になったら、戦いは負けよ。要は扉を開けなきゃいいんだわ）

　ファティマは、拳こぶしを握にぎった。

「わたくしも、なぜ魔ま導どう師しの生き残りであるわたくしがお嬢様のお守もり役を仰おおせつかったのか、なぜ、グランディエ殿がつかず離はなれずお嬢様をお守りしているのか、何度も理由を尋たずねたのでございますが、なにせグランディエ殿は、いつもあの調子でのらりくらりとしておりましての。何もわからないまま今日まで過ごしてしまいもうした」

　ヨハンナは二杯はい目のお茶をトポトポと注ついだ。







　エンデュミオンが囚とらわれていた魔法円の呪しゆは、ファティマが部屋を出る前に解かれていた。しかし、彼はその場から動こうとしなかった。彼は、円の中心に座り込み、壁かべ際ぎわで腕を組んで自分を睨にらみ付けているグランディエを見上げる。

「それで、俺と二人きりになって何を言いたい？」

　グランディエの声は、ぞっとするほど冷たかった。エンデュミオンの濃のう紺こんの瞳ひとみに、怯おびえの色が奔はしる。

「何をそんなに怒ってるの……？」

「怒っているんじゃない」

　グランディエはエンデュミオンに歩み寄った。片かた膝ひざをつき、エンデュミオンの顎あごをつかんで仰あお向むかせる。

「誰だれの差し金だ？」

「差し金って……僕は……ただ、あなたに会いに……」

「噓うそだ」

「噓なんかついてないよ」

「俺はお前を知らない。無事でよかった、心配していただと？　大した演技だな」

「演技なんかじゃない。みんな本当のことだ！　彼女がここにいることだって、さっき彼女に会うまで知らなかった。本当に、あなたに会いたかっただけだ」

　エンデュミオンは、顎をつかんでいるグランディエの手を振り払はらった。

「あなたが、神の雷いかずちに打たれて翼つばさを折ったことは、天使ならみんな知ってる。その場に彼女がいたこともね。戦争が終わって、御み子こに加か担たんした者は罰を受けた。僕はみんなの前で両方の翼をもがれた。二度と飛べないように。あの公開処罰の場には彼女もいたはずだ」

「そのことを言ってるんじゃない。お前はさっき『遥はるかな園そので起こったことも』と言ったな」

　グランディエはエンデュミオンの胸むなぐらをつかみ、自分の顔の前に引き寄せた。

「……言ったよ」

「あの時、エデンで起こったことは、御子と、ガブリエル、ミカエル、そして俺を含ふくめた三人のエデンの守り役しか知らないはずだ。ガブリエルやミカエルが言いふらすはずはない。つまり、お前があのことを知っているということは、大いなる深淵に封じられたやつらの息がかかっているということだ。言えよ。ベルゼブブか？　それともアスタロトか？」

　グランディエは低く呟つぶやくように恫どう喝かつした。

「違ちがう！　僕はあそこの堕天使たちとは関係ない！」

「では、なぜ知っている。俺が納なつ得とくできるように説明してみろ。これ以上噓をついたら、容よう赦しやはしない。この場で滅ほろぼす」

　グランディエの銀の瞳に射い竦すくめられ、エンデュミオンは耐たえきれずに目を逸そらした。

「…………僕は、その場にいたんだよ……全部、見てたんだ」

　グランディエは、胸ぐらをつかんでいた手を離した。噓だとしたら、あまりにおそまつすぎる。大いなる深淵からの回し者が、こんな見え透すいた噓をつくはずがない。

「馬ば鹿かな……。エデンへの出入りはそれほど自由ではなかったはずだ」

「うん……。規律違い反はんを犯した。僕、掟おきてを破って、あなたに会いにエデンを訪おとずれたんだ」

「だから、どうしてそこで俺が出てくるんだ。記き憶おくのどこをひっくり返してもお前の顔が浮かばん」

「本当に憶おぼえてないの？」

「残念ながら」

　グランディエは肩かたをすくめた。

「言ってくれよ。俺はお前とどういう知り合いなんだ」

「やだ」

　エンデュミオンは駄だ々だっ子のように頰ほおを脹ふくらませた。

「僕とあなたがどういう関係だったか言おうと思って、二人きりにしてもらったんだけどね。やっぱり止やめた。あなたが僕のことを思い出してくれるまで、僕からは言わない」

「俺をからかって遊んでいるのか？」

「からかってなんかいない。あなたが思い出してくれるかどうか、僕にはとても重要なことなんだ」

　エンデュミオンは、渋しぶい顔をしているグランディエの肩に手を回し、彼の耳元に唇くちびるを寄せた。

「彼女が前世でどんな罪を犯したか、彼女には黙だまっていてあげる。その代わり、今夜からあの坊ぼうやの所へ行くのはやめて、僕の所へ来て」







　その夜、グランディエはエンデュミオンの言う通り、彼の部屋を訪れた。ノックの音に、扉の向こうから「どうぞ」と返答があった。

　扉を開けたグランディエは、片眉まゆを上げた。

　その部屋の明かりは灯ともされていなかった。カーテンが開け放たれた窓から、欠けた月がしらじらと光をこぼしている。

　寝しん台だいに、薄うすい寝ね間ま着き姿のファティマが腰こし掛かけていた。グランディエを見上げ、熟うれた果実のように艶つややかな紅あかい唇が蠱こ惑わく的な笑えみを形作る。

「何の真ま似ねだ」

　憮ぶ然ぜんと問うグランディエに、ファティマは、

「いいじゃない。夢見るだけなら──来て」

　と、手を差し伸のべた。

　グランディエは、寝台に歩み寄る。一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよの後、彼は差し出された白い手に触ふれた。

　決して触れることのできない手──。刹せつ那な、苦い痛みが彼の胸を通り抜ぬける。

　彼はファティマの指を軽く握り、彼女の隣となりに腰掛けた。目の前に、彼女の白い頰、紅い唇、そして、鮮あざやかに輝かがやく黄金の瞳があった。

　グランディエは、指先でファティマの頰に触れる。彼女はしばしグランディエを見つめ、やがて目を閉じた。形の良い華きや奢しやな顎が僅わずかに前に出される。

　グランディエは、彼女の唇に自分の唇を重ねた──つもりで少し位置がずれた。

「幻げん術じゆつにしてはなかなかのものだが、リアリティに欠けるな」

　グランディエは一度顔を離し、実際に彼の唇のある場所を見定めてから再び口づけた。

「……ん」

　小さな吐と息いきを漏もらしたファティマは、グランディエの背に腕を回し、彼を寝台に押し倒たおす。

「彼女に化けられればいいんだけど、僕には幻まぼろしを見せるぐらいの術しか使えなくてさ」

　長い口づけの後、ファティマの顔をしたエンデュミオンは、いたずらっぽい笑みを浮かべて言った。

「でも、こうでもしなきゃ、抱だいてもらえないじゃない。彼女の身代わりってのがちょっと空むなしい気もするけど」

「なら、幻を消せよ。こういうやり方は気に入らない」

　グランディエの声には僅かに憤いきどおりが含まれていた。

「怒らないでよ。──ねえ、今夜から、僕の所にいて」

　ファティマの姿が空気に溶とけるように消え、代わりに少年の姿の堕だ天てん使しが現れた。

「彼女に、余計なことを言わないと約束するならな──」

　グランディエはエンデュミオンの腕をつかんで引き寄せた。







　夜も大分更ふけた頃ころ、シオンはごそごそとベッドにもぐり込んで来たグランディエに気付いて目を覚ました。

「えー。なんで来るの。エンデュミオンは？」

　グランディエは、今夜からエンデュミオンの所で寝るはずだった。

「ようやく寝かしつけてきた」

　いつものように、グランディエはシオンを抱きしめて、金髪に顔を埋める。

「そのまま、エンデュミオンのとこで寝ればいいのに」

　シオンはブツブツと文句をたれた。

「だって、シオン君の側そばじゃないと眠ねむれないんだもーん」

「だもーん、じゃないでしょっ！　どう考えてもエンデュミオンはグランディエのことが好きなんだよ。僕、彼に恨うらまれたくないよ」

「大丈夫、朝まで目を覚まさないくらい疲つかれさせたから」

「……どういう風に寝かしつけたわけ？」

「深く追つい及きゆうしないでくれ。俺も疲れたし、このまま寝かせて」

　グランディエはシオンの頭に頰を押しつける。

　シオンは「しょうがないなあ」と少しでも眠りやすいように体の位置を変えた。

「あの……訊きいてもいいかな？　グランディエは地上に降りる前、どこで何をしていたの？」

　シオンの背に回っていたグランディエの手が、ピクッと動いた。

「…………いきなり、なぜそんなことを訊くんだ？」

「エンデュミオンに、グランディエとどういう知り合いなのか尋たずねたけど教えてくれなくて…あ、でも言いたくなかったら無理に言わなくていいから。グランディエにはいい思い出じゃないって、そう言ってたから……」

　グランディエは窓の外に目をやる。漆しつ黒こくの空に星々が宝石のように輝いていた。しかし、彼の銀の瞳ひとみは美しい夜空ではなく、遠い過去の記憶を映していた。

　グランディエの沈ちん黙もくに、シオンは慌あわてた。

「ごめん。僕、変なこと訊いちゃったね」

「…………確かに、どこもかしこも、ろくな思い出が残ってないな」







　半ば枯かれかけた芝しばに、紅葉したカエデやブナの葉が落ちて鮮やかな色どりを添そえている中庭で、二人の少年が剣けんを打ち合っていた。

　短い金属音と高らかなかけ声が、抜けるような秋空に吸い込まれていく。

「ただの人間にしては、なかなかやるじゃない」

　間かん断だんなく鋭するどい突つきを入れながら、エンデュミオンは言った。

「そ、そう？　少しは上達したんでしょうか」

　褒ほめられている割には、受けるだけで精せい一いつ杯ぱいのシオンである。

「昨夜、グランディエは君の所へ行かなかったろうね？」

　上段から振ふり下ろされるエンデュミオンの長剣を、シオンは斜はすに流す。

「え？　ええと……グランディエはあなたの所で寝たんでしょ？」

　ドキッとしながらもシオンはしらばっくれた。

「不覚にも僕の方が先に眠っちゃったんだ。朝、僕が目覚めた時にはグランディエはもういなかった」

　エンデュミオンは返された剣を左脇わきから右に薙ないだ。シオンは半歩後退し、両手で柄つかを握にぎってそれを受ける。

「彼は来ませんでしたよ」

　エンデュミオンの剣が下から撥はね上げられ、シオンの剣が飛ばされた。尻しり餅もちをついたシオンの喉のど元もとに、エンデュミオンの剣の切っ先が当てられる。

「誓ちかって、本当だね？」

　エンデュミオンの口元は笑っていたが、眼まな差ざしは厳きびしかった。──いじめっ子の表情である。

「…………」

　噓うそだから、神には誓えない。

「どうなの？」

「……本当です」

　神様、噓をついた罰ばつはグランディエにお与あたえくださいと祈いのりながら、シオンは答えた。

「よし、もう一本、来い！」

　満足そうな笑みを浮かべ、エンデュミオンは剣を構えた。

　庭の北ほく端たんには、三階の窓まで届きそうな背の高いブナの老木がある。

　そのブナの高枝に腰掛け、すっかり色づいた葉の中に身を隠かくして、グランディエは、エンデュミオンの様子を探さぐっていた。

「まあ、天使全部の顔を知っていたわけじゃないけど、エデンにいた頃の知り合いに、あんなのいなかったよなあ」

　グランディエは、エンデュミオンを見下ろし、独り言ごちた。

『その場にいたんだ。僕は全部見ていたんだよ』

　グランディエはエンデュミオンの言葉を反はん芻すうする。

　庭の端はしではガーデンチェアに腰掛けたファティマが、二人の少年の稽けい古こを微笑ほほえましげに眺ながめていた。

　長い黒髪が僅わずかに風になびいていた。白い頰ほお、紅あかい唇くちびる。そして昇のぼったばかりの月のように輝く黄金の瞳。

　グランディエは、今のファティマにあの頃の「彼女」を重ねて見ていた。

　触れたい、と思ったことがなかったわけではない。しかし、創造されたばかりの人間を見守るのが自分の責務だった。

　誰だれもが、天使の全すべてが、神の似姿である二人の男女を愛していた。触れたいと思うのは、自分だけのものにしたいと願うのは、罪だと思っていた。だから、その想おもいを封ふうじ込めた。

　御み子こが自分と同じ想いを抱かかえていたことも知らなかった。

　曙あけぼのの御子────。

　明けの明みよう星じようと謳うたわれ、神の御前に最も近い位置にいた天使。

　その彼が、抑おさえきれないほどに、強く、激しく、彼女に心を寄せていたと、自分は気付かなかったのだ。

　グランディエは苦い記き憶おくに銀の瞳を翳かげらせる。

　あれは、礼拝の時刻。全ての天使が神の御前に集つどうはずだった。御子が礼拝に現れなかったことに気付いた時には────。

「グランディエ」

　突とつ然ぜん、声をかけられ、グランディエは夢想から現実に引き戻された。

　背後の枝に山や羊ぎの面を被かぶったかつての同どう僚りようの姿があった。

「なんだ、サリエル。お前か」

　サリエル──。その名の意味は「神の命令」。

　天界の大戦以前は、人間の魂たましいを監かん視しする大天使であり、グランディエと共にエデンの守護をしていた。ファティマの出生の折、グランディエと一いつ緒しよにヨハンナの前に姿を現したのは、彼である。

「呼びつけておいて、なんだとは御ご挨あい拶さつだな。それからそのサリエルはやめてくれ。今さらお前にその名で呼ばれるのは居い心ごこ地ちが悪い。あの坊ぼうやが名付けてくれた通り、山羊頭で結けつ構こう」

　山羊頭は、グランディエの隣となりに腰こしを下ろし、

「で、いきなり現れた堕天使っていうのは、あいつか？」

　木の下で剣を振るうエンデュミオンに視線を移す。

「ああ。お前、見たことあるか？」

「いや、知らない顔だな。エデンの一件を知っているなら、私たちの身近にいたはずだが」

　山羊頭は面を取った。面の下から、性別のない堕天使にしては精せい悍かんな、彫ほりの深い顔が現れた。髪と瞳は燃える炎ほのおの色をしている。

　彼は紅い瞳で、エンデュミオンをじっと見つめた。彼の瞳には特とく殊しゆな力があり、一いつ瞬しゆんのうちに見たものを焼き滅ほろぼしたり、そのものの真の姿を見み極きわめたりすることができるのだった。

「誰かがあの姿に化けているのではない。あれが本来の姿だ」

　山羊頭は元通り、山羊の面を被る。

「お手上げだな」

　グランディエは、ため息をついた。

「この館やかたに入り込んでファティマ殿どのの魂を奪うばうために、お前を知っていると噓をついているか、または、お前が一夜限りで遊んでは捨てた数限りない天使のうちの一人で、お前はそのことをすっかり忘れているか」

　山羊頭の揶や揄ゆに、

「よしてくれ。少なくともこの翼つばさがまともだった頃ころは、そんな馬ば鹿かな真ま似ねはしてない」

　グランディエは苦く笑しようする。

「私の顔を見せるか？　お前のことを知っているなら、私を知らないはずはない。もしも私を知らないなら、彼が噓をついていることになる」

「やめとけ。面が割れると今後にさしつかえるだろ」

　山羊頭は悪あく魔まのふりをして、地上の悪魔たちの動静を探っていた。エンデュミオンが大いなる深しん淵えんに通じているとしたら、山羊頭の存在をエンデュミオンに知られるのは都合が悪かった。
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「では、それとなく地上の連中にエンデュミオンのことを尋たずねてみよう。何かわかったらすぐに知らせる」

「頼たのむ」

「坊やとお嬢じようさんによろしく言ってくれ」

　山羊頭は葉は擦ずれの音もさせず、一瞬のうちにその姿を消した。







　ファティマの所へ、教皇庁からベナンダンティについて調査の依い頼らいが来たのは、それから数日後のことであった。

「神に選ばれた、羊よう膜まくを被って産まれた戦士たち……」

　ファティマから概がい要ようを聞いたシオンは、妙みように感かん慨がい深げに呟つぶやいた。

「僕も羊膜を被って産まれたんだそうです。お守りにって、干ひ涸からびた薄うす皮かわみたいなの、ここへ来る時持たされました」

「まあ、シオン、羊膜を被って産まれた子は幸運児だって言い伝えがあるの知ってた？」

「聞いたことがあります。でも、神に選ばれた戦士っていうのは初耳です。本当だったらすごいことですよね。かなり嬉うれしいかも」

「お前はすでに堕天使の枕まくらに選ばれてるぞ」

　自分を指さすグランディエに、「それはあんまり嬉しくない」と、シオンはエンデュミオンの視線を気にする。

「と、いうわけで、エンデュミオン」

　ファティマは向き直った。エンデュミオンは、グランディエの冗じよう談だんに機き嫌げんを損そこね、眉み間けんに皺しわを寄せてキルシュトルテを頰ばっている。

「ひと月ほど留守をすることになるわ。だから、あなたはもうお帰りなさい。ヨハンナと二人きりでお留守番ってわけにはいかないでしょう？」

　エンデュミオンが現れてからしばらくの間、ファティマは彼を軟なん禁きん状態にしておいた。しかし、閉じこめておいても埒らちが明かないため、館の中の呪しゆを解き、エンデュミオンの動向を探さぐってみた。彼は外部と連れん絡らくをとることもなく、ファティマに手を出そうともしなかった。ただひたすらグランディエの後を追い回したのである。

　彼は、ヨハンナの家事を手伝い、館に出入りする精せい霊れいたちとすぐに仲良くなった。グランディエがらみでシオンへの風当たりが強いこともあるが、決してシオンを嫌きらっているのではなさそうで、自分からシオンに剣けんの稽古をつけたりとなかなか友好的な態度を示していた。

　最近では、シオンもヨハンナもファティマさえも、エンデュミオンは本当にグランディエの知り合いで、彼を慕したってやってきたのではないかと思い始めていた。

「シオンとグランディエもチヴィダーレに行くんだね。じゃあ、僕も行く」

　エンデュミオンは意気揚よう々ようと宣言する。

「だめだ。遊びに行くんじゃない。仕事だ」

　グランディエは、しかめっ面つらをしたが、エンデュミオンはぶんぶんと頭を振ふった。

「やだ、絶対着いて行く。僕のいない隙すきに、グランディエ、シオンと浮うわ気きする気なんでしょ」

　シオンは危あやうくお茶を噴ふきそうになった。

「だから、それはとんでもない誤解ですってば」

　シオンの弁解を無視して、エンデュミオンは「ねえ、連れてって」と請こうような眼まな差ざしをグランディエに向ける。しかし、グランディエは、しかめっ面のまま無言である。

「僕は、身寄りのない堕天使なんだよ。帰る所なんかないもの」

　声を落とすエンデュミオンにシオンは同情する。

「連れて行ってあげるわけにはいきませんか？　剣の腕うでも立つし、エンデュミオンがいれば心強いと思うんですけど」

「そうねえ。昔なじみを忘れる薄はく情じよう者には、思い出すいい機会かもしれないわね」

　エンデュミオンの表情がぱあっと明るくなる。

「あのなあ………」

　すっかり悪者になってしまったグランディエは、がっくりと肩かたを落とした。







　２　魔まの山さん岳がく街かい道どう




　アルプスはすでに冬の装よそおいを始めていた。放牧はとうに終わり、牧草の刈かり取られた丘きゆう陵りよう地ち帯たいは荒こう涼りようとしている。見上げると、山の斜しや面めんは積もった雪で白く染まり、この辺りが雪に覆おおわれるのも間近であることを知らせている。

　人の往来もほとんどない夕暮れの淋さびしい山岳地帯の街道を、ファティマとシオン、エンデュミオンの三人は、厚いマントを体に巻き付け、馬を駆かっていた。シオンの馬の首には、ツバメに化けたグランディエがちょこんと乗っている。

「やっぱりこの季節にツバメは変だと思うよ。なんか、違ちがうものに化けたら？」

　白い息を吐はいてシオンは言った。

『俺もそう思うけど、フクロウやカラスじゃいかにも使い魔ですって感じだし、堕天使が鳩はとに化けたら天使に申し訳ない気がするし、ダチョウだのフラミンゴだのじゃ余計に変だろ？』

「ダチョウ？　フラミンゴ？　何、それ」

　もと天使は、シオンの知らない神の被ひ造ぞう物ぶつをよく知っている。

「ねえ、グランディエ、どうしていつもシオンの馬に乗るの？　僕のとこに来てよ」

　エンデュミオンが手た綱づなを回めぐらせ、シオンの隣となりに並んだ。

『はいはい』

　ツバメはだるそうに羽ばたき、エンデュミオンの馬に居場所を移した。エンデュミオンは満足げに笑えむと、ツバメ相手に、左右を通り過ぎる景色についてあれこれ感想を述べたり、質問したりする。その度たび、ツバメはめんどうくさそうに返事をした。

「今日は、この辺りで野宿ね」

　ファティマは少年たちを振り返った。

　神聖ローマ帝てい国こくの南西に位置するカルフから、目的地のヴェネツィア共和国フリーウリのチヴィダーレに行くためにはアルプスを越こえなければならない。今回は、インスブルックから、ブレンネル峠とうげを越えチロルに出る旅程だった。交易やローマへの巡じゆん礼れいのために、ある程度街道は整備され、商人相手の食堂兼けん旅籠はたごもある。しかし先を急ぐ彼らは宿場を通り過ぎ、山へ入った。近くには巡礼者が泊とまれる教会もあるのだが、教会ではグランディエやエンデュミオンが入れない。悪あく魔まではなくとも、神の加護を失った堕だ天てん使しは、聖なる場所には入れないのである。

　一行は、山やま肌はだに張り出した岩の陰かげに簡単な天幕を張り、火を焚たいた。ファティマは、焚き火の周りに白はく墨ぼくで魔法円を描えがき、妖よう霊れいの侵しん入にゆうを防ぐ結界を張った。

「こっちに来て座ったら？」

　立ったまま、パンをかじっているエンデュミオンにファティマが声をかけた。

「ううん、いいよ。実は、お尻しりが痛くて……」

　エンデュミオンは、鞍くらに擦こすれてひりひりするお尻をさすった。

「馬の旅に慣れてないんですね。グランディエみたいに鳥に化けて飛んでいったらどうですか？　もしくは、猫ねことかウサギになれば僕が抱だいていってあげますけど」

　シオンは提案したが、

「僕は、変身できないんだ」

　エンデュミオンは苦い笑みを浮うかべた。

「俺らは、翼つばさを失うと、極きよく端たんに呪じゆ力りよくが減るんだ」

　人の姿に戻ったグランディエが面おも白しろくもなさそうに言った。シオンは驚おどろき、続いて自分の軽けい率そつさを後こう悔かいしたのだが、エンデュミオンは大して気にした風もなく、

「翼を折る前のグランディエは強かったんだよ。今の何十倍も。呪力もすごかったけど、剣の強さは、あのミカエル様だって一目置くぐらいにね」

　瞳ひとみをキラキラさせながら、自分のことのように自じ慢まんした。

「ミカエル様って、あの大天使ミカエルのこと？　グランディエって、そんなすごい天使だったの？」

　シオンは単純に驚きよう嘆たんしたが、

「……知らなかったわ」

　ファティマは少し表情を強こわばらせる。それほどの天使だったグランディエが、自分の下もとにいるということが、事態の深刻さを改めてファティマに思い知らせたのだ。

「どうだ、見直したか」

　グランディエは温めたワインを片手に胸を張った。

「こんな優ゆう秀しゆうな使い魔が手に入ってよかっただろ？」

　グランディエはファティマに笑いかけた。

「そうね」

　つられてファティマも笑う。

「ヨハンナばあさんが前に使ってた猫なんて性格悪くてさ、機嫌悪いと、俺の顔で爪つめを研といだんだぜ」

　グランディエが何気なく話を逸そらせたことにシオンは気付かなかった。







　その深夜、

「起きろ。シオン」

　グランディエに揺ゆり動かされ、マントにくるまって焚き火の側そばで眠っていたシオンは、目を覚ました。

「どうしたの？　敵の夜や襲しゆう？」

　ファティマとエンデュミオンは、すでに焚き火を背にして身構えている。

「いや、狼おおかみだ」

　シオンは慌あわてて剣を取り、立ち上がった。しかし、目を凝こらしてみても周囲は濃こい闇やみに覆われているばかりで、シオンには獣けものの姿が見えない。

「囲まれたな」

　グランディエは低く呟つぶやいた。すぐ近くの立木に繫つないであった馬が、怯おびえたように鼻を鳴らして騒さわぎ始めた。

「だめだわ。今、獣封ふうじの結界を張ったら、馬と狼を一いつ緒しよに閉じこめてしまう」

　ファティマが悔くやしそうに言った。みすみす馬を狼の餌えさにするわけにはいかない。

　彼方かなたの闇にポツポツと明かりが点ともる。足音もうなり声も聞こえなかったが、夜行性の獣の黄色い目が、じりじりと四方から狭せばまって来ていた。

　山の冷気は、柄つかを握にぎるシオンの指を凍こごえさせたが、背中には緊きん張ちようのせいで汗あせが伝わった。

「殺しちゃだめよ。シオン、わかってるわね。エンデュミオンも」

　ファティマがやや硬かたい声で言う。

　シオンとエンデュミオンは無言で頷うなずいた。

　獣は妖霊よりもやっかいである。妖霊ならば、そもそもファティマの張った結界の内には入って来られない。仮に結界を破やぶって侵入してきたとしても、術で滅ほろぼすこともできるし、剣けんで斬きり倒たおすこともできる。しかしファティマは、神の被造物である獣たちの命を安易に奪うばうことをよしとしなかった。

「来るぞ」

　グランディエの声とほぼ同時に、獣たちが左右に散った。一方は繫つながれた馬へ、もう一方は天幕の方へ。

「やつら最初から馬を狙ねらってたんだ」

　グランディエは舌打ちし、「エンデュミオン！」と、声をかけると狼の群れの中に飛び込んだ。エンデュミオンは、ザッと地を蹴けりグランディエの後を追う。続こうとしたシオンの前に、数頭の狼が行く手を遮さえぎった。歯を剝むき出し、威い嚇かくのうなり声を上げる。

　狼は普ふ通つう、人を襲おそったりはしない。だが、冬が近づき餌が少なくなってきたためなのだろう、群れを二手に分け、旅人の動きを封じておいて、馬を糧かてにする知ち恵えを身につけたに違ちがいない。

　馬を襲う狼らは、威嚇だけでは済まなかった。手綱をほどこうとするグランディエに容よう赦しやなく挑いどみかかる。背後から迫せまる獣を、グランディエは振ふり返りざま、鞘さやに収めたままの長剣で突ついた。狼は「ギャン！」と声を上げて三エルレほども吹ふっ飛んだ。

　追いついたエンデュミオンが、馬と狼の間に入る。一頭の狼がエンデュミオンに向かって跳とんだ。彼がその一頭を鞘で叩たたき落とすと同時に、別の方向からもう一頭が飛びかかった。エンデュミオンはそれも薙なぎ倒す。

　エンデュミオンは、獣を凌りよう駕がするほど俊しゆん敏びんな動きで、狼の攻こう撃げきを次々と防いだ。

「よし、手綱が解ほどけた。戻るぞ」

　グランディエは怯おびえて暴れる三頭の馬を無理矢理引いて、ファティマらの待つ天幕の方へ駆け出した。エンデュミオンが後に続きながら援えん護ごする。

　馬と天幕の間に狼がいなくなった一いつ瞬しゆんをついて、ファティマは呪しゆを唱えた。

　バシッと空気を裂さくような短い音がして、獣封じの結界が張られた。馬に追いすがろうとした狼たちが、見えない障しよう壁へきに遮さえぎられて撥はね飛んだ。

「エンデュミオンが！」

　シオンが叫んだ。エンデュミオンが獣封じの結界の外に取り残されていた。馬を手に入れることができないと知った狼は、エンデュミオンの土の体を今こ宵よいの食しよく糧りようと決めたようだった。十数頭の狼が一いつ斉せいにエンデュミオンの上に覆おおい被かぶさった。

「堕天使の割には、手のかかるやつだな」

　手た綱づなをシオンに預けると、グランディエは再び結界の外へ向かう。闇やみ夜よに白銀に輝かがやく翼が広がった。ザッと翼を羽ばたかせ、彼は狼の下でもがくエンデュミオンに向かって宙を翔かける。

　エンデュミオンの上に折り重なる狼を素す手でで次々と引き剝はがし、グランディエは少年の体を担かつぎ上げた。

「……助けに来てくれたの？」

「バラバラ、ドロドロになったエーテルなんて気色悪いもん見たくないからな」

　グランディエはそのまま空を翔て天幕まで戻る。

　焚き火の横に降ろされたエンデュミオンを、

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　ファティマとシオンは心配そうに覗のぞき込んだ。エンデュミオンは嚙かみ痕あとからエーテルを流し、痛みに顔をしかめながらも「大丈夫」と頷うなずいた。

「こんなことなら、最初から獣封じの結界を張っておけばよかったわね。ごめんなさい」

「まさか、狼が街かい道どう筋までやって来るとは思わなかったものな」

　グランディエはエンデュミオンの傷を撫なでる。グランディエが触ふれた部分から嚙み痕が徐じよ々じよに消えていった。

「グランディエ、怪け我がを……」

　エンデュミオンは、自分に触れるグランディエの腕に牙きばの痕があることに気付く。

「さっき、ちょっとな。ただの獣だと思って油断した」

「僕より、先にその傷を治して」

「こんなのは大したことない。お前の方が先だ」

　グランディエの笑みに、エンデュミオンの瞳が潤うるんだ。

「…………ごめん。僕のせいで……」

「泣くなよ、いい歳としこいて。それとも見た目がガキだと、中身もお子様なのか？」

　グランディエは、人類創世以前に創つくられたはずの同類の額ひたいを指で弾はじいた。







　明け方、目を覚ましたグランディエは、天幕の中にエンデュミオンの姿がないことに気付き、外へ出た。

　彼は少し離はなれた岩いわ棚だなの上に立ち、遥はるかな山の端はを眺ながめていた。

「傷が痛んで眠れないのか？」

　グランディエは、エンデュミオンの背中に声をかける。

「ううん。夜明けを見ていただけ」

　エンデュミオンは振り返らず、真まっ直すぐな視線を、白く輝く山の稜りよう線せんに向けたまま答えた。グランディエはエンデュミオンの隣となりに立った。

　空は、藍あいから薄うす青あおに色を変え、細く薄い雲が柔やわらかな朱しゆに染まっている。山の端の白い輝きは、刻々とその領土を拡ひろげ、陽ひの到とう来らいを告げていた。

　ふと、グランディエはエンデュミオンの頰ほおに涙が伝っていることに気付く。

「どうした？」

　エンデュミオンは頭かぶりを振った。

「あんまり、きれいだから……」

　稜線から朝陽が最初の光を空に放った。

「陽が昇のぼるのを見るのは、とても久しぶり。多分、あの時以来だ」

　エンデュミオンは、独り言のように呟いた。

「あの日、僕はこうやって朝陽を眺ながめていたんだ。世界中の全すべての天使が、陽に向かって羽ばたいて行ったよ。白い翼つばさを朝焼けの色に染めて」

　グランディエは、エンデュミオンがあの朝のことを語っていると気付いた。あの時、自分はエデンに住まう二人の人間を置いて、他ほかの天使と同様、神の御み前まえに参じたのだ。

「とても、きれいだったよ。空も、陽も、雲も、天使たちの翼も……」

　太陽が昇った。朱色の光が、エンデュミオンの濡ぬれた白い頰を照らす。

「もう…………二度とあの光景を見ることはできないね……」

　エンデュミオンは、瞳ひとみを伏ふせた。新たな涙が伏せられた瞼まぶたから溢あふれ落ちる。

「僕は、何もできなかった。御子がアダムを欺あざむき、リリスを…………」

　耐たえきれずに、エンデュミオンは嗚お咽えつを漏もらす。

「見ていたのに……僕は、何もできなかったんだよ。僕があの時、御子を止めていたら、すぐに誰だれかに知らせていたら、こんなことにはならなかったんだ」

「お前のせいじゃない」

　グランディエは、エンデュミオンの肩かたを引き寄せた。

「何もできなかったのはお互たがい様だ」

　グランディエの脳のう裏りに、焼き付いて離れない苦い記き憶おくがあった。
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　姿を消したリリスを捜さがして、ようやく発見したのは暗い海の岸がん壁ぺきだった。

　もうエデンには帰れないと、彼女は泣いた。

　いつも明るく黄金の瞳を輝かせて笑っていた彼女の涙を、初めて見た。

　岸壁から踏ふみ出した彼女の手をつかもうとしたのに、間に合わなかった。彼女の身は、紅こう海かいの底に吞のまれてしまった。

　それが、最初の「死」だった。

　彼女が犯おかした大罪の一つ。それは、神に与あたえられた命を自分で絶たってしまったことだった。
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「どうしたの、グランディエ。妙みように静かだね」

　シオンは、うなだれた様子で馬の首に乗っているツバメに声をかけた。

『あ？　ああ、いや。別に』

　ツバメは我に返ったように、顔を上げた。

「エンデュミオンも変だし」

　いつもならグランディエがシオンの馬に乗ると焼き餅もちを焼くエンデュミオンが、今日は無言でうつむき加減に馬を進めている。

「痴ち話わ喧げん嘩か？」

　半分真ま面じ目めにシオンは尋たずねた。

『よしてくれよ。俺らは痴話喧嘩するほどアヤしい仲じゃない。強しいて言えば、同病相あい憐あわれんでるだけ』

　ツバメはパタパタと片かた翼よくを振った。

　突とつ然ぜん、エンデュミオンが馬を降りた。馬の前脚を探さぐっている。

「どうしたの？」

　ファティマが振り返る。

「蹄てい鉄てつが外れかかって……。先に行ってて。すぐに追いつくから」

「そう？　じゃ、この先の宿場で待ってるわ」

　もうすぐ昼時である。ファティマらは宿場で昼食を摂とりながらエンデュミオンを待つことにした。

　山の天気は変わりやすい。朝はあれほど美しい青空が見えていたというのに、西の空からどんよりとした雲が見る見るうちに迫せまり、真昼だというのに薄暗いと感じるほどであった。

「エンデュミオン、遅おそいですね」

　食堂のテラスでパン菓が子しをかじりながら、シオンは心配げに自分たちがやって来た方角を見やった。蹄鉄を打ち直すのにこれほど時間がかかるはずはない。

「何か事故でもあったんでしょうか。雨も降って来そうだし、大丈夫かな」

「いくら呪じゆ力りよくが弱くても、人間じゃないんだから、そう簡単にはくたばらん」

　グランディエは吞のん気きにワインを傾かたむけている。

「でも、あなたと違ちがって飛べるわけじゃなし。この子に様子を見に行かせようかしら」

　ファティマは掌てのひらを上に向けた。そこに虹にじ色いろの蝶ちようが現れる。もちろん本物の蝶ではない。ファティマの使う精せい霊れいの一つであった。彼女が蝶を放とうとした矢先、

[image: ]

「来た」

　シオンは、土つち埃ぼこりを上げて馬を駆かるエンデュミオンの姿を発見した。

「遅くなっちゃった。蹄鉄がうまく打てなくて」

　寒さに鼻の頭を赤くしたエンデュミオンは、「あったかいミルクがいいな」と食堂の主人に注文し、ファティマの隣に腰こし掛かけた。

「天気が崩くずれてきたね。夕方までは保もちそうだけど、どうする？　ここへ泊とまる？」

「そうねえ。斎さい日じつの金曜までには、チヴィダーレに着きたいから、本当は少しでも距きよ離りを稼かせいでおきたいのよね」

　教皇庁からの依い頼らい文によれば、ベナンダンティと呼ばれる男たちは四季の斎日の水、金、土曜日のうち、金曜の夜から土曜の朝にかけて脱だつ魂こん状態になってヨシャパテの野に行くという。秋の聖十じゆう字じ架か称しよう賛さんの斎日に間に合わなければ、次は冬の待降節の斎日まで待たなくてはならない。

「じゃあ、早めに山を下りちゃおう。雨が降り出す前に」

　エンデュミオンは、ミルクを一気に飲み干すと立ち上がった。







　まるで雲の中を歩いているようだった。どちらを見ても真っ白で、自分の足あし下もとさえ定かではない。馬の蹄ひづめが土を踏む音と鞍くらの揺ゆれる感かん触しよくで、何とか街かい道どうを外れずに歩んでいるとわかる。

「ファティマ、エンデュミオン、いますかー」

　シオンは不安になって、連れの二人の名を呼んだ。

「いるわよ」

「僕もいるよ」

　すぐ近くで返事があり、シオンはほっとため息をついた。

『俺もいるぞ』

　シオンの馬の上でツバメが振ふり返った。

「グランディエはいいの。わかってるんだから」

『いや、俺だけ声をかけてもらえないと、なんか淋さびしくて』

　ツバメは片方の翼つばさで頭を搔かいた。

「だけど、ほんとにすごい霧きりだね。迷子になっちゃいそう」

『ただの霧なら、馬に任せていれば大丈夫さ。ファティマが精霊に馬を操あやつらせているからな。だが……』

「なんなの？　なにか問題でも？」

　シオンはグランディエの引っかかる言い方に、新たな不安を感じる。

『この霧、微かすかに妖よう術じゆつの匂においがする』

　ツバメは、硬かたい声で呟つぶやいた。

　堕天使の嗅きゆう覚かくが確かだったことが証明されたのは、小一時間も歩いた後のことである。

「変ね。もうそろそろ下の村に着いてもいいはずなんだけど」

　霧の向こうでファティマの訝いぶかる声がした。

「ファティマ、道を間ま違ちがえたんじゃないの？」

　エンデュミオンの声は、背後から聞こえた。

「そんなはずはないわ。この道は何度も通ったことあるし。精霊にも道案内させてたのよ」

　濃こい霧は依い然ぜんとして晴れず、陽ひの位置も確かめられない。

『俺が行って確かめて来ようか？』

　ツバメが馬から飛び立った。

「グランディエ、ちょっと待ってよ」

　シオンは情けない声で呼び止めた。右も左もわからないのに、グランディエに行かれては心細いことこの上ない。

『すぐに戻る。お前たちはこの場を動くな』

　ツバメの姿が霧の中に消えた。シオンはグランディエの言う通り、馬を止めて周囲の気配を探る。馬の鼻息や蹄が地面を搔く音は聞こえるものの、風の音や鳥のさえずりも聞こえず、辺りは不気味に静まりかえっている。

　霧はますます濃さを増し、手た綱づなを握にぎる自分の手さえ朧おぼろにしか見えなくなった。これだけ濃い霧であるのに、湿しめり気がほとんど感じられない。まるで白い闇やみの中にいるようだった。

「ファティマ、これ、普ふ通つうの霧じゃない」

　エンデュミオンの声は緊きん張ちようしていた。

「そうね。さっきから妖よう霊れいの気配がしてたから、注意はしてたんだけど」

　シオンはこめかみに冷ひや汗あせが伝うのを感じながら、手探りで鞍につけた長ちよう剣けんをたぐり寄せた。

「むやみに剣を抜ぬいてはだめよ。これは多分霧魔ネーベルの仕し業わざ。旅人の心の弱い所を揺さぶって惑まどわすの。やたらと剣を振り回したらかえって危険だわ。エンデュミオンも、わかった？」

「はい」「わかった」

　返事をした途と端たんのことだった。霧の中に、救世主の磔たつ刑けい像が現れた。像の前には、鞭むちを手に、恐おそろしい形相で仁に王おう立ちする修道士がいる。

　シオンはその光景に呆ぼう然ぜんとした。

　──悔くい改めよ。さもなくば、神はすぐに汝なんじのもとに行き、口の剣をもって彼らと戦わん！

　修道士がシオンに迫る。鞭が振り上げられ、容よう赦しやなくシオンを打った。

「う、うわっ」

　シオンは思わず声を上げた。

　それは幼い頃ころ、妖術師だと誤解されて教区の司祭に虐ぎやく待たいされた時の記き憶おくだった。

「しっかりしなさい！　ただの幻まぼろしよ。今、風の精霊を喚よんで霧を吹ふき払はらってあげるから」

　ファティマの叱しつ咤たする声が届く。

「は、はい…………」

　しかし、幻にしてはあまりに鮮せん明めいであった。しかも、実際に鞭打たれているかのような熱い痛みがシオンを苛さいなむ。

　次に現れた幻は、シオンにとっては鞭よりも更さらに辛つらい記憶だった。

　──臆おく病びよう者め。魔ま物ものなどに脅おどかされたくらいでそのように喚わめき立てて、恥はずかしいとは思わないのか！

　──あなたのような弟がいると世間に知れたら、私、どこにもお嫁よめに行けない……

　烈れつ火かのごとく怒る兄と、泣き伏ふす姉がそこにいた。

「……ごめんなさい」

　幻だとわかっていても、つい条件反射のように謝しや罪ざいの言葉が口をつく。

（霧魔ネーベルは旅人の心の弱い所を揺さぶる──）

　シオンは、自分の弱さの根本に気付いた。妖霊も確かに恐ろしかったが、それ以上に、周囲の人間から責められることを恐れていたのだ。

（もう妖霊なんて怖こわくないもの。一人前の魂のゼーレ捜索人・ズーヒアになれば、誰だれも白い目で見たりしない。いつまでも小さい頃のことをくよくよ憶おぼえてるから、霧魔ネーベルなんかにつけこまれるんだ）

「そうだ。僕はもう負けない！」

　そう口に出して言った途端、幻が揺らぎ兄姉の叱しつ声せいが遠のいた。

（頑がん張ばって修しゆ行ぎようして、強くなって、ファティマを守る。もう弱虫のシオンじゃない）

　シオンは、心の奥に絡からみついていた過去の幻げん影えいを振り払った。







　グランディエは、ツバメの姿のまま一面の白い世界を飛んでいた。どこまで飛んでも、山やま裾すその集落どころか、樹木も岩も見当たらない。ただ、まとわりつくような濃い霧きりが辺りを覆おおい尽つくしているばかりである。

（霧魔ネーベルの世界に迷い込んだか。俺も焼きが回ったかな）

　ツバメは一気に上じよう昇しようした。一いつ旦たん霧から逃のがれて霧魔ネーベルの本体を捜さがすつもりだった。

　と、不意に視界が開けた。

　暗い空だった。陽も月も星もない。黒い地面には尖とがった岩がゴツゴツと突き出て、草も木もない。生きる物の気配は何一つとしてない茫ぼう漠ばくたる荒こう野やが、地平の彼方かなたまで続いていた。

（ここは……）

　グランディエは、この場所を知っていた。しかし、ここは山の街かい道どうを飛んでいるツバメが決して訪おとずれるはずのない場所である。グランディエは、自分がまだ霧魔ネーベルの世界に囚とらわれていることを知った。

　この荒野は煉獄シエオル。霧魔ネーベルが見せている幻なのだ。

　寂せき寥りようとした荒あれ地にたった一カ所だけ、岩の間を縫ぬうように白い百合ゆりが群れて咲さいている場所があった。そこに長い黒髪の女が独ひとり、冷たい岩にもたれて座っている。

「ファティマ！」

　思わず呼びかけて、これは幻だとグランディエは自分に言い聞かせた。

　かつて潑はつ剌らつと輝かがやいていた黄金の瞳ひとみは精せい彩さいを欠き、虚うつろな眼まな差ざしは荒野の彼方に向けられていた。

　彼女の許もとへ、暗い空から二人の天使が舞まい降りた。一人は白銀の髪、もう一人は燃える紅の髪をしていた。

（あれは、俺と、サリエル……）

　グランディエは唇くちびるを嚙かんだ。自分はあの光景を見なくてはならないのか。神の加護を失い、翼を折った、あの瞬しゆん間かんを────。




　──あなた方は……。

　女の虚ろな瞳が天使たちに向けられた。

　──ここにいては危ない。どこか安全な場所へ。

　白銀の天使は女に手を差し伸のべる。

　──何があったのです？

　──天界に戦いが起こった。

　──戦い？　なぜ？　神は新しくエヴァをお創つくりになり、アダムは彼女を娶めとって、楽園は元通りの平安を取り戻したとうかがいました。なぜ、今いま頃ごろになって戦いなど……。

　彼女の問いに天使は答えなかった。戦いの原因が彼女にあると告げるのはあまりに酷むごすぎた。

　──とにかく、一いつ緒しよに。戦いに乗じてあなたの魂を滅ほろぼそうと企くわだてている者がいる。

　女は、差し伸べられた手を取らず、代わりに頭かぶりを振ふった。

　──滅ぼしてくださるのなら、私はその方をここで待っております。

　女の瞳は昏くらく、赤い唇だけが諦あきらめたような薄うすい笑えみを形作っていた。

　──紅海に身を沈しずめれば、私という存在がなくなってしまうと思っておりましたのに、私の魂はこうしてまだここに居おります。私は滅びとうございます。

　白銀の天使は、滅びを願うほど女の心の傷が深いことを憐あわれに思う。しかし、天使は彼女の魂を失いたくなかった。

　──あなたの魂を滅めつせずにこの煉獄に置いたのは、神の御ご意志だ。それを忘れてはいけない。

　女は顔を上げ天使を見つめる。彼女の黄金の瞳は畏おそれと戸と惑まどいとで揺ゆれていた。

　──さあ、早く。

　その時、荒れ野の暗い空が、轟ごう音おんを伴ともなって朱しゆに輝いた。戦火がここにも届いたのだ。

　──急げ。

　紅くれないの天使が促うながす。

　白銀の天使は女の手をつかんだ。しかし────。

　──どこへ行くつもりだ。

　五人の天使に取り囲まれた。彼らは皆みな、厳いかめしい甲かつ冑ちゆうに身を包み、盾たてと剣とで武装している。

　──そこをどけ。

　白銀の天使は、剣を抜いた。

　──どかぬ。その女を渡わたせ。

　天使はミカエルの軍勢であることを示す天てん秤びんの浮うき彫ぼりが施ほどこされた白い盾をかざした。

　──エデンの守護者だった貴き殿でんらが、その女を惜おしむのはわかる。だが、彼女が存在する限り、この戦いは終わらぬ。その女を置いて、疾とく去いねよ。

　女は息を吞のんだ。

　──この戦いは……私の……せい…………？

　甲冑の天使は答えない。

　──ミカエルは承知しているのか？

　紅の天使の問いに、甲冑の天使は静かな笑みを浮かべた。

　──いや、我らの独断だ。咎とがめを受けるは承知の上。我らの命でこの戦いが鎮しずまるのなら安いものよ。

　悲ひ壮そうな決意が、次し第だいに鋭するどい殺気となって膨ふくれ上がった。女を背に庇かばい、白銀の天使と紅の天使は剣を構えて間合いを計はかる。

　──待たれよ。

　背後から新たな声がした。一同は声の方を振り返る。同じく五人の天使が現れた。彼らは黒い盾を持っている。

　──その女は御み子この御前に連れて参る。

　黒い盾の天使は言った。

　──何を申される。御子の腹心であるそなたらならわかるはずだ。この女さえいなければ、御子の目は覚める。御子に人間の女に迷うて神に背そむくような真ま似ねをさせてはならぬ。

　白い盾の天使の言葉に、御子の配下は薄うすい笑みを浮かべた。

　──我らは、曙あけぼのの御子こそが天界を統すべる王だと信じておる。ミカエルごときに大きな顔をさせたくはないわ。御子がその女を望んでいるのなら、その御心に添そうのが我らの務つとめ。

　──謀む反ほん人めが……。

　ミカエルの配下の天使たちが剣を抜ぬいた。それに呼応して御子の腹心らも剣を抜く。

　──やれ！

　荒れ野に怒ど号ごうがこだました。剣が盾を打ち、剣と剣とがぶつかり合って燃える火花を散らす。

　激しい両者の斬きり合いの間にも、黒い盾の天使は女を奪うばおうと迫せまり、白い盾の天使は彼女を滅ぼそうと刃やいばを向けた。

　白銀の天使と紅の天使は、女を庇かばいつつ、襲おそい来る戦士らの剣を退しりぞけた。

　刹せつ那なとも永えい劫ごうともいえる時が過ぎた。

　荒れ野の空の彼方でも此こ方なたでも朱の炎ほのおが上がった。

　戦いはこの地だけで行われているのではなかった。天界全すべての天使がミカエルの軍と御子の軍とに分かれ、雌し雄ゆうを決するべく激しい戦いを繰くり広げていた。

　突とつ然ぜん、荒れ野の暗い空に、眩まばゆい閃せん光こうが奔はしった。続いて大地を揺るがすような轟とどろきが重なる。

　神の雷いかずち────。

　両軍の天使は戦いを止やめ、凍こおり付いた。

　──神が怒いかっておられる。我らの創造主が………。

　──被造物が争い合い、自らが築いた世界を蹂じゆう躙りんしていることに、創造主は憤いきどおっておられる。

　その場にいた全ての者がおののき、空を振り仰あおいだ瞬間────。

　白い光が目を焼いた。

　白銀の天使は、女を銀の翼つばさで被おおった。彼女を神の雷から守るために。

　絶ぜつ叫きようは、雷らい鳴めいに搔かき消された。




（後こう悔かいはしていないさ）

　グランディエは心の中で呟つぶやいた。

　彼女を救うために煉獄へ来ている間に、御子がエヴァを騙だまして禁断の実を食べさせた。

　自分もサリエルも、守るべきエデンを離はなれ、エヴァが原罪を負った責せきを問われた。

　だから、雷に打たれた傷は癒いやされなかった。

　堕天使の烙らく印いんを押され、天界に戻もどることは二度と許されなくなった。

　土の体をまとわなければ、折れた翼の激しい痛みに耐たえられない汚けがれた身となった。

　しかし、自分の行いを愚おろかだったとも、無意味だったとも思わない。

　彼女を失わずに済んだのだから────。

　ただ、二度と彼女の聖なる魂たましいに触ふれることはできない。

　それだけが哀かなしかった。




　ひたすら上じよう昇しようを続けていたツバメは、いきなり薄うす暗ぐらい曇くもり空の下に出た。

（やっと抜け出たか）

　すぐ下には、真夏の入道雲のように濃こい霧きりがうねっている。

　グランディエは、すぐ側に馴な染じみの風シルウのエス精トレが困こん惑わくした表情で佇たたずんでいるのに気付いた。

『やあ』

　ツバメは片かた翼よくを上げて風シルウのエス精トレに声をかける。

『どうしたんだ？　ファティマに喚よばれたんだろ？』

　風シルウのエス精トレは、ツバメが自分と主あるじを同じくする使い魔まだと気付き、安あん堵どの笑みを浮かべた。

　──うん。早く霧を吹ふき払はらいたいんだけど……。

　言いかけて風シルウのエス精トレは、

　──あ、あれ！

　霧の頂きを指さした。霧の表面がどろどろと盛り上がり、竜たつ巻まきのように螺ら旋せんを描えがいてこちらに向かって来る。

『霧魔ネーベルの本体だな。やーな幻まぼろしを見せてくれたお礼だ。ありがたく受け取れよ』

　ツバメの姿が揺らぎ、白銀の髪の堕天使へと姿を変えた。

　堕天使は長剣の柄つかに手をかけた。目にも留とまらぬ速さで剣が一いつ閃せんし、鍔つば鳴なりと同時に霧魔ネーベルは文字通り霧む散さんした。

「はい、お終しまい。さ、風シルウのエス精トレちゃん。残りの霧を吹き払ってあげて」

　──さすがね、グランディエ。でも、ちょっと可哀かわい想そうだったかも。

　風シルウのエス精トレは可愛かわいらしい口をすぼめて呼気から風を生み、霧の残り滓かすを吹き飛ばした。

「可哀想？」

　──だってね。あの霧魔ネーベルは、妖よう術じゆつでここに縛しばられていたのよ。この私がただの霧魔ネーベルを吹き飛ばせないはずないでしょ。彼、動きたくても動けなかったんだわ。なのにあんな簡単に滅ほろぼされちゃって、可哀想じゃない。

「……確かにな」

　霧に妖術の匂においが混じっていたことには、グランディエも気付いていた。

（誰だれかが霧魔ネーベルを喚び出し、この場所に縛っておいたのか。俺たちを霧の世界に迷い込ませるために）

　しかし、霧魔ネーベルは、霧の中に迷い込んだ者の心に忍しのび込んで幻を見せるだけで、人の命を奪うほどの力は持たない。大いなる深しん淵えんの手の者がファティマの魂を奪うつもりなら、霧魔ネーベルでは力不足だ。

（一体、誰が、何のために？）

　グランディエは、端たん整せいな眉まゆをひそめた。







　３　ベナンダンティ




「わあっ、ベッドだ、ベッドだ。久しぶりっ」

　羊毛をふんだんに敷しき詰つめ、清潔なシーツを被かぶせた寝しん台だいの上で、シオンは幸せそうに毛布にくるまった。

　山やま越ごえの際、霧魔ネーベルを撃げき退たいしてみれば、ファティマたち一行は、昼食を摂とった宿場からそれほど離れていない場所にいたことを知った。時刻はすでに夕暮れに近く、厚い雲からは雨が落ち始めてきたため、彼らは宿場へ戻ることにした。

　雨は一向に降り止まなかった。雨の山道を馬で下ることはできない。結局、彼らは三日の間、その宿場で過ごすことになってしまった。

　雨が上がった後は、三日の遅おくれを取り戻すべく、昼夜を問わずに馬を飛ばした。当然、旅籠はたごには泊とまらず、木の下や岩いわ陰かげなどで仮か眠みんをとるという強行軍である。

　目的地のチヴィダーレ市に到とう着ちやくしたのは、ベナンダンティがヨシャパテに赴おもむくという儀ぎ式しきの前夜だった。

　一いつ泊ぱくを旅籠で過ごす余よ裕ゆうを得た一行は、ようやく温かい食事とベッドにありついたのだった。

「俺も、シオン君だっこして寝ねるの久しぶりっ」

　グランディエがシオンの隣となりにもぐり込んだ。

「もうっ。せっかく伸のび伸び安あん眠みんしようと思ってるのに。邪じや魔ましないでよ」

「俺の安眠には、シオンが不可欠なの」

　グランディエはシオンを引き寄せる。

「エンデュミオンが怒るよ」

「…………そうだった」

　グランディエは不承不承シオンから手を離し、起き上がった。

「……いないな」

　旅籠の個室の扉とびらを透すかして、エンデュミオンの気配を探さぐったグランディエは、彼が付近にいないことに気付いた。

「エンデュミオン、いないの？　こんな夜遅おそく、どこへ出かけたんだろ」

　シオンの心配をよそに、

「すぐに戻ってくるだろ。この隙すきに俺は安眠を貪むさぼる」

　グランディエは再び身を横たえて、シオンの髪に顔を埋うずめる。

「エンデュミオンにあんなに慕したわれてるのに、なんで、僕をかまうの？」

　シオンは不満げに口を尖とがらせる。

「天使は人間を慈いつくしむようにって、神様から至上命令が下ってたんだよ。だからとにかく人間と関かかわっていたいわけ。特にお前みたいに呪じゆ力りよくの強い者は、とっても魅み力りよく的。悪魔が人を誘ゆう惑わくして魂をおくれと契けい約やくしたがるのはそういう理由もあるの」

「はいはい、そうですか」

　無愛想に相づちを打つシオンの金髪をグランディエは撫なでた。

「それだけじゃないけどね。人間の中でもお前は特別」

「ちょっと……どういう意味？」

　頰ほおを染めて起き上がるシオンを「いや、誤解しないでくれ」とグランディエは慌あわてて引き留める。

　グランディエは、初めて会った時からこの少年の魂が異い彩さいを放っていることに気付いていた。

　広く深く、懐なつかしい輝かがやきを持った魂────。

　なぜ懐かしく心ここ地ち良いのか、グランディエにもわからない。ファティマの魂は、愛いとしくはあったが、今のグランディエには触れることのできない聖なる輝きに満ちている。

　しかし、神の加護を失ったこの身を、少年の魂は受け入れる。

　グランディエは、シオンの傍かたわらにいる時だけ、聖なる魂に拒こばまれる淋さびしさも、常に鈍にぶく疼うずく翼の痛みも、しばし忘れることができた。

「お前には、堕天使を癒す力があるんだ」

　穏おだやかな笑えみを含ふくんだ銀の瞳ひとみに見つめられ、シオンはどぎまぎする。

「僕、グランディエ相手にときめきたくないんだけど……」

「いや、俺もときめかせるつもりは全くないんだが……」

「とにかく専用枕まくらでいて」と、のし掛かかるグランディエと、「だからそれって困るの」とのたうつシオンの進歩のない会話は今こ宵よいも変わらない。







　翌朝、ファティマとシオンは、チヴィダーレ市の聖フランチェスコ修道院を訪おとずれた。

　グランディエは旅籠でエンデュミオンの帰りを待っている。神の加護を失った堕だ天てん使しは、教会や修道院などの聖気に満ちた場所には入れないため、旅籠で待機していることになっていた。

「お待ち申しておりました。わたくしは、アクイレイア総大司教管区とコンコルディア司教区の総そう異い端たん審しん問もん官かんを務めるモンテファルコと申します」

　いかにも神学者然とした厳いかめしい修道士が二人を出で迎むかえた。

「しかし、たかが農民の祭りの検けん分ぶんに、わざわざカルフからファティマ殿どのをお呼び立てするとは。何か手て違ちがいでも生じましたかな」

　ファティマの魂のゼーレ捜索人・ズーヒアとしての実力は、その美び貌ぼうと共ともにチヴィダーレにまで轟とどろいていた。

「何のことでしょう？」

　訝いぶかるファティマに、モンテファルコは「いやいや」と首を振ふる。

「教皇庁からは、ヴェネツィアのマルコ殿がお出いでになると伺うかがっておりました故ゆえ。なに、どこかで知らせが行き違ったのでしょう」

　修道士は居住まいを正した。

「くだんの斎さい日じつの祭りのことは、お聞き及およびでしょうか」

「大体のことは、書簡で知らされました」

　今回の依い頼らいは、最後の審判が行われるというヨシャパテで、悪魔と戦って豊ほう穣じようを祈いのるベナンダンティの祭りの調査である。祭りそのものは異端には当たらないが、彼らが魂を飛ばしてヨシャパテに赴おもむくということが問題であった。普ふ通つうの人間は、自らの意思で魂を飛ばすことはできない。ベナンダンティらは、その力を悪魔から手に入れた可能性があった。そこで魂のゼーレ捜索人・ズーヒアが離り脱だつしたベナンダンティの魂を追い、異端であるか否いなか見み極きわめることになったのである。

「実は、ベナンダンティらはひどく閉へい鎖さ的でしてな」

「自分たちは神に選ばれた戦士だと思っているのに、それを隠かくしているそうですね」

「左さ様よう、彼らは普段チヴィダーレの近きん郊こうで農業を営いとなんでおるのですが、四季の斎日にのみ、アッザーノの原野に集まり、祭りを行うということです。その祭りに参加できるのは、産まれた時に羊よう膜まくを被かぶっていた男に限られ、他ほかの者は祭りを見るどころか、そのような祭りがあることすら知らされぬそうです」

　モンテファルコは、このような異端めいた信しん仰こうが自分の管かん轄かつ下で行われていたにもかかわらず、教皇庁の異端審問所に密告があるまで気付かなかったことをそれとなく弁解する。

「でも、その祭りはもう何百年も続いているのでしょう？　ベナンダンティも代だい替がわりするでしょうに、新しいベナンダンティはどうやって集められるのですか？」

　シオンは尋たずねた。

「産まれた時に羊膜を被っていた者は、神に祝福された者として、その被り物と共に洗礼を受けたりミサに与あずかったりする風習がありましてな。先にベナンダンティとなった者がそれを見かけた折に、人知れず勧かん誘ゆうするのではないかという話です」

「羊膜ね……」

　ファティマはつぶやき、シオンに小声で「持ってきてる？」と尋ねた。シオンが「はい。こここに」とポケットの小箱を出すと、彼女は「上出来」と笑んだ。

　ファティマは、モンテファルコに向き直り、

「なぜ、ベナンダンティは、斎日の祭りのことをそれほど秘密にするのでしょう」

　と問う。

「さて。神聖さを保ちたいからなのか、それとも異端であることを隠したいからなのか」

　モンテファルコは腕を組んだ。

「確か、祭りの際、巫女みこが神に祈るということですが？」

「ベナンダンティの魂を送り出すために、神に祈るという話です。あなた方魂のゼーレ捜索人・ズーヒアのような特別な力を持つ女なのかもしれませんが、魔女という可能性もありますな」

　モンテファルコは申し訳なさそうに息をつく。

「そのようなわけで、あなた方が調査に行かれても、彼らは素す直なおに迎むかえ入れはしないでしょう。教会の威い信しんも、彼らには通用しないのです」

　数百年に亘わたって極ごく秘ひに行われてきた祭りである。異端信仰であるならなおのこと、教会の調査に協力するわけがない。

「まあ、何とかなるでしょう。ここにベナンダンティ候補が一人おりますから」

　ファティマはシオンの頭をポンポンと叩たたき、笑みを浮うかべた。







　斎日の祭りが行われるアッザーノの詳くわしい場所を聞き、ファティマとシオンが聖フランチェスコ修道院を出た時には、すでに陽ひもかなり高くなっていた。二人はそのままアッザーノに向かって馬を飛ばす。旅籠はたごで待つグランディエとエンデュミオンには精せい霊れいを使って連れん絡らくし、現地で待ち合わせることにした。なにしろ、ベナンダンティの魂がヨシャパテに赴おもむくという儀ぎ式しきが行われるのは今夜なのである。

　チヴィダーレの市街を抜ぬけた途と端たん、僅わずかばかりの畑が点在する閑かん散さんとした丘きゆう陵りよう地ち帯たいとなった。

　ユリウス・カエサルが街を建設して以来、チヴィダーレは要よう塞さい都市として様々な部族の侵しん攻こうを受けてきた。ここ数百年はアクイレイア総大司教国として教皇の支配下に置かれていたが、チヴィダーレとウディネで起こった内ない紛ふんにヴェネツィア共和国が干かん渉しようし、現在、政治的にはヴェネツィア共和国の統治下にある。

　チヴィダーレ市はある程度の繁はん栄えいを保っていたが、地方全体としてはこれといった特産品もなく、細々とした農業と畜ちく産さん業が経済を支える貧しい農村地帯である。豊ほう穣じようを願う祭りは、過去にこの地方を支配していた部族の宗教が起源だと思われるが、長きに亘わたる教会の支配下にあってなおその祭りが受け継つがれてきたのは、農民の貧しさ故に他ならない。

　それほど周囲の風景は寂じやく寞まくとしたものがあった。

　種たね蒔まき前の小麦畑なのだろうか、茶色い土ばかりの一角を抜け、タリアメント川にかかる橋を渡ろうとした時のことであった。

　川の対岸から、鋤すきを手にした十数人の農夫の一団が、こちらに向かって橋を渡って来た。藍あい染ぞめの貫かん頭とう衣いに長ズボンブレー、日焼けした顔に麦わら帽ぼう子しという、ごく当たり前の農夫たちであったが、ザッザッと足並みを揃そろえて歩いて来る姿は、さながら軍隊の行進のようであった。

　ファティマは馬を止めた。シオンも彼女に倣ならう。一刻も早くアッザーノに着きたいところだが、彼らが橋を渡り終えるのを待たなければならない。

　しかし、農夫たちは橋の中ほどで、その歩みを止めた。

「ファティマ……何だかあの人たち、変……」

　こちらの姿に気付かないはずはないのに、馬車が一台通れる程度の狭せまい木の橋を、彼らは横一いつ杯ぱいに広がって立ち止まっているのだ。

「まさか、あの人たち、ベナンダンティ？　僕らが祭りの調査に行くのを阻そ止ししようとしているとか？」

「違ちがうでしょ。ベナンダンティは、まだ私たちのことを知らないはずよ」

「じゃ、なぜ……」

「さあ、でも、彼らが何者かに操あやつられているのは確かだわ」

　農夫たちには全く表情がなく、目は虚うつろで焦しよう点てんが合っていなかった。

「とにかく、ここを抜けなくちゃね」

　ファティマは、馬に拍はく車しやを入れた。シオンも後に続く。

　農夫たちは、鋤を振りかざし馬の行く手を遮さえぎろうとするが、彼女は構かまわず進んだ。

　そして、鐙あぶみから足を外し先頭の農夫の鋤を蹴けった。鋤が飛び、勢いに負けた農夫は仰あお向むけに倒たおれる。ファティマは、左右から迫せまる鋤を巧たくみな手た綱づなさばきで避よけ、強ごう引いんに前へ進む。しかし、操られた人間は蹄ひづめに蹴られることを恐おそれず、馬の行く手に立ちはだかった。

　一人の農夫が馬に向けて鋤を振り上げた。ファティマは尼に僧そう服の裾すそを割り、腿もものガーターベルトから短たん剣けんを抜いた。鞍くらから飛び降りざま、その農夫の鋤を短剣で遮る。鋤の柄えに短剣を食い込ませたまま、農夫のみぞおちに膝ひざ蹴げりを入れた。声も立てずに農夫は昏こん倒とうする。

　そして、後ろから迫る別の農夫に、振り向きざま回し蹴りの体勢に移った。白い脚あしが鞭むちのようにしなり、農夫のこめかみを打つ。農夫は仲間を薙なぎ倒しながら橋の欄らん干かんまで吹ふっ飛んだ。

　シオンも急いで馬を降りた。馬で蹴散らすことも、剣を振るうこともできないのなら、一人一人殴なぐり倒していくしかない。体術は剣術以上に苦手だが、いくら自我を失っているとはいえ、罪のない農夫に傷を負わせるわけにはいかない。

　シオンは、大上段に鋤を構える農夫の懐ふところにもぐり込み、正せい拳けんで突つく。仰のけ反った農夫に更さらなる拳こぶしを打ち込み、続いて横から薙がれる鋤の柄を左の前ぜん腕わんで受け止め、空いた脇わき腹ばらに右の拳を入れた。これまで、ファティマとグランディエが代わる代わる組み手の相手をしてくれた成果か、何とか拳が急所に入った。

　しかし、やっかいなことに、術で操られた人間は痛みを感じず、退たい却きやくすることを考えない。従って立ち上がれないほどのダメージを与あたえるまでは、いつまでも攻こう撃げきを止めないのだ。顔を腫はらせ、唇くちびるの端はしから血を垂らしながら、何度でも起き上がる姿は生けモールる・ヴイ死者ヴアンのようだった。滅ほろぼせない分、生けモールる・ヴイ死者ヴアンよりも始末が悪い。

「きりがないわ。逃にげちゃいましょ」

　農夫の顔面に踵かかとをめり込ませながら、ファティマは叫んだ。

「最初から、そのつもりなんですが……」

　追いすがる農夫に足をつかまれ、シオンは身動きがとれない。足を封ふうじられたシオンに、左右から同時に鋤が振ふり下ろされた。

「うわっ」

　やられる、とシオンは思わず目をつぶり、腕で顔を庇かばった。

　ガツンと、耳元で鈍にぶい音がした。シオンが目を開けると、

「お待たせ」

　グランディエの長剣が、鋤を食い止めていた。

「遅おそいわよ」

　ファティマの叱しつ声せいに、グランディエは、

「いやー、ごめん。だってアッザーノの入り口で待ってろって伝言だったろ？　まさかこんな所で農家のおじちゃんと遊んでるとは思わなかったから」

　シオンの足にすがりついていた農夫を蹴飛ばしながら弁明する。

　グランディエはむんずと農夫の襟えり首くびをつかむと、ポイと橋の欄干の向こうへ投げ落とした。

「わっ、そんなことして……」

　シオンは目を剝むいたが、

「大丈夫だろ。溺おぼれるほど深い川じゃないし」

　堕だ天てん使しならではの膂りよ力りよくで、次々と農夫を川へ投げる。

「ほら、風邪かぜを引く前にちゃんと自分で上がって来る」

　シオンが欄干から身を乗り出して下を見ると、水に投げ落とされた農夫らは術が解けたらしく、「うわ、何なんだ」「ひゃーっ、冷てえ」と慌あわてふためきながら岸へと泳ぎ渡る。

「さ、今のうち」

　グランディエの声にシオンが振り返った時には、橋の上にはもう農夫の姿はなく、ファティマはすでに馬に乗って、シオンの馬の手綱を引いていた。

　川岸で、突とつ然ぜんの災さい厄やくに喚わめき散らしている農夫を尻しり目めに、ファティマとシオンは馬を駆かけさせた。グランディエはツバメの姿になってシオンの馬の首に乗る。

「今のは一体、何だったんだろう」

　呟つぶやくシオンに、ツバメは、

『どうも、俺たちをベナンダンティの祭りに行かせたくないやつがいるらしいな』

　グランディエは、今の農夫にかけられた術の匂においが、山で遭そう遇ぐうした霧魔ネーベルにかけられたものと同じであることに気付いていた。

（あいつ、どういうつもりだ？）

　彼は傾かたむきかけた陽に目をやった。斎さい日じつの儀式の刻限が迫っていた。







　見み渡わたす限りの原野だった。所々に、白い鍾しよう乳にゆう石せきが地面から顔を覗のぞかせている他は、丈たけの高い木も人家もなく、深まり行く秋に色を変え始めた草に交じってナデシコやフウリンソウなどが僅わずかに色を添そえているだけだった。

　陽は西の空で赤く燃え、東の空は早くも青から藍へと色を変えている。

　アッザーノと呼ばれるその原野で、エンデュミオンは馬に乗ったまま待っていた。

「何かあったの？　急がないと日が暮れちゃうよ」

　エンデュミオンはシオンの隣となりに馬首を並べ、ファティマの後に続いて原野を駆ける。

「うん。変な人たちにからまれちゃって。なんか、術をかけられていたみたいです」

「ふーん、そうだったの」

　大して驚おどろいた様子も見せないエンデュミオンに、ツバメがチラリと横目で睨ねめる。

　アッザーノの原野は道も整備されていなかったが、あちこちに蹄の踏ふみ跡あとや馬車の轍わだちが残されていた。斎日の祭りに集まってきたベナンダンティのものだろう。その踏み跡を辿たどって行くと、間もなく地面から突き出たように尖とがった巨きよ石せきが、白い岩いわ肌はだを夕陽に赤く染めてそびえているのが見えてきた。巨石の近くには粗そ末まつな厩うまやがあり、数頭の馬が繫つながれていた。空の荷馬車も数台停とまっている。

「あそこのようね」

　ファティマが馬の歩を緩ゆるめる。

　その巨石には、地面に接して人が一人通れるほどの洞ほらがあった。洞の周囲は、きれいに草が刈かられ、見張り番らしい農夫が一人立っている。

　どうやらその洞の中で儀ぎ式しきが行われるらしい。シオンは、モンテファルコ司教の「排はい他た的な祭りだ」というのが頷うなずけた。豊ほう穣じよう祈き願がんにしては、いかにも秘密めいていて胡う散さん臭くさい。

『聖なる場所ってんじゃなさそうだな』

　ツバメがエンデュミオンの方を見て同意を求める。

「うん。僕の翼つばさも痛くならない」

「さて、素す直なおに見学させてくれればありがたいんだけど」

　ファティマは、ゆっくりと洞の側そばに立つ男に近づいていった。

　単に偵てい察さつするだけなら、ファティマの使う精せい霊れいに覗かせてもいいし、姿を消したグランディエに行かせれば済む。しかし、ベナンダンティの魂たましいがどこへ行くのか、魂の軌き跡せきを追うには、脱だつ魂こん状態になったベナンダンティに触ふれなければならない。

　魂はその通り道に痕シユプールを残す。その痕シユプールが視みえるようにするためには、術が必要なのである。堕天使であるグランディエは術を施ほどこさなくても痕シユプールが視えるのだが、逆に古いものから新しいもの、妖よう霊れいの通った痕シユプールまで視えてしまい、探し求める魂の軌跡がどれなのか判別できないのである。

　見張り番はファティマらに気付き、不ふ審しんと警けい戒かいを露あらわにして彼らを睨み付けた。ファティマは馬を降り、しずしずと男に近づいていった。シオンたちも後に続く。

「何だ、お前たちは」

　見張り番は猛たけ々だけしい声を上げたが、嫣えん然ぜんと微笑ほほえむファティマの並々ならぬ美しさと、後ろに控ひかえる銀髪の青年と黒髪の少年の超ちよう人じん的てきな美び貌ぼうにたじろいだ。

「私は、ファティマと申す者でございます。こちらの巫女みこ様の技わざを拝見したくカルフより参りました」

　見張り番は、日焼けした頰ほおを僅わずかに赤らめ、ファティマとその連れをじろじろと眺ながめた。女が身につけているのは尼僧服のようだが上等な絹で仕立てられており、ベールも被かぶっていない。連れの男たちも、貴族ほど派手ではないが立派な身なりをしている。ファティマらの身分を測はかりかね、見張り番は困こん惑わくする。

「あの、僕は産まれた時に羊よう膜まくを被っていたんです。僕もベナンダンティの仲間に入れていただきたいと思いまして」

　シオンは一歩前に進み出て、手にした白木の箱の蓋ふたを開ける。中には乾かん燥そうした羊膜の欠片かけらが入っていた。これは、見張り番の心を動かしたようだった。

「ちょっと待て」

　見張り番は一いつ旦たん岩の洞の中に姿を消すと、年かさの男を連れて来た。

「何用ですかな？」

　温おん厚こうそうな初老の男の問いに、ファティマとシオンは再び先程と同じ挨あい拶さつをした。男は値ね踏ぶみするようにシオンをじろじろ眺めると、

「お幾いくつになられます？」

　歳としを尋たずねる。

「今年で十四になります」

　シオンの返答に、初老の男は落らく胆たんしたような笑みを浮かべた。ベナンダンティには年ねん齢れい制限があるらしく、男は突然態度を変えた。

「さて、どこでそのような噂うわさを耳にしたか存じませぬが、ここは、あなた様方をお招きするような場ではありませぬ。申し訳ありませんが、どうかお引き取りを」

　丁てい寧ねいだが確固たる口調で訪問を拒きよ否ひする。その時、

「どうかしましたの？」

　洞の奥から、やや低めの柔やわらかい声がした。

「キアラ殿どの」

　初老の男と見張り番が同時に振り返る。

　現れたのは、およそこのような原野には相応ふさわしくない艶あでやかな美女だった。

　彼女は、緩ゆるやかに巻いた長い金髪に、翠すい玉ぎよくのような淡あわい緑の瞳ひとみをしていた。二十歳を幾つか過ぎているのだろうか、ファティマよりも少し年長に見える。柔らかそうな肌はだは静じよう脈みやくが透すき通って青白くさえ見えた。その肌に白い絹のローブをふわりとまとい、白い薄うす手でのショールを肩かたに掛かけている。

　彼女には、開ききった花のような爛らん熟じゆくした美しさがあった。ファティマを月夜に凜りんと咲さく白しら百合ゆりに喩たとえるなら、彼女は薄はく暮ぼに頭こうべを垂れる大輪の薔ば薇らのようであった。

　キアラと呼ばれたその女は、グランディエとエンデュミオンに目を留め、

「まあ」

　と、薄いピンクの艶つややかな唇くちびるを笑みの形に変えた。彼女はグランディエとエンデュミオンが堕天使であることを一目で看かん破ぱしたようだった。

「この方々は？」

「それが……」

　初老の男がキアラに耳打ちする。

「いいではありませんか。やましいことをしているのではありませんもの」

　ゆっくりとした穏おだやかな口調で彼女は言った。

「そのようなわけには参りませぬ」

　男は渋じゆう面めんを作る。

「わたくしも、この方々とお話ししてみたいわ。カルロ様、わたくしからもお願いいたします」

「いくらキアラ殿の頼たのみとて、長い間に培つちかわれてきたしきたりというものがございます」
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　初老の男は譲ゆずらない。そして、彼は山の端はにかかろうとする朱しゆ色いろの陽ひに気付くと、

「おお、このような刻限になってしまった。キアラ殿も御準備を」

　と、見張り番を伴ともなって洞の中へ入った。キアラはその場に留とどまり、カルロたちが姿を消してしまうのを見届けると、

「ファティマ殿と仰おつしやったかしら？」

　こちらへ向き直った。

「はい。お見知りおきを」

「わたくしはキアラ。斎さい日じつの祭りでは巫女を務めております」

　二人の女はしばらくの間、無言で対たい峙じした。原野に吹ふく風とは異なる大気の圧力が二人の間に渦うず巻まく。お互たがいがお互いの呪じゆ力りよくを測っているのだ。

　シオンにも、キアラというこの巫女が、ファティマに匹ひつ敵てきするほどの呪力の持ち主だということがわかる。

　渦巻く不可視の力のせいで、シオンは息苦しさを感じたが、やがて、ふっと圧力が消えた。呪術者同士の挨あい拶さつが終わったのだ。

　キアラは何事もなかったように微び笑しようし、グランディエとエンデュミオンに視線を移す。

「ずいぶんとすごい方々をお供に連れてらっしゃるのね」

　見つめられて、エンデュミオンはプイと視線を逸そらし、グランディエは「いや、それほどでも」と指先で頰を搔かいた。

「わたくしも、中に入れて差し上げたいのだけれど、生あい憎にくと生きている人の気持ちを変えるのは難しくてね」

　堕だ天てん使しの存在がキアラの興味を惹ひき付けたのか、キアラはカルロとは逆に、ファティマたちを是ぜ非ひ招き入れたいと思っているらしい。そして、暗あんに「中に入るために、男たちに術をかけたらどうか」とファティマに勧すすめているのだった。

「残念ながら、私もそういう技には長たけておりません」

　ファティマが答えると、

「あなたは？」

　キアラの視線がシオンに移った。

「とんでもない」

　シオンはぶんぶんと頭を振ふった。グランディエは指名される前に「俺は肉体労働専門」と断った。

　キアラは、そっぽを向いているエンデュミオンに声をかける。

「あなたは、どうかしら？」

　エンデュミオンは、横を向いたまま答えない。

「できるのでしょう？」

　キアラの声は優やさしかったが、妙みような威い圧あつ感かんがあった。一同の目がエンデュミオンに集中する。

「できるよ」

　憮ぶ然ぜんと答え、エンデュミオンは怒ったように肩をいからせ、洞ほらに向かった。

「では、どうぞ」

　キアラは、残りの三人を招いた。







　洞の奥は、岩にくさびを打ち込んで丸太で足がかりをつけた階段になっていた。階段の両側には所々に岩がん壁ぺきを削けずって燭しよく台だいが置かれ、灯ともされたロウソクがゴツゴツとした岩いわ肌はだに濃こい陰いん影えいをつけていた。

　エンデュミオンを先頭に、長い階段を下りる。どうやら巨きよ石せきの洞は鍾しよう乳にゆう洞どうの入り口だったらしく、階段を下りきると石の天てん井じようから水すい滴てきを滴したたらせる横穴へとつながっていた。

　程ほど無なく木の扉とびらに突つき当たった。古いが、縁ふちに鉄の枠わくが打ち付けられた頑がん丈じような造りの扉で、鉄輪の取っ手が付いていた。

　エンデュミオンは輪に手をかけ、後ろを振り向いた。微笑ほほえむ巫女みこと目が合うと、彼はやけくそ気味に扉を開けた。

　扉の奥は、大聖堂の礼拝所ほどもあるドーム状の広い空間だった。高い天井を支えるように白い鍾乳石の柱が林立している。壁かべにも柱にも幾いくつもの燭台が置かれ、洞どう穴けつ内を赤々と照らしていた。

　その場にいた二十人余りの男たちが一いつ斉せいに振り向いた。

「何だ、お前は」

　男たちが足音も荒あら々あらしくエンデュミオンに向かってくる間に、エンデュミオンは、右手の指先を宙に向けて軽く振った。

　シオンはその時、甘い香かおりを嗅かぎ、軽い耳鳴りを感じた。

　それまで敵意を丸出しにしていた男たちの表情がふっと和やわらぐ。

「キアラ殿のお客人か。よういらした」

　長老と呼ばれていた先程の初老の男が、にこやかな笑みを浮かべて近寄ってきた。

「聞けば、次代の巫女になられるとか。私はカルロ・ギンズブルグと申します。以後よろしくお願いいたしまする」

「こちらこそ。精しよう進じんいたします故ゆえ、どうぞ御指導くださいませ」

　ファティマは少し驚おどろいたような表情を見せたが、すぐにカルロに話を合わせた。

「ファティマ、巫女になっちゃうんですか……？　僕は？　僕は、破門？」

　蒼そう白はくでファティマに駆かけ寄ろうとするシオンの腕をエンデュミオンは慌あわててつかんだ。シオンの額に軽く指を当て、

「君まで術にかかんなくていいの」

　耳元でささやいた。

「え？　あ、そうか」

　術が解けたシオンは、エンデュミオンがベナンダンティたちに「キアラの後を継つぐ巫女が修しゆ行ぎようのためにやってきた」と思いこませたことを理解する。

　儀ぎ式しきの刻限まで間がないのか、ファティマへの挨あい拶さつもそこそこに、男たちは天然の石の広間を清めたり、簡素な木のテーブルに白い布をかけたりと、忙せわしく儀式の準備を整えた。

　シオンは男たちの様子や儀式に用いる道具を注意深く観察した。祭りの儀式は教会の教えに添そうものか、妖よう術じゆつによるものかを見み極きわめなくてはならない。

　石の床ゆかにキアラが巨大な魔ま方ほう陣じんを描えがいた。ファティマの描く五線星の魔法円ではなく方陣である。中にはルーン文字が書き込まれた。シオンは古代のヘブライ文字を用いた呪しゆはかなり憶おぼえたが、ルーン文字はヨハンナが使うのを見たことがある程度なので、陣に書かれた文字の意味はわからない。

　傍かたわらのファティマを見ると、彼女は興味深げにルーン文字を読んでいた。

　魔方陣の中央には、金の縁取りのある白いタフタに、ライオンの刺し繡しゆうがされた大きな旗はたが広げられた。

　ライオンは救世主の象しよう徴ちようである。ライオンの子は生まれ出た後三日間を仮死状態で過ごし、やがて両親の吠ほえ声で目を覚ますという。これを救世主復活の故こ事じになぞらえ、ライオンは救世主の聖せい獣じゆうだとする伝説があった。昔の騎き士しが冑かぶとにこの獣けものを彫ほるのは、たとえ戦死しても魂たましいだけは救済されることを願ったからである。

　ライオンの旗を取り囲むように、何十本もの太い茴うい香きようの茎くきが置かれた。茎はシオンの背せ丈たけほどの長さで切りそろえられ、独特の芳ほう香こうを放っていた。見た目は杖つえだが、先せん端たんは槍やりのように尖とがらせてある。茴香の実や葉は薬として用いられるが、茎を杖や槍の代わりにするのをシオンは初めて目にした。

　その時、鍾乳洞の通路からドタドタと慌あわただしい足音が聞こえてきた。

「遅おそくなった、すまん」

　扉から身をかがめて入ってきたのは、そうしなければ頭が閊つかえるほど巨大な体たい軀くの青年だった。大きいが、決して太っているのではない。無む駄だのない筋肉質の体形は、絵画に描かれている伝説の英えい雄ゆうのようだった。

「おお、ザヴェリオ。待っていたぞ」

「何やってたんだ。お前が来なくちゃ始まらないってのに」

　男たちは頼たのもしそうに、巨大な青年の到とう着ちやくを歓かん迎げいする。

「いや、うちの牛が難産でね。さっきようやく産まれたんだ。間に合ってよかった。おや？」

　ザヴェリオは隅すみに佇たたずんでいる四人組に気付いた。

「あんたたちは？」

「キアラ殿どののお客でな。いずれ我らが巫女となられる方だ」

　カルロが仕事の手を休め、ファティマたちを紹しよう介かいする。

　ザヴェリオは、四人組を遥はるかな高みから見下ろした。例外に漏もれず、ファティマとその連れの、人とは思えない美しさに啞あ然ぜんとする。

　ザヴェリオの顔は、その体軀に相応して眉まゆも鼻も口もがっしりと角張った印象を与あたえた。しかし、褐かつ色しよくの瞳は優しげで、穏おだやかな人ひと柄がらであることを示している。牛のお産で忙しかったのか、赤みがかった茶色の短たん髪ぱつはやや乱れていた。

「巫女って、いきなりなんだよ。儀式に立ち会わせんのか？」

　やっと我に返ったザヴェリオは、長老に問う。カルロは「そうだ」と答えた。

「掟おきてに反する。そんなことをしたら、ヨシャパテの悪魔が……」

　そこまで言って、彼は詳しよう細さいを部外者には知らせてはならないと気付いたのか口をつぐんだ。

「よいではないか。キアラ殿とて巫女を務めておるから、嫁よめに行く決心がつかないのではないか？　ならば、次代の巫女が見つかってよかったではないか。今度こそ色よい返事がもらえるぞ。なあ、ザヴェリオ」

　カルロの取りなしに、ザヴェリオの頰ほおが見る見るうちに赤く染まる。どうやら、ザヴェリオは、キアラに求きゆう婚こんしているらしい。

「そ、そうだな……うん、そうだ」

　ザヴェリオはごつい大きな手で、ファティマの手を握にぎり、

「よろしく頼みます」

　真っ白い歯を見せて、人ひと懐なつこい笑みを浮かべた。







　食しよく卓たくに並べられた真しん鍮ちゆうのコップにワインが注つがれた。野の良ら着ぎから一いつ張ちよう羅らの胴衣とズボンに着き替がえたベナンダンティが、コップを手に取る。

　その時、シオンの背筋に悪お寒かんが奔はしった。僅わずかながら邪じや悪あくな気配が漂ただよい始めている。気配の源を探さぐって、彼は洞ほら穴あなの天井近くに黒いわだかまりが生まれつつあることに気付いた。

　それが、合図であったのか、

「皆みなの者、時が来た」

　ワインを片手に、カルロが勇ましい声を上げた。

「悪魔を倒たおし、神の祝福を得えんために、いざ参らん」

　男たちが一斉に「おー！」と鬨ときの声を上げる。

　彼らはワインを一気に干ほすと、巨大な洞穴の床に描かれた魔方陣の中に仰あお向むけに寝ね転ころがった。キアラがベナンダンティらの横たわる魔方陣の中心に膝ひざをつく。

　低く甘い声が唇くちびるから奏かなでられた。シオンの知っているどの国の言葉でもなく、ファティマが使う古いヘブライ語の呪でもない。異国のもの悲しげな調べが、高く低く、鍾乳洞を伝って幾いく重えにも響ひびき渡わたった。

　ゴオ──ッという頭の中に響く音と、見えない圧力を感じてシオンは天井を振ふり仰あおいだ。ファティマもグランディエもエンデュミオンも、視線を上に向けている。

　白い岩の天井に、先程までの黒いわだかまりが、はっきりとした闇やみ色いろになって渦うず巻まいていた。黒い渦は、キアラの紡つむぐ呪に呼応して、刻々とその面積を拡ひろげていく。

　とてつもなく大量に吹ふき付ける邪悪な妖よう気きに、シオンは総そう毛け立だった。シオンには渦の正体も渦がどこに続いているのかもわからなかったが、ファティマは渦の正体がわかったのか、驚きよう愕がくに目を見開き、グランディエも眉まゆ根ねを寄せて険けわしい顔をする。エンデュミオンに至っては、耐たえきれないとでもいうように苦い表情で顔を背そむけた。

　黒い渦が、床の魔方陣を覆おおい尽つくすほどの大きさに成長した時、男たちの体が、ポウと淡あわい光を放ち始めた。朧おぼろ月づきのように、滲にじんだ儚はかなげな光である。

　光は男たちの輪りん郭かくそのままにゆっくりと上じよう昇しようし始めた。横たわっている男たちと同じ顔、同じ服装をした人ひと形がたの光が、その肉体から浮き上がったのである。

　魂が体から分ぶん離りしたのだった。

　やがて、その人ひと形がたの光は起き上がり、陣に置かれてあった茴香の杖を手にする。ザヴェリオは杖とともにライオンの旗を拾い上げた。

「噓うそ……」

　シオンは思わず声を上げた。妖よう霊れいと違ちがって、人の魂はこの世にある物に物理的に働きかけることはできないはずだった。つまり、幽ゆう霊れいと同じで、壁かべを抜ぬけたりすることができる代わりに、現実世界に存在する杖や旗を持つことなど不可能なのである。

「ただ者じゃないわね」

　ファティマは興味深げに笑んだ。

　男たちの魂が黒い渦を見上げた。ザヴェリオだけが、呪を唱え続けるキアラを振り返る。しばし、二人は無言で視線を交かわした。彼は美しい巫女みこに頼もしい笑みを投げかけると、黒い渦に顔を向け、旗を掲かかげた。

　──行くぞ。

　ザヴェリオの声を合図に、男たちは渦に向かって一いつ斉せいに飛ひ翔しようした。ベナンダンティの魂は、吸い込まれるように黒い渦の中に消えていった。

「痕シユプールを探るまでもないわね」

　ファティマは、男たちを吞のみ込んだ黒い渦を見上げたまま呟つぶやいた。

「追ってみる？」

　ファティマはグランディエに尋たずねたが「勘かん弁べんしてくれ」と彼は渋しぶい顔のまま首を横に振った。

　魔方陣の中に残された男たちは、身動き一つせず、死んだように眠っている。

　呪しゆを止めたキアラが立ち上がり、

「夜明けまで、彼らは戻って参りませんわ。今のうちにお食事でもいかが？」

　ニッコリと笑んだ。







　天てん井じようには渦を巻いた黒い穴、傍かたわらの床ゆかには仮死状態のベナンダンティという、決して気味の良くない光景を横目に、一同はキアラが用意してくれた簡単な夕食を摂とった。

　キアラは洞どう窟くつの端はしで、料理の下ごしらえをしている。ベナンダンティたちが戻ってきたら盛せい大だいな宴えん会かいが催もよおされるということで、洞窟には様々な食材が運び込まれていた。

　キアラに注意を払はらいながら、

「あの渦、どこへ続いているんでしょう」

　シオンは尋ねた。

「さあ？」

　ファティマは、グランディエとエンデュミオンに視線を向ける。

「本物のヨシャパテだろう」

　グランディエはビールのジョッキを傾かたむけながら、苦々しい顔をした。エンデュミオンはうつむいたまま答えない。

「本物のって、ヨシャパテに本物と偽にせ物ものがあるの？」

　シオンが問い直すと、

「ヨシャパテで最後の審しん判ぱんが行われるっていう預言は知ってるだろ？　ヨシャパテがエルサレムとオリーブ山の間にある野原だってことも」

　グランディエは言った。

「ただ、その野原はこの世にあるんじゃない。ヨシャパテってのは位置的には確かにエルサレムとオリーブ山の間にあるが、階層的には現世と煉獄シエオルの間にある。つまり異界」

　シオンは口の中に入っていたパスタをぐっと吞み込んだ。

「…………あの黒い穴、異界につながっているの？」

「そういうこと」

「あの人たち、そんな所へ行っちゃって、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか」

「かなり危険なはずなんだが……」

　言い淀よどむグランディエの代わりに、エンデュミオンが口を開いた。

「あそこは、堕だ天てん使しの流る刑けい地の一つなんだ。悪あく魔まがうようよしてるはずだよ」

　シオンはギョッとして穴を見上げる。一条の光も通さぬ真の闇の口は、ゆっくりと渦巻いていた。

「もちろん、悪魔が出て来られないように厳げん重じゆうに封ふう印いんされてるけど」

　シオンは、グランディエとエンデュミオンが先程から嫌いやな顔をしている理由がやっとわかった。穴の向こうは、堕天使である彼らにとっては、一度入ってしまったら二度と出られない、牢ろう獄ごくなのである。

「ベナンダンティは帰って来られるの？」

　シオンは、横たわる青白い顔の男たちを見る。魂たましいが離はなれたら、人は長くは生きていられない。このまま魂がヨシャパテに行ったきり戻らなかったら、ひと月ほどで体が物理的な死を迎むかえてしまう。

「何百年もこういう儀ぎ式しきをしてきたんだ、大丈夫なんだろう。悪魔は出られなくても人間の魂は出入り自由なのかもな」

　グランディエはぐいとビールを干した。

「この世とヨシャパテの境界が弛ゆるんだ所へ、こちらからキアラが穴を開けたみたいね。あの魔ま方ほう陣じんが結界になっていて、キアラが招かない限り、悪魔がヨシャパテから出てくることはできないんだと思う。でも、ベナンダンティは本体をこちらの世界に残しているから、ヨシャパテから出てくるのは容易たやすいわ。魂が本体に戻ろうとする力はかなりのものだもの」

「これって、やっぱり妖よう術じゆつですか？」

　キアラに聞こえないよう、シオンは声をひそめた。

「彼女の呪からは、妖術の香かおりはしなかったわ。もっとも、すぐに穴から悪魔の気配がどっと流れ込んで来ちゃったから何とも言えないけど」

　そこへキアラが、クリームをたっぷりと載のせたフルーツのドルチェを盆ぼんに載のせてやって来た。

「さぞや恐おそろしいことをしていると思われたでしょう」

　キアラはゆったりと笑む。

「あなたは、恐ろしくはないの？」

　ファティマはキアラを真まっ直すぐに見つめる。

「あの穴の向こうに何があるかを知る前に、巫女を務めておりましたから」

　キアラはファティマの視線を受け止めたまま笑みを崩くずさない。

「いつから巫女をしてらっしゃるんですか？」

　シオンの問いに、

「まだあなたよりも小さかった頃ころからですわ」

　キアラは笑みの中に微かすかな翳かげりを見せた。

「国を追われて、行く当てもなくて、このアッザーノの原野を彷徨さまよっていた私を、先代の巫女が拾ってくれましたの」

「国を追われて……」

　シオンは痛ましげに呟く。彼女もまた、人にはない力を持ったために迫はく害がいされたのだろう。

「そう……、父も母も幼い妹たちも、何もかも失ってしまったわ……」

　キアラは淋さびしく笑んだまま言った。







「ないみたいですよ」

　シオンは、何をされても反応のないザヴェリオの胴プール・衣ポアンの胸むな元もとを元通りに整えながら言った。

「こいつにもない」

　別のベナンダンティの背をごろんと転がし、エンデュミオンも同意する。

「みんなシロ」

　グランディエもカルロのズボンをはかせると「やれやれ」と立ち上がった。

　彼らは、キアラが別の穴へ引き取って眠ったのを見計らい、ベナンダンティらが妖術師ではないか確かめるために、悪魔の刻印を探していたのである。

　悪魔は自分の下僕となった者に、その証あかしとして刻印を穿うがつ。それは爪つめ痕あとだったり牙きばの痕だったり、あるいは痣あざや黒子ほくろに見せかけてあったりする。

　ベナンダンティが悪魔と契けい約やくした妖術師であれば、体のどこかに刻印があるはずだが、彼らにはそれが見当たらなかった。

「魂だけの身となっても、杖つえや旗が持てるわけだわ。この人たち自身に呪じゆ力りよくがある」

　ファティマは、一人ずつ男たちの額に触ふれた。

「羊よう膜まくを被かぶって産まれてきた者は幸運児だというのも、あながち迷信ではないかも。ヨシャパテに行って、無事に戻って来られるくらいですものね」

　呪力がある者は羊膜を被って産まれてくるのか、羊膜を被ったから呪力がついたのか、どっちだろう？　とシオンは真しん剣けんに考えた。

「さあ、残るは一人。誰だれが行く？」

　キアラにも悪魔の刻印があるか否いなかを調べなければならない。ファティマは、堕天使二人と弟子でし一人を見み渡わたした。

「温泉でもあれば、私が一いつ緒しよに入ってそれとなく調べることもできるんだけどねえ」

　妖術師が自ら進んで悪魔の刻印を見せてくれるはずもなく、彼女に気付かれずに刻印を探すのは至し難なんの業わざだ。

「何か小さい物にでも化けて、キアラのドレスの中にもぐり込むしかないわね」

　翼つばさをもがれたエンデュミオンには変へん化げする力はない。ファティマの視線がグランディエに注がれた。エンデュミオンもシオンも同時にグランディエを見る。

「…………俺かよ」

　グランディエは、うんざりといった表情でため息をついた。







「今のうちに仮か眠みんをとっておきましょ。シオン、こっちへいらっしゃい」

　洞ほら穴あなの片かた隅すみに小さな結界を張って、ファティマは手招いた。

「……こ、こっちへ……って、一緒に寝ねるんですか？」

「そうよ。万が一あの黒い穴からよからぬモノがやってきちゃったら危険じゃない。グランディエはキアラの刻印を調べに行ってるし、あなたの結界じゃ心こころ許もとないわ。今夜は私の結界の中に入って寝なさい」

　ファティマの心こころ遣づかいは嬉うれしいが、問題はファティマの描えがいた魔法円の大きさだった。キアラの魔方陣に影えい響きようを与あたえないためだとかで、人が一人手足を伸のばせる程度の大きさしかないのである。

（……くっついて寝ろってこと……？）

　シオンは、耳まで熱くなっていることを感じる。

「エンデュミオンは？」

「気分が悪いから、外の空気を吸ってくるって。あの黒い渦うずから漏もれ出てくる悪魔の瘴しよう気きが辛つらいんでしょうね。朝まで戻って来ないんじゃない」

「僕も、外で寝ます」

　背を向けようとするシオンに、

「何を言ってるの。あなたは生身の人間なのよ。吹ふきっさらしの野原で寝たら、風邪かぜ引いちゃうでしょ」

　ファティマはシオンの腕を取り、無理矢理結界の中に引き込んだ。

「うわ、ちょ、ちょっと待ってください」

　シオンはじたばたともがいたが、

「わがまま言ってる場合じゃないでしょ。大人しくなさい」

　体術に長たけるファティマは巧たくみに関節を取り、シオンを押し倒たおす。

「け、決してわがままを言っているわけではないんですが……」

　ファティマの下した敷じきになって、シオンの心臓が跳はね上がった。

「じゃ、何を嫌がっているの？」

　全くの素そ朴ぼくな疑問という様子でファティマは訊きいてくる。

「…………嫌ではない……です」

「なら、いいでしょ。さ、いい子だからここで寝なさい」

　ファティマはニッコリと笑えみ、マントで自分とシオンを一緒に包み込んだ。

（うわ、わ、わ……）

　尼に僧そう院育ちの貴族のお嬢じよう様さまは、少年の動どう揺ように全く気付かない。

　ファティマの襟えり足あしから漂ただよう甘い匂においがシオンの鼻をくすぐる。目の前には、修道服のボタンを二つばかり外した白い胸むな元もとがあった。目のやり場に困ったシオンは目線を上げた。
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　シオンの心臓が再びボンと鳴った。

　そこには熟うれた果実のように紅あかく艶つややかな唇くちびるがあった。すでに眠っているのか、唇は薄うすく開かれ規則正しい寝ね息いきが漏れていた。

　突とつ然ぜん、シオンはその唇に触れたいという衝しよう動どうに駆かられた。そして、その衝動に突つき動かされそうになった自分にうろたえる。

（ななな何を考えてるんだ、僕は）

　尼僧院で育ったせいなのか、女性であるヨハンナと、決してファティマには触れられない超ちよう美形堕天使と暮らしているせいなのか、ファティマはどうも警けい戒かい心しんが弱いようだ。

　尼僧服の裾すそに切り込みをいれているのだってそうだ。いくら動きやすいからとか、ガーターベルトに短たん剣けんを仕込んでいるからといっても、女性は普ふ通つう、人に脚あしを見せたりしない。ファティマの回し蹴げりで倒された男たちの何人かは、彼女の脚に目を奪うばわれている間に蹴られたに違ちがいないと、シオンは思っていた。

　問題は、ファティマがそういう男性の心理に気付かないことである。

　今回のこの状じよう況きようにしても、ファティマは自分の気持ちに全く気付かない。今、自分がファティマに抱いだく感情を露あらわにしたら、彼女は驚おどろくだろうし、怒るかもしれない。最悪の場合、嫌きらわれるかもしれない。

　シオンはファティマに嫌われるようなことだけはしたくなかった。しかし気持ちとは裏腹に、体は火ほ照てり、鼓こ動どうは速くなる一方だった。

（こら、鎮しずまれ、僕の心臓）

　シオンは、激しく動どう悸きを打つ心臓を叱しかりつけながら、早く夜が明けるようにと祈いのった。
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　どこからか滴したたり落ちた水音が、闇やみに閉とざされた洞どう窟くつに幾いく重えにもこだまする。

　一いつ片ぺんの陽ひの光もない全くの闇の中を、一匹ぴきの蛾がが舞まっていた。

　洞窟の中は、低い天てん井じようからつららのように垂れ下がった石が、床ゆかに堆たい積せきした石の塊かたまりとつながり、くびれた柱を何本も形成していた。蛾はその柱を縫ぬうように暗闇を舞い進む。

　蛾の進む方向に、橙だいだい色いろの小さな明かりが現れる。蛾は明かりに吸い寄せられるように、鱗りん粉ぷんを散らしながら舞っていった。

　台状に堆積した鍾しよう乳にゆう石せきの上に一本だけロウソクが灯ともされていた。

　そのすぐ下、石の柱の隙すき間まに敷しかれた毛織りの敷物の上で、彼女は眠っていた。決して暖かいとは言えない地下の洞窟であるにもかかわらず、彼女は大きく肩かたの開いた薄いローブ一枚に胸元にショールを巻き付けただけであった。肌はだは静じよう脈みやくが透すけて青白く、ロウソクの炎ほのおが照り返って、ぬめるような燐りん光こうを放っている。

　蛾は、彼女の足あし下もとに忍しのび寄り、ドレスの裾から覗のぞいている素す足あしの白い肌すれすれを飛ぶ。「……ん…」

　小さな蛾の羽が巻き起こす、ほんの僅わずかな風の流れに反応したのか、彼女は寝ね返がえりをうった。蛾は飛びすさり、ショールと胸元の間に隙すき間まができた瞬しゆん間かんを狙ねらってもぐり込む。蛾は、薄布に足をかけ、逆さまの状態で頭の下の素肌を注意深く観察した。

　再び彼女は寝返りをうった。布と肌のうねりに翻ほん弄ろうされながら、蛾は出口を探して慌あわてふためく。深い胸の谷間に脱だつ出しゆつ口こうを見み出いだした蛾だったが、外がい界かいへ出る前に、白く細い指に捕とらわれてしまった。

「酔すい狂きような真ま似ねをなさいますな、堂々といらっしゃればよいのに。刻印を探しにいらっしゃったのでしょう？」

　キアラは、指先でつまんだ蛾を顔の前に掲かかげ、クスクスと笑った。

『何だ、ばれてたのか』

　キアラが蛾を放つと、蛾はふっと輪りん郭かくを崩くずし、次の瞬間には銀髪の堕天使へと姿を変えた。

「最初に拝見した時から、堕天使でありながら邪じや悪あくな気配がなかったので、興味はありましたのよ。教会からのお使いですか」

「ま、そんなとこだ」

　キアラは立ち上がり、腰こしに巻いてあるローブの細ほそ紐ひもをほどいた。

「いや、もういい。お前からは妖よう術じゆつの匂いがしない。悪魔の下僕じゃないんだろう？」

　グランディエは止めたが、キアラはローブの肩を脱ぬぎ、するりと足下に落とす。

「あらぬ嫌けん疑ぎをかけられたとあっては、ベナンダンティたちに申し訳がたちませぬ。どうか納なつ得とくがいくまで検けん分ぶんなさってくださいまし」

　キアラは長い金髪を両手で肩の後ろに流し、躊ちゆう躇ちよなく素肌を晒さらす。

「それでお前の気が済むんなら」

　グランディエは、右手の指先で、触ふれるか触れないかの距きよ離りを保ちながらキアラの肌をなぞった。

　青白い肌にゆっくりと赤みが差す。指はゆっくりと薄い肩、首筋、耳元の上を這はった。キアラは小さな吐と息いきと共に、目を閉じた。グランディエの指が頰ほおを滑すべり、瞼まぶたの上へと移動した。

　指が瞼を離はなれキアラは目を開けた。淡あわい緑の瞳ひとみがグランディエを見つめる。

「…………不思議な方ね」

「そうか？」

「土の体を得た堕天使は、人以上に肉の欲に苛さいなまれると伺うかがいましたが……。今までも、わたくしを下僕にしようとやってきた悪魔は、わたくしの魂たましいよりも体の方を欲ほつしましたわ」

「だろうなあ」

「それとも、あのお嬢じようさんほど、わたくしには魅み力りよくがないということかしら？」

「いいや。これでも自制心を保たもつのに、結構苦労してるよ」

　表情も変えずにグランディエは答える。

「……惜おしいわね」

　意味不明のつぶやきに、グランディエは片眉を上げた。

「何が？」

「いえ、何でも。ふとわたくし、あなたなら下僕になってもいいかなと思いましたのよ」

「残念ながら、下僕を持てるほどの身分じゃなくてね」

　グランディエは、肩をすくめる。

「あら、ファティマ殿どのはあなたの下僕ではないの？」

「俺が彼女の使い魔なの」

　キアラは驚いて緑の瞳を丸く見開いたが、続いて「くっ」と小さく噴ふき出すと、耐たえきれないようにくつくつと体を折って笑い始めた。グランディエは、彼女の笑いが収まるのをじっと待つ。

「人間の使い魔をしてらっしゃる悪魔というのは初耳ですわ。ああ、あなたは堕天はしても悪魔にはならなかった少数派でしたわね」

　キアラは目め尻じりの笑い涙なみだを指先で拭ぬぐった。

「では、わたくしの使い魔になりませんこと？　彼女の潜せん在ざい的な呪じゆ力りよくまでは測りかねますが、本気で戦えばあなたを奪うばえないことはありませんわ」

「そういう荒あらっぽいのは避さけたいね。第一、ザヴェリオはどうするんだ。いずれ、あいつの所へ嫁よめに行くんじゃないのか」

　キアラは表情を翳かげらせる。

「……そうですね。何もかも忘れて、農夫の妻になってしまえば……幸せでしょうね」

　キアラは後ろを向いて、グランディエに背を見せる。

「でも、わたくしばかりが幸せになってはいけないと思うのですよ」

　彼女は金髪を両手にからめて持ち上げた。その下から現れたものを見て、グランディエは眉をひそめた。

「それが、悪魔の刻印だとしたら、ずいぶんと無ぶ粋すいなやつだな」

　キアラの左の肩の下に、剣で突いたと思われる古傷があった。醜みにくく灰色に引きつれて、傷の深さを物語っている。

　キアラは髪かみを持ち上げたまま、顔だけグランディエに向け、

「時には、人間の方が悪魔よりも残ざん忍にんなことを為なしますわ」

　薄うすい笑えみを浮うかべる。

　グランディエはその傷に指先で触れた。そして傷の縁ふちをなぞるようにゆっくりと動かす。キアラは半ば目を閉じ、堕天使の指の感かん触しよくを味わっているようだった。

　傷きず痕あとからも悪魔の気配はなかった。真実、人の手によるものなのだ。

　滑ぬめるような青白い肌に、乾かわいて不気味に盛り上がった傷痕は、あまりに痛々しかった。

「消してやろうか？」

「……いいえ。無理でしょう。わたくしも何度も試こころみましたが、この傷痕は消えませんでした。おかしいでしょう？　どんな怪け我がでも痕も残さず治すことができますのに、これだけは消えないのですよ」

　彼女は手を下ろした。豊かな金髪が腰まで下り、傷痕をその下に隠かくした。

「多分、わたくしが忘れない限り……あの、父母の最さい期ごを、幼い妹たちの断だん末まつ魔まの声を、わたくしが傷を受けた時の、あの光景を忘れない限り、消えないのでしょう…………」

　キアラは、グランディエに向き直った。散り際ぎわの薔ば薇らのように艶あでやかで儚はかない笑みを浮かべる。

「きっと、それがわたくしの刻印なのですわ」







　グランディエは、儀ぎ式しきの間に戻った。ざっと内部を見回す。

　ベナンダンティたちは相変わらず仮死状態で横たわり、天井の黒い穴の渦うずにも変化はない。

　彼は、洞ほら穴あなの隅すみで一つのマントにくるまっているファティマとシオンに気付いた。ファティマはすでに寝ね入いっていたが、シオンは目を真っ赤に充じゆう血けつさせてグランディエに何事か訴うつたえている。口の形から察するに『グランディエ、助けて』と言っているのだろう。グランディエにしても、密ひそかな想おもい人が自分専用の抱だき枕まくらを抱かかえて眠っているのは心中穏おだやかならぬところなのだが、

「悪い、もうちょっと待ってろ」

　小声でささやいて儀式の間を出た。

「どこ行くの、待って」

　息だけの声でシオンが呼び止めているのを背中に感じたが、彼には今のうちに確かめなくてはならないことがあった。







　アッザーノの原野には飄ひよう々ひようと冷たい風が吹き渡わたっていた。沈しずみかける上じよう弦げんの月に照らされ、闇やみに覆おおわれた原野に鍾乳石が白く浮き上がっている。その岩の間を吹き抜ぬける風が、亡ぼう霊れいの泣き声のように甲かん高だかい悲鳴を上げていた。

　グランディエは風の気配を探さぐり、洞穴の入り口がある巨きよ石せきの反対側に回った。そこに、石に腰こし掛かけ、空を見上げているエンデュミオンを発見した。

「こんな所で何をしている」

　かけられた声に、エンデュミオンは一度グランディエを振ふり返るが、すぐにまた空に視線を戻す。

「星を見ていたんだ。天界にもエデンにも、夜ってなかったでしょ。僕がこの間まで居た所は暗かったけど、星はなかったし」

　エンデュミオンは小さく笑った。

「なーんて、……本当はあの黒い穴が怖こわかったから外へ出てきたんだけど」

　グランディエは、エンデュミオンの隣となりに腰を下ろした。彼の腕をつかみ、自分の方へ顔を向かせる。

「痛いよ。どうしたの、急に」

「タリアメント川で、農夫にファティマたちを襲おそわせたのはお前だな」

　いつも茫ぼう洋ようとしているグランディエの表情が、ぞっとするほど険しかった。

「……何のこと？」

　エンデュミオンは一瞬体を強こわばらせた。

「ブレンネル峠とうげで、霧魔ネーベルに術をかけたのもお前だろう」

「何を言い出すの？　何で僕が……」

　濃のう紺こんの瞳が不安げに揺ゆれ、グランディエの正視に耐えきれず横を向いた。

「お前が術をかけたベナンダンティは、タリアメント川の農夫と同じ匂においがした。霧魔ネーベルもだ」

　低く、冷たい声でグランディエは続ける。

「峠の宿場で、お前は蹄てい鉄てつを打ち直すと言ってしばらく俺たちと離れた。あの時、霧魔ネーベルに術をかけに行ったのだろう。チヴィダーレに泊とまった時も、お前は深夜一人で出かけた。農夫に術をかけるために」

「……やっぱり、あなたを誤ご魔ま化かすことはできなかったね」

　エンデュミオンはうつむいた。

「なぜ、俺たちがここへ来るのを邪じや魔ました。俺たちがベナンダンティの儀式を調べると、何か都合の悪いことでもあるのか」

「違ちがうよ！」

　エンデュミオンは顔を上げ、グランディエの瞳を見つめると、腕を彼の首に回した。そのまま引き寄せるように、自分の頭をグランディエの肩かたに乗せる。

「ねえ、今のうちにここから逃にげよう。二人で、誰だれにも見つからない所へ」

　エンデュミオンは、グランディエの耳元でささやいた。

「ここは危ない。僕らは裏切り者だ。天界にいた時は御み子この部下だったのに、今は人間の味方をしている。大いなる深しん淵えんに封ふうじられた連中も、ヨシャパテに流されたやつらも、僕らを許さないよ。このままここにいたら、あの黒い渦に引き込まれちゃうかもしれない」

　エンデュミオンはグランディエの肩から顔を離すと、

「ね……」

　柔やわらかくふっくらとした唇くちびるを、グランディエの唇に重ねた。熱い衝しよう動どうに耐えきれないのか、エンデュミオンは突つき動かされるようにグランディエの唇を貪むさぼる。

「お願い……一いつ緒しよに逃げて……」

　ようやく顔を上げたエンデュミオンの瞳ひとみは潤うるんでいた。

　グランディエは、首に回されていたエンデュミオンの腕をほどき、彼の両手首をつかんだ。

「じゃあ、なぜ、ベナンダンティに術をかけて、俺たちを儀式の間へ入らせた」

　エンデュミオンの顔が青ざめる。

「ヨシャパテが怖くて、俺たちの邪魔をしたのなら、ベナンダンティに俺たちを追い返すように術をかけるはずだ」

「…………それは……」

　その時、風が変わった。風の吹く方向も強さも変わらないが、明らかに術の匂いが混じっている。風に紛まぎれて、誰かがこちらの様子を窺うかがっているのだ。エンデュミオンが細かく震ふるえた。彼は術の主ぬしに怯おびえているのだった。

　エンデュミオンはドンとグランディエを突き飛ばし、彼の手から逃のがれると駆かけ出した。グランディエは追わなかった。

　エンデュミオンの姿がアッザーノの闇に吞のまれると同時に、風から術の匂いが消えた。

「誰かに脅おどされてんのか」

　グランディエは呟つぶやいた。先さき程ほどの術は、あからさまなほど立ち聞きしていることを示していた。遠回しに「お前を見張っている」とエンデュミオンに告げていたのだろう。

「誰だと思う？」

　グランディエは、何もない闇の空間に向かって語りかけた。

「すまない。私にもわからなかった」

　シュッと周囲の空気が揺らぎ、そこに山や羊ぎ頭の堕だ天てん使しが現れた。

「私は大分前からここにいたのだが、先程の術をかけた者の気配はなかった」

「邪じや視しのサリエルに気付かせないとはね。相当な使い手だな」

「だから、その名で呼ぶなと言ったろう。私もお前の真の名を呼ぶぞ」

　グランディエは、いかにも嫌いやそうに渋じゆう面めんを作ってパタパタと手を振った。

「で、エンデュミオンの正体は割れたか？」

「いや」

　山羊頭は、それまでエンデュミオンがいた場所に腰掛けた。

「どこの誰に尋たずねてもわからない。地上の悪魔たちはエンデュミオンのことを全く知らないんだ」

「ほう？」

　エンデュミオンの人相風ふう体ていが地上の悪魔に知られていないということには、二つの意味があると考えられる。

　天界の戦争が終結した後、御子側についた天使はそれぞれの罪に応じて処しよ罰ばつされた。一番の重罪を問われた御子及およびその側近たちは、大いなる深淵に封じられている。他ほかにも流る刑けい地は幾いくつかあり、この巨石の下で口を開けているヨシャパテもその一つである。

　地に堕おちた天使は、罪が軽かったか、御子に近い存在ではなかったか、いずれにしろ位の低い天使ばかりである。

「地上の悪魔は、熾天使、智天使、座天使級の高位の天使の顔は知らない。おかげで私たちの顔が知られていなくて助かるわけだが」

「て、ことは、エンデュミオンは高位の天使ってことか？　なら、俺たちがやつを知らないはずはない。たとえ職場が離れていようと、どこかで顔を合わせているはずだ」

　ふと、グランディエは思い当たった。

「誰かの近きん習じゆか」

「多分」

　高位の天使の世話を主な仕事とし、公おおやけの場に姿を現さないのであれば、グランディエや山羊頭がエンデュミオンの顔を知らなくても納なつ得とくがいく。

「でもなあ。あいつは俺をよーく知っているような口ぶりだったぞ」

「お前のおっかけだったのではないか？　小こ姓しよう勤めの天使にはお前の信しん奉ぽう者が多かったぞ」

　山羊頭は真ま面じ目めな顔で言った。

「あのなあ……」

「話を元に戻そう。エンデュミオンは、今まで地上にいなかったということだ」

　数限りない地上の悪魔が誰だれ一人としてエンデュミオンを知らないということのもう一つの意味は、彼が戦争終結後間もなく流刑地に封じられてしまったことを表す。

「ああ」

　グランディエは星空を仰あおいだ。透すき通った秋空は、他の季節よりも星の数が多い。グランディエがエンデュミオンを捜さがして洞ほら穴あなから出て来た時、彼は星を眺ながめていたのだ。

「やつは、星のない所にいたと言っていた」

　グランディエは、山羊頭に視線を戻す。山羊頭もまたグランディエを見ていた。二人はしばし苦い視線を交かわす。彼らもまた、陽ひも月も星もない場所に囚とらわれていたのだ。

「なんかこう、面めんと向かって話すのって不思議な気分だな。俺は未いまだに慣れない」

「全くだ。あまりにも長い間、背中合わせに縛しばられていたせいで、私はお前の顔を忘れかけたくらいだ」

「この話は止やめよう。思い出したくもない」

　二人は同時に深い息をついた。

「エンデュミオンが地に堕ちた堕天使で、お前を慕したってやって来ただけなら別に問題はない。だが、流刑地から地上に出て来るのは不可能だ。よほどのことがない限り────」

「つまり、エンデュミオンも俺たちのように、天界の誰かから指令を受けて地上に降りたってことか？　だったら俺たちの敵じゃない。なぜ素す直なおにそう言わないんだ？」

「そうだな。そしてこの地」

　山羊頭は、黒い大地に、まるで巨きよ人じんの骨のように白い岩が散らばるアッザーノの原野を見み渡わたした。この地下にはヨシャパテに通じる道が口を開けているのである。

「お前たちがここへ来たのは、ただの偶ぐう然ぜんなのだろうか……」

「エンデュミオンはここへ来るのを邪魔したり、しなかったり行動が一いつ貫かんしていない。それに、さっきの術。あれは誰だ？　エンデュミオンは何を怯えている？」

「ふむ。とにかく用心するに越こしたことはない。また誰ぞがファティマ殿どのの魂たましいを狙ねらっているのかもしれぬ」

　山羊頭は面を取った。グランディエがファティマの気配には常に注意を払はらっているのはわかっているが、それでも確かめずにはいられない。

　紅くれないの瞳に炎ほのおが点ともる。厚い鍾しよう乳にゆう石せきを通して儀ぎ式しきの間を透とう視ししているのだ。

　ファティマは強固な結界の中で眠っていた。彼女は、母が赤子を抱だくようにシオンの頭を胸に抱かかえていた。当の少年は目を真っ赤に充じゆう血けつさせて硬こう直ちよくしている。

「笑うに笑えない構こう図ずだな。気の毒に」

　山羊頭は元通り面を被かぶった。

「あと、可能性としてはだな────」

　グランディエはうんざりしたような表情でため息をついた。

「ミカエルがエンデュミオンを赦しや免めんして俺んとこへ送り込んだとか」

　天界の大戦以降、ミカエルは天使長として名めい実じつ共に天界の総そう帥すいを務めている。現在も素そ知しらぬ振ふりをして、こちらの状じよう況きように目を光らせているに違ちがいない。

「何のために？」

　山羊頭は首を傾かしげる。

「単なる嫌がらせ」

　突とつ拍ぴよう子しもない考えだが、あのミカエルのことである。悲しいことに山羊頭にも否定しきれないのだった。







　シオンは全く身動きできなかった。体の位置を変えようとしても、ファティマのどこかに触ふれてしまいそうだし、眼前にはファティマの胸があり、頭こうべを回めぐらすこともできない。

（誰か助けて～～～）

　とりあえず、自分の頭を抱えているファティマの手を外そうと、そろりそろりとシオンが腕を回していた時である。

　儀式の間の空気がサワッと僅わずかに動いた。その動きはほんの微び々びたるものだが、誰かが何かの術を使ったのだとシオンにはわかった。

（何だろ？）

　背後を振り返りたいが、ファティマの腕はまだシオンの頭を抱いている。ふと、

「……エンデュミオン、お帰り……」

　ファティマが目を閉じたまま呟いた。そして、「ん──」と寝ね返がえりをうつ。ファティマの右腕はシオンの頭から外れたが、代わりにぐっとファティマの体が寄ってきた。

「わっ、ちょっと待って」

　逃のがれようとシオンが仰あお向むけになった途と端たん、ファティマの左腕がシオンの肩かたを引き寄せる。

　再び密着状態────。

「……神様」

　おかげで頭の向きが変わって、シオンの視界に儀式の間全体が入るようになった。

　天てん井じようには黒い渦うず、渦の真下には魔ま方ほう陣じんの中にベナンダンティが横たわっている。

（エンデュミオン？）

　シオンは、魔方陣の中心に両方の翼つばさがちぎれた堕天使の影かげを見たような気がした。それも一いつ瞬しゆんのことで、シオンが何度か瞬まばたきを繰くり返して目を凝こらした時には、魔方陣の中にはベナンダンティの姿しかなかった。

（錯さつ覚かくかな？　でも、ファティマも名前呼んでたし）

　気付くと、先程の術の気配もなくなっていた。







　ようやく、儀式の間へ戻ったグランディエは、ファティマを起こしてシオンを解放した。

「グランディエ～～」

　精も根も尽つき果て、シオンは這はいずるようにファティマの結界から出てきた。

「ん──？　起こさなくたってこのままでよかったのに──」

　目をこするファティマは、案の定、少年の葛かつ藤とうに全く気付いていない。

「淑しゆく女じよは男子と添そい寝などしてはなりませぬ」

　グランディエはヨハンナの口調を真ま似ねて「めっ」とファティマを叱しかる。

「……暖かくて、いい気持ちだったのに」

　やや不満そうだったが、ファティマは再び横になり、間もなく寝息を立て始めた。頭の上には悪魔の流刑地への通路が開いているというのに、大した度胸だとグランディエもシオンも感心する。

　グランディエは周囲に結界を張った。堕天使である彼は呪じゆ符ふを使ったり魔法円を描えがいたりしなくても瞬時に結界を張ることができる。

　石の床ゆかに座り、シオンの頭を膝ひざに乗せると、

「よしよし、よく我が慢まんした。えらいえらい」

　グランディエはくしゃくしゃと撫なでた。

「……僕……本当にお子様扱あつかいされてるんだね」

　シオンは切ないため息をつく。

「五歳の歳としの差って、そんなに大きいのかな」

「俺から見れば、五年なんて微び々びたるもんだがな」

　グランディエは笑う。

「そう言えば、グランディエって幾いくつ？　ファティマと大差ないように見えるけど、ヨハンナさんは、ファティマが生まれる時にグランディエがやって来たって言ってたし」

「人類より年上」

「…………そうだったね」

　いつも春風みたいに茫ぼう洋ようとしていて、今時の若者風に喋しやべってはいるが、彼はもと天使なのである。神は天地創造の際、天使に手伝わせたというから、彼らは気の遠くなるような年月を生きてきたことになる。

「もしかして、エンデュミオンも？」

「当然」

　ムキになったり、わがまま言ったりして、見た目も精神年ねん齢れいも自分と大して違わない気がするのにと、シオンは何やら可笑おかしくなる。

「そのままの姿でずっと生きられるなんて、うらやましいな。僕らは、年取っていつかは死んじゃうのに」

　グランディエは、すぐには答えなかった。シオンが不自然な沈ちん黙もくを疑問に思う前に、

「…………最初は、人間だって老いて死ぬ予定じゃなかったぞ」

　低く、苦い物でも吞のみ込んだように掠かすれた声で言った。しかし、シオンは急速に襲おそってきた眠ねむ気けのせいで、彼の声こわ音ねが変わったことに気付かなかった。

「そうか……エヴァが禁断の実を食べちゃったもんね…………」

　シオンは目を閉じ、そのままグランディエの膝の上で寝息を立て始めた。

「それに、うらやましがられるような日々じゃなかった」

　天井の黒い渦を見上げ、グランディエは独り言のように呟つぶやいた。







　気を失いかねないほどの翼の痛み、そして身を炙あぶる灼しやく熱ねつの炎────。

　真っ赤に焼けた鉄の鎖くさりが何重にも体に巻かれ、じりじりと黒い煙けむりを上げながら締しめ付けていた。

　天も地も、陽ひも星もなかった。ただあるのは延えん々えんと燃え続ける炎の渦のみ──。

　痛みと熱さが絶え間なく襲い続けた。

　意識がなくなってしまった方が、滅ほろんでしまった方がどれだけ楽だろうか。

　けれど、気を失うことはなかった。業ごう火かに焼かれ、身が滅びることもなかった。

　ひと思いに滅ぼしてくれと、何度も願った。

　しかし、願いが聞き入れられることはなかった。

　苦痛に耐たえることが、彼に与あたえられた罰ばつだったのだから────。

　彼がエデンを離はなれ、リリスを救うために煉獄シエオルへ赴おもむいていた間に、エヴァは禁断の実を食べてしまった。

　その時、エデンではガブリエルの軍勢が護ご衛えいに当たっていた。ウリエルもラファエルも二人の人間を守っていた。しかし、それは言い訳にはならないことを彼は承知していた。

　彼はアダムとエヴァを守るよりも、リリスを救うことを選んだ。そのことこそが罪なのだ。

　──おい……生きてるか……？

　時折、彼は自分の背に向かって声をかける。

　背には、紅くれないの髪をした彼の友が、やはり背を向け、焼けた鉄の鎖で彼もろとも縛しばられていた。

　──ああ、残念ながら…………。

　息混じりの微かすかな声が返ってくる。

　声を聞いたのは何年ぶりだろうと、彼は考える。つい先刻のことのようにも思われたし、遥はるか昔のことのようにも思えた。変化のない責め苦は、時の流れを意識することさえ忘れさせていた。

　いずれ年月を数えても意味はない。この苦痛は永えい劫ごう続くのだから────。

　永い時間ときが過ぎた。

　男女一人ずつしかいなかった人間が地に満ちた。

　神の存在を忘れた人間が、洪こう水ずいや、火と硫い黄おうで滅ぼされたりもした。

　神の姿を見たいと願った人間が、天まで届かんとする塔とうを建てようとし、神の怒いかりを買って言葉が混乱した。

　曙あけぼのの御み子こと対ついを成なしていたもう一人の御子が人間として生まれ、贖しよく罪ざいのために一度死んで再び天界に戻った。

　それほどの永い時間を、彼は翼の痛みと炎ほのおの熱さに耐え続けていた。

　しかし、彼を真に苛さいなんでいたのは、翼の痛みでも炎の熱さでも、身動き一つ許さぬ焼けた鎖の重さでもなかった。

　それは、一人の女の面おも影かげ────。

　御子と重おも立だった配下は大いなる深しん淵えんに堕おとされたという。

　ミカエルが彼女を、御子らが堕ちた闇やみの牢ろう獄ごくの鍵かぎにしたという。

　天界の大戦は、御子が神に背そむいてまで彼女を求めた結果だ。

　彼女は、自らが招いた混乱のせいで果てしない闇に堕とされた者たちを、自らの手で封ふうじているのだ。

　どれほど自らが犯おかした罪を悔くいているだろうか……。

　どれほど科せられた罰の重さに苦しんでいるのだろうか……。

　彼女を想おもう度たび、折れた翼よりも業火に焼かれ続ける身よりも、心が痛んだ。







　グランディエは夢想から立ち返った。膝の上では、シオンが眠っている。彼は少年のあどけない寝顔を見て安あん堵どするように微笑ほほえんだ。

「まあ、そんな人生だったわけ」

　グランディエは、シオンの金髪をそっと撫でた。







　４　斎さい日じつの夜明け




　パタパタと忙せわしない足音と、早口で交かわされる会話で、シオンは目覚めた。すでに傍かたわらにはグランディエの姿はなく、隣となりの結界で眠っていたファティマもいない。ベナンダンティらが眠っている魔ま方ほう陣じんの方へ首こうべを回めぐらすと、ファティマとグランディエは天てん井じようの黒い渦うずを仰あおぎ見、キアラが魔方陣の中央に膝をついて、一心に呪しゆを唱えていた。

　彼らの表情にも、キアラの呪じゆ言げんにもただならぬ緊きん迫ぱく感かんが漂ただよっている。

「どうしたの？」

　シオンは起き上がった。グランディエの隣に立ち、禍まが々まがしい悪魔の気を撒まき散らしているヨシャパテへの入り口を見上げる。

「夜が明けたのに、ベナンダンティたちの魂たましいが戻って来ないらしい」

「え……？」

　鍾しよう乳にゆう洞どうの奥に陽の光は届かなかったが、修しゆ行ぎようの成果かシオンにも大おお凡よその陽の位置はわかる。陽はすでに地平を離れていた。

「ベナンダンティたちは、朝になれば自然に戻って来るはずだったの？」

「今まではそうだったらしい。だが、戻って来ないのでキアラが彼らを呼んでいるところだ」

　ベナンダンティらの枕まくら元もとで、キアラは堅かたく目を閉じ、手を胸の前で組み、一心不乱に呪を唱えていた。昨夜、彼らを送り出した時の歌うような呪言とは打って変わり、声こわ音ねは単調で暗く、聞く者の不安を煽あおる。

　ふと、シオンはエンデュミオンの姿がないことに気付く。

「エンデュミオン、まだ戻らないの？」

　シオンの問いに、グランディエは天井の黒い穴から目を離さず、「ああ」とだけ答えた。

「あら、昨夜戻って来たと思ったんだけど、気のせいだったかしら」

　ファティマが不思議そうに辺りを見回す。

「僕、迎むかえに行って来ようか？」

「いや、いい。ここへ来る気があるなら自分で帰って来るだろうし、来る気がないんなら近くにはいないだろう」

　素そっ気けなく答えるグランディエに、シオンは（喧けん嘩かでもしたのかな？）とそれ以上干かん渉しようするのを止やめた。

　キアラの呪が止んだ。

「……どうしましょう」

　開いた目には薄うすく涙が溜たまり、ただでさえ血の色が薄い彼女の顔は蒼そう白はくだった。

「誰だれも呼びかけに応じないの？」

　ファティマが尋たずねる。

　キアラは頷うなずき、立ち上がった。

「今までにこんなことはありませんでしたわ。彼らの魂は、陽の出とともに自然に体に戻りました。希まれに、この通路を見失う者もおりましたが、わたくしが今の呪を唱えれば、声を頼たよりに帰って来ましたのに……。誰一人として戻らず、呪にも応こたえないなんて……」

　キアラは、足あし下もとの男たちを見回す。彼らは土気色の顔で、身動き一つせず、昏こん々こんと眠り続けている。

「……まさか、僕たちのせい……？」

　シオンは、不安げに呟く。ベナンダンティたちは、厳げん格かくなまでにしきたりを重んじていた。カルロという長老格の男は自分たちの訪問を拒きよ否ひしたし、ザヴェリオは、自分たちが立ち会うと聞いた時に「そんなことをしたら、ヨシャパテの悪魔が」と言ったのだ。彼は言葉を途と中ちゆうで止めてしまったが、おそらく外部の者にこの儀ぎ式しきのことを知らせると、悪魔から何らかの報復があると言いたかったのではないか。

「わかりません」

　キアラは小さく頭かぶりを振ふった。

「ベナンダンティは、羊よう膜まくを被かぶって産まれた成人の男に限るということ、それから、巫女みことベナンダンティ以外の者に、この儀式のことを知らせてはならないというのは昔からの掟おきてだと聞いております。約束を守らなければ、その年または次の年は飢き饉きんに見み舞まわれるのだと」

「飢饉じゃ済まされないほど、僕ら、ヨシャパテの悪魔を怒らせちゃったとか……？」

　シオンはうろたえる。

「もともと豊ほう穣じよう祈き願がんのお祭りだったわね。グランディエ、どう思う？」

　ファティマは悪魔の気持ちを堕天使に測はからせる。

「そもそも、ヨシャパテに流る刑けいになった悪魔が、不作だの豊作だの約束してやるほど律りち儀ぎだってことが俺には信じられん」

　堕天使は肩かたをすくめた。







　昼近くになっても、ベナンダンティの魂は戻って来なかった。

　キアラは儀式の間の隅すみに据すえられた椅い子すに腰こし掛かけ、小さなテーブルに肘ひじをついて指を組み、一心に祈いのり続けていた。

「何か食べないと」

　シオンは、自分の馬で運んで来た旅行用の携けい帯たい食しよくを差し出した。

「ベナンダンティの体には異常が現れてないでしょう？　何かの事情で帰き還かんが遅おくれているだけかもしれませんよ」

　魂が傷つけば、その傷は体の方にも現れる。魂が滅ほろびてしまえば、この世に残された体の機能も停止してしまう。しかし、ベナンダンティの体には今のところ異常はない。すなわち、彼らの魂は無事だということである。

　キアラは顔を上げた。睫まつげが濡ぬれ、目の周りは赤く腫はれている。

「…………ありがとう」

　彼女は乾かわいた焼き菓が子しを受け取った。しかし、それを口には入れず、深いため息をつく。

「……彼らだけが、……ベナンダンティたちだけが、わたくしを受け入れてくれたのです」

　淡あわい緑の瞳ひとみがシオンを見つめた。あなたならわかるでしょう？　と言うように。

「家族を失い、国を追われて……どこにも行き場がありませんでした。どこへ行っても魔女だと疑われましたわ。人には見えないものを視み、人には聞こえない声が聴きこえたから……」

　シオンは切ない気持ちで頷うなずいた。自分には両親がいた。けれどキアラには誰もいなかったのだ。支えてくれる者も守ってくれる者も。

　彼女は憂うれいに曇くもる瞳を、眠り続けるベナンダンティに向けた。

「でも彼らは、その力こそが必要なのだと、暖かい寝ね床どこと、着る物と、決して豊かではない自分たちの食しよく卓たくから食べ物を分けてくれたのです」

　キアラの薄うすい肩が震ふるえる。

「このまま、戻って来なかったら……魂が戻る前に、彼らの心の臓が止まってしまったら……わたくしは、どうしたら…………」

　両手に顔を埋うずめ、キアラは嗚お咽えつを漏もらす。

「私が精せい霊れいを送り込んで様子を探さぐってみましょうか？」

　いつの間にかファティマが、シオンの傍らに立っていた。

　キアラは顔を上げ、濡れた頰ほおを指で拭ぬぐう。

「でも、この通路はわたくしが導みちびかなければ通り抜ぬけられません。今まで、精霊を通したことはありませんので、できるかどうか……。誤あやまって悪魔を導いては…………」

「やってみなくちゃわからないでしょ。手伝うわよ」

　ファティマの黄金の瞳には、凜り々りしい気き魄はくが満ちていた。

「そう……、そうですね。案ずるばかりで何もしないでいるよりは……」

　キアラが腰こしを上げた時だった。

「おい」

　じっと黒い渦を見つめていたグランディエが、鋭するどい声を発した。

「誰か戻って来る。一人だけだが」

「え？」

　三人は一いつ斉せいに天井を見上げた。

「……ザヴェリオ」

　キアラが呟つぶやいた。シオンにはただ黒い穴しか見えず、ベナンダンティの気配は感じられない。しかし、ゆっくりと渦うず巻まいていた穴が、次し第だいにその回転を速めていった。間もなく中に淡い光が点ともる。

　始めは蟻ありの頭ほどの小さな光の塊かたまりが、少しずつ大きくなっていった。大きくなっているのではなく近づいているのだろう。シオンはこの真っ黒な渦がとてつもなく深い穴であることに改めて気付いた。

　光が人の姿をしていると確かく認にんできるほど近づいてきた。果たしてキアラの言う通り、ザヴェリオであった。彼は白地にライオンが描えがかれた旗を手に、閃せん光こうの速度で飛ひ翔しようしているのである。淡い光の顔は険しい表情をしていた。

　ザヴェリオの魂たましいは、穴を抜けるとひらりと旋せん回かいし、自らの体に飛び込んだ。カランと音を立てて、ライオンの旗が鍾しよう乳にゆう石せきの床ゆかに転がり落ちる。

「ザヴェリオ！」

　キアラが魔ま方ほう陣じんの中へ飛び込む。

　ザヴェリオの体はピクリと小さく動くと、むっくりと起き上がった。何度か目を瞬しばたたかせ、他ほかのベナンダンティを見回す。

「……俺だけ、戻ったのか……」

「大だい丈じよう夫ぶ？　何があったの？　他のみんなは？」

　顔を覗のぞき込むようにしてキアラは矢や継つぎ早ばやに問う。

「わからねえ。変なんだ。いつもと様子が違ちがうんだよ。みんなと逸はぐれちまった。どこに行ったのかわからねえ。一体、何がどうなってるんだか」

　ザヴェリオは切せつ迫ぱくした様子で喚わめいた。







　ザヴェリオの話によると、いつも通り彼らはヨシャパテの野で、悪魔の軍勢の到とう来らいを待っていたが、今回に限って悪魔はなかなか来なかったのだという。

「敵の総大将は、アルレッキーノという名前の悪魔なんだ。普ふ段だんなら、悪魔の方からやって来て、アルレッキーノと俺が名乗りをあげ、それから戦いを始めるんだが、いつまで待ってもやつら、来なかったんだ」

　そうしているうちに野の様子が変わっていったという。

「あそこは、暗い空に岩と砂の荒あれ地ばかりで何もねえ所なんだが、急に空が明るくなって、眩まぶしいくれえに光が満ちて、気付いたら今まで見たこともねえような草や木や花がたくさん生えていて……そうだな、天国とか楽園みたいな感じになっていたんだ」

　自分たちは神の御み許もとに招かれたのではと思ったという。

「しばらくそのまま待ってたんだが、何も起こらなかった。俺たちは探たん索さくするつもりで歩き始めたんだ。カルロがいねえことに気付いたのは、キアラの呼び声が聞こえた時だった」

　斎さい日じつの夜が明けたと知り、戻ろうとして振り返ったら、しんがりのカルロの姿がなかった。カルロを捜さがしているうちに、一人減り、二人減り、いつの間にか自分一人になっていたのだという。

「音も、声もしなかった。本当に、消えるようにみんないなくなっちまったんだ。もしや、みんな先に戻ったのかと思って帰って来たんだが」

　ザヴェリオは口くち惜おしそうに歯は嚙がみした。

「もう一度捜しに行ってくる」

　床に転がっていたライオンの旗を拾い上げ、ザヴェリオはキアラに向き直った。

「でも…………」

　躊ちゆう躇ちよするキアラに、ザヴェリオはたたみ掛かけた。

「この穴を開けていられるのは日にち没ぼつまでだ。それまでにこいつらを連れ帰らなきゃ、死んじまうだろ！」

　魂の抜けた体は、ひと月ほどで死を迎むかえる。しかし、キアラがヨシャパテへの通路を確保していられるのは斎日の間のみである。今日の日没にはキアラがどんなに呪を唱えようと穴は自然に閉じてしまう。それまでに魂を体に戻さなければ、ベナンダンティらの命は失われてしまうのだった。

「たった一人で、どうやって捜すというの……？　悪くすれば、あなたも……」

　キアラの翠すい玉ぎよくの瞳が潤うるんでいた。

「私が捜しに行くわ」

　ファティマが一歩進み出た。

　キアラとザヴェリオは驚おどろいて振ふり返り、グランディエとシオンは同時に、

「だめだ！」

　と叫んだ。

「何でよ？　魂を捜すのが私の本業なのよ」

　相変わらずの剛ごう胆たんさである。

「悪魔の流る刑けい地なんだぞ。お前、ついこの間、魂を狙ねらわれたのをもう忘れたのか？」

　グランディエは呆あきれ半分怒いかり半分で声を高くする。

「もしや、あなた方は……」

　キアラの問いに、ファティマはニッコリと艶あでやかな笑えみを浮うかべた。

「そう、私たちは魂のゼーレ捜索人・ズーヒア。私ならベナンダンティの魂の痕シユプールを追うことができるわ」

　しかし、ザヴェリオは険しい顔で仲間を見み渡わたした。

「気持ちは有り難がてえが、ヨシャパテに行けるのはベナンダンティだけだ。掟おきてを破って悪魔を怒おこらせたら、かえってこいつらの魂を危険に晒さらすことになる」

「でも、あなたには魂の痕シユプールが視みえないでしょ」

　ファティマがベナンダンティを決して見殺しにはしないこと、そして、一度言い出したらきかないことをシオンはよく知っている。

「僕が行きます！」

　彼女を止めるにはこれしかない。それに、シオンも罪のない農夫たちの魂をこのまま悪魔の流刑地に置き去りにしておくことはできなかった。

「僕には痕シユプールが視えます。それに僕は、羊よう膜まくを被かぶって産まれたから、ベナンダンティの資格があります」

　一同の目がシオンに注そそがれた。シオンは最初にファティマを、次にザヴェリオを真まっ直すぐに見つめる。

「……そりゃあ、魂を捜す力があるんなら……俺としたら……」

　ザヴェリオは、シオンの一いち途ずな視線に戸と惑まどう。

「子どもではだめですか？」

「……いや、それは悪魔が出した条件じゃねえ。子どもでは悪魔と戦うのは無理だと、過去のベナンダンティが決めたらしい。見たところ、いいとこの坊ぼっちゃんのようだが、坊ぼうや、剣けんの心得はあるのかい？」

「修しゆ行ぎよう中です」

「なら、俺と一いつ緒しよに…………」

　言いかけるザヴェリオをファティマが止めた。

「だめよ、シオン。危険だわ。相手は悪魔よ。そこらの妖よう霊れいとはわけが違うのよ。しかも、様子もよくわからない異界の地だというのに」

「ファティマ殿どの。どうか、この子をお貸しくださいませ」

　キアラが潤む瞳ひとみでファティマを見る。

「斎日であることが関かかわっているのか、彼らの呪じゆ力りよくのせいか、これまで、ヨシャパテで命を落としたベナンダンティはおりません。この坊やは年若くてもベナンダンティの数倍もの呪力をお持ちです。ザヴェリオにどうか手を貸してやってはいただけませぬか」

「でも、いつものヨシャパテじゃないんでしょ。今まで死人が出なかったからって、今回も大丈夫なんて言い切れないじゃない。とてもシオンには行かせられない。私が行くわ」

「ですが、女の方では……」

「俺が一緒に行くよ」

　きりのない会話に割って入ったのはグランディエだった。

「ベナンダンティの魂を捜すにはシオンの目が必要だ。で、俺はシオンに目を借りつつシオンを守る。ファティマはここでシオンの本体を守る。あの穴から悪魔が漏もれてきたら阻そ止ししてくれ。ベナンダンティの掟とやらに触ふれずに適材適所だ。いい案だろ？」

　ファティマは瞠どう目もくする。

「グランディエ、あなた自分から牢ろうに入るつもり…………？」

　ザヴェリオには、ファティマの驚く理由がわからない。

「あんたも羊膜を被って産まれたのか？」

「いや」

　グランディエは、隠かくしていた翼つばさを広げる。美しく白銀に輝かがやく大きな翼にザヴェリオは仰ぎよう天てんした。しかも、その翼は片方が折れてねじ曲がっている。

「あ、あ、悪魔……」

　ザヴェリオはキアラを背に庇かばいつつ後ずさったが、

「大丈夫よ。この方は堕だ天てん使しでも、悪魔ではないの。わたくしたちの味方よ」

　多くの人々は、神に反逆した天使が地に堕おとされて悪魔になったと信じている。

　地じ獄ごくの盟主の傘さん下かに入り、人に害を為なす堕天使が悪魔なのであり、グランディエは悪魔にならなかった少数派なのだが、それをザヴェリオに理解させるのは難しいはずだった。

　しかし、巫女みこの言葉は絶対なのか、「そうなのか」と、驚くほどあっけなく警けい戒かい心しんを解いた。

「ヨシャパテに行く資格は十分だろう？　熱ねつ烈れつとまではいかないだろうが、そこそこ歓かん迎げいしてくれるんじゃないか」

「帰って来られなくなるかもしれないのよ」

　ファティマは懸け念ねんするが、

「何とかなるだろ。仮かりに帰って来られなくても、俺は死ぬわけじゃないし」

　グランディエは、いつもの調子で軽く笑う。

「第一、シオンだけヨシャパテにやって、万一戻もどって来なかったら、俺の安あん眠みんは誰が保証してくれるのさ？」

　目を丸くしているシオンの頭をグランディエはぐりぐりと撫なでた。

「わたくしが責任を持って導きますわ。無事に戻って来られるように。グランディエ殿どのも、シオン殿も」

　キアラは濡ぬれた翠玉の瞳を輝かせ、咲さき誇ほこる薔ば薇らのような笑みを浮かべた。







　シオンは、呪を唱えながら、仮死状態で横たわるベナンダンティの体の上に手をかざした。

　痕シユプールを探さぐっているのである。魂たましいはその通り道に軌き跡せきを残す。その軌跡を魂のゼーレ捜索人・ズーヒアたちは痕シユプールと呼ぶ。シオンは最近になってファティマの手を借りずとも痕シユプールを視る術が使えるようになった。

「いいよ、グランディエ。全員の痕シユプールを確かく認にんした」

　痕シユプールを探り終えたシオンは、グランディエに声をかけた。グランディエは、

「早くなったな。進歩進歩」

　とシオンの額ひたいに手を触れ、シオンが視ているものを自分の視覚に取り込む。

　グランディエは、術を使わなくても視ようと思えばいつでも痕シユプールが視えるのだが、代わりに遥はるか昔に通った亡ぼう霊れいや生いき霊りようの痕シユプールまで視えてしまい、どれが捜さがすべき魂の痕シユプールなのか判別できない。そこでグランディエは一時シオンの目を借りて、目標の痕シユプールを識別することにしていた。

「こっちは準備完かん了りよう。そっちはどうだ？」

　グランディエは、魔ま方ほう陣じんの外で茴うい香きようを削けずるザヴェリオに向かう。

　ザヴェリオは、シオンのために新しく茴香の杖つえを作っていた。

「茴香の杖を持って行くのも、ベナンダンティの掟なんですか？」

　ザヴェリオの作業を見ながらシオンは尋たずねる。

「剣もまともに習ったことのねえ俺たち百ひやく姓しようが、何で悪魔と互ご角かくに戦えると思う？」

　ザヴェリオは茴香を削る手を休めず、硬かたい表情で答えた。杖と言っても握にぎりの部分が杖に似ているだけで、先せん端たんは槍やりのように尖とがらせてある。

「この杖のおかげさ」

　彼は、青あお臭くささの中にほんのりと甘く香かおる杖を掲かかげた。

「悪魔は茴香を嫌きらう。この香かおりが悪魔の力を吸い取るんだ」

　ザヴェリオは、「ほらよ」とできたばかりの杖をシオンに投げ渡わたした。

「頼たのむぜ、坊や。お前だけが頼たよりだ」

　自分の二倍以上もある巨きよ漢かんの青年の真しん剣けんな眼まな差ざしは、シオンを改めて緊きん張ちようさせた。

　一方、キアラは魔方陣の文字を一字一字丁てい寧ねいに書き直していた。ファティマは、しばらく彼女の作業を見守っていたが、

「ちょっと」

　と、グランディエを儀ぎ式しきの間の外へ呼び出す。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの通路は、すっかり短くなったロウソクに細々と照らされていた。

「これを持って行って」

　ファティマは首から下げていた十字架クロイツを外し、グランディエに渡した。

「堕天使に十字架は似合わない気がするんだが」

　不承不承受け取ったグランディエは「うわ、ピリピリする」と、慌あわてて鎖くさりの部分だけ指先で摘つまみ直した。

「万一の場合のお守りよ。シオンは体をこの世に残していくけど、あなたにはこの世とヨシャパテをつなぐものがないでしょ」

　人間の場合、魂も体も健康であれば魂は本能的に本体に戻ろうとする。万一ヨシャパテで現世への道を見失っても、キアラが導くことで、魂は自分の体に戻ることができる。しかし、グランディエの体はまがい物である。まがい物の土の体は、堕天使の本体エーテルを呼ぶことはない。しかも、悪魔の流る刑けい地であるヨシャパテとこの世との間には、悪魔を逃にがさないために、天界の者の手によって何重もの結界が張ってあるのだ。キアラの開けた穴を見失ったら、この世に戻ってくることは不可能と言ってよかった。

「もしもヨシャパテで迷子になったら、これを頼りに帰っていらっしゃい。私が導くから」

　グランディエは、軽く笑えんで頷うなずいた。彼のその様子は、ファティマの目にはいかにも吞のん気きそうに映ったようだ。

「あなた、自分がどこへ行くのかわかってるの？　まさか、どうせ死なないんだから、戻れなくてもいいなんて馬ば鹿かなこと思ってるんじゃないでしょうね」

　やや怒ったようなファティマの口調に、グランディエは、

「もしかして、心配してくれてる？」

　思わず訊きいてしまった。

　ファティマは、一瞬驚おどろいたような顔をし、そして嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。返ってきた答こたえは、彼が期待していたものとは微び妙みように意味合いが異ことなった。

「あなたは私の使い魔なのよ。心配するのは当たり前じゃない」

「──そうだな」

　グランディエは、苦く笑しようした。ファティマに自分の気持ちを伝えるつもりはなかったし、彼女が自分を使い魔としてしか見ていないこともわかっていた。だが、心の奥では、使い魔以上の存在でありたいと願っていたことに気付き、彼はほんの少しだけ苦い思いを味わった。

　けれど、ファティマはグランディエの苦笑の意味を推おし量はかることなく、真顔で命ずる。

「使い魔なんだから、主あるじの言うことには従うわね」

　相変わらずの御主人様だと、彼は笑って「従うよ」と答えた。

　ファティマの黄金の瞳ひとみが凜りんとグランディエを見み据すえた。

「いいこと、絶対に帰ってくるのよ」

　あまりにも鮮あざやかな瞳だった。神の似姿、玉座の光の色。使い魔は主の瞳に魅みせられる。

　触れることができなくても、想おもいが伝わらなくても構わない。お前が笑んでいられるのなら。

　だから、側そばにいる。

　お前を守るために──。

「ああ。必ず帰る」

　グランディエは誓ちかった。







「行ってきます」

　やや緊張気味に頰ほおを紅潮させてはいたが、シオンは頼もしい笑顔を見せた。それがファティマを危険な目に遭あわせたくないという恋こい心ごころから来ている勇気だと、当のファティマは気付かなかったが、シオンの今までになく男っぽい笑みに彼女は不思議な感かん慨がいを覚えた。
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「いってらっしゃい。気をつけてね」

　彼女は花の綻ほころぶような笑みを浮うかべて愛まな弟子でしを送り出す。

「では、お願いします」

　キアラが魔方陣の中心に膝ひざをついた。シオンとザヴェリオが、他ほかのベナンダンティの間に仰あお向むけになった。グランディエも陣の中に足を踏ふみ入れる。

　キアラの呪しゆが洞ほら穴あなに響ひびき渡った。シオンにはその低く柔やわらかい調べが体の中に染しみ入って来るように思えた。

　スッと体が軽くなった。空飛ぶ夢を見ているような浮ふ遊ゆう感かん。ふと、シオンは自分が重力から解放されていることを知る。

　シオンの体から抜ぬけ出た彼の魂を視みて、ファティマは驚きよう愕がくした。

「あの子………」

「ああ、神に選ばれた戦士というのは、シオンのことかもしれないな」

　同じくシオンの魂を食い入るように見つめていたグランディエが頷うなずく。

　普ふ通つう、人間の魂は朧おぼろ月づきのように淡あわい光であって、他を照らすほどの輝かがやきはない。しかし、シオンの魂は、夏の陽ひのように、眩まぶしいほど光に満ちていたのである。

　しかし、彼の魂が放つ力強い光は、天界の聖なる光とは異なっていた。聖も邪じやも内ない包ほうする原初の混こん沌とんの光────。

　それは、世界が創造される前、神の御み許もとでグランディエが視ていた光だった。

（シオンの魂たましいを懐なつかしいと思ったのは、このせいか）

　グランディエの胸に、ふと不安がよぎる。

　聖にも邪にも分かたれていないということは、聖にも邪にも成り得うるということだ。

　シオンの魂が堕だ天てん使しを受け入れるのは、神の加護の有う無むを問わない未分化な状態だからだ。

　魂が邪に支配されたら、悪魔に成り下がった堕天使さえ受け入れるかもしれない。あるいは、逆に彼らに取り込まれるかもしれない。

　この強大な力を持つ魂が邪に染まり、敵にまわったら────。

　同じ不安をファティマも感じていた。

「あの子を頼むわ」

「ああ、わかってる」

　グランディエは、まがい物の土の体を脱ぬぎ捨てた。

　シオンは彼らの心配をよそに、茴うい香きようの杖つえを拾うとファティマに笑みかけた。ファティマは硬かたい表情を少しだけ緩ゆるめ、頷き返した。

　──戦せん闘とう開始だ。行くぞ！

　ザヴェリオがライオンの旗を掲げる。

　キアラの呪に導かれ、三人の魂は異世界へと吸い込まれて行った。







　５　ヨシャパテの罠わな




　墨すみを刷はいたような闇やみの中を、三つの光が風のごとく奔はしっていた。

　一つは身の丈たけも幅はばも常人の二倍近くある巨きよ漢かんの淡い光。一つは堕天使の大きな翼つばさが放つ白銀の輝き。そして、熱く燃える陽のように眩まばゆい輝きを放つ少年の光。

　それらの光は、闇の中に紡つむがれる呪の調べに乗って、ある一点に向かっていた。

「グランディエ、翼は痛まないの？」

　土の体をまとっていなければ、グランディエの折れた翼は耐たえ難がたいほど痛むと聞いていたシオンは心配した。

「ほんの少々。地上にいる時ほどじゃない」

　堕天使は軽く笑んだ。しかし彼自身も、地獄ハデスに囚とらわれていた時にはもっと痛んだはずだと不思議に思う。

（こいつのせいか？）

　シオンの魂の輝きに照らされ、痛みが和やわらいでいるのかもしれないと感じ、グランディエはかえって不安になった。

（大いなる深しん淵えんのやつらが、このことに気付いたら、放ほうってはおかないだろう）

　彼は、シオンをヨシャパテに連れて行くことを後こう悔かいし始めていた。

　闇の世界に流れていたキアラの呪が途と切ぎれた途と端たん、パシッと何かがひび割れるような音が三人の頭に響いた。

　闇一色だった世界が、突とつ如じよとして赤黒く色を変えていた。

「着いたぞ」

　ザヴェリオが低い声で呟つぶやく。三人は、ゴツゴツした硬い地面に降り立った。

「ここがヨシャパテ？」

　シオンは辺りを見回す。

　見み渡わたす限り黒い岩の大地が続いていた。空は黒く厚い雲に覆おおわれ、所々が炎ほのおに炙あぶられているように赤く、それは消えかけた熾おき火を連想させた。空と地の果ては闇に埋うもれ、地平は見えない。草木の一本も生えていなかった。生き物の気配の欠片かけらもなかった。ただ、恐おそろしく冷たい風だけが吹ふいていた。

　グランディエがブルッと身み震ぶるいする。

「寒いの？」

　体のないシオンは風が冷たいことはわかるが、寒さは体感しない。

「ああ、寒いな。体エーテルの芯しんまで凍こごえる」

　グランディエは忌いま々いましげに答えた。

　シオンは後ろを振ふり返る。自分たちが今通ってきた現世への通路が宙に浮いていた。薄うす黒ぐろい景色に紛まぎれ、目を凝こらせば辛かろうじて視える薄い靄もやのようだった。

（今日の日にち没ぼつには、この穴が閉じちゃうんだ）

　それまでに行方ゆくえ知れずの仲間を見つけなければ、ベナンダンティの命はない。シオンは、茴香の杖をギュッと握にぎり締しめた。

「急ごう。痕シユプールはこっちに続いている」

　常人には見えない光の綱つなを指さし、彼は岩の大地を蹴けった。

　痕シユプールはどこまでも続いていた。果てしなく地平の彼方かなたまで延のびているのである。

「ヨシャパテってどのくらい広いの？」

　痕シユプールを追って宙を翔かけながらシオンは尋たずねた。

「地上のような長さとか広さっていう概がい念ねんがないんだ。つまり果てがない」

　グランディエの返答に、

「うわ。もたもたしていられないね」

　と、速度を速めた。

　ふと、甘い匂においが鼻び腔こうに届く。

（この匂いは確か…………）

「シオン！　気をつけろ」

　叫さけぶグランディエの声がなぜか遠くに聞こえた。シオンがグランディエの方を向こうとした次の瞬しゆん間かん、ぐらりと景色が反転した。

　バランスを崩くずし、シオンはドンと地面に叩たたき付けられた。

　衝しよう撃げきは感じたが、痛みは感じない。生身の体だったらただでは済まなかっただろうと思いながら、シオンは慌あわてて起き上がった。シオンのすぐ横にザヴェリオがうつ伏ぶせに倒たおれていた。

「ザヴェリオさん！」

　シオンに揺ゆり動かされ、ザヴェリオは薄く目を開く。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ」

　ザヴェリオは手をついて上半身を起こすと頭を軽く振った。彼は顔や手足に擦すり傷を負っている。現うつし身みならザヴェリオの方が格段に頑がん丈じようなのだろうが、魂だけになるとシオンの方が丈夫にできているらしい。

　ザヴェリオに手を貸し立ち上がらせた時、シオンはグランディエの姿がないことに気付く。

「グランディエ？」

　どちらを見ても、黒い岩の地面と黒い雲に覆われた空である。視界を遮さえぎるものは何もない。しかし、グランディエの白銀に輝く大きな翼はどこにもなかった。

「グランディエ、どこにいるの！　グラン────」

　シオンは喉のどにもの凄すごい圧力を感じ、声が出せなくなった。

（…………え？）

　頭を動かすことができず、彼は目だけを動かして見上げた。

「へへっ。悪かったな、俺たちのためによ」

　ザヴェリオが大きな逞たくましい右手で、シオンの喉を絞しめ上げていた。

（……なんで？　なぜザヴェリオさんが？）

　魂の喉が絞められると、現世に残してきた体の呼吸が妨さまたげられるのだろうか、シオンは急速に息苦しさを感じた。シオンは喉をつかんでいるザヴェリオの腕うでに手をかけ、渾こん身しんの力を振り絞しぼって引き剝はがした。すると腕はあっけなく外れ、シオンは驚おどろいた。やはり魂の姿である時は、シオンの力の方がザヴェリオを上回るらしい。

　シオンは数歩飛び退のいて、ザヴェリオと距きよ離りをとった。

「ただ者じゃねえとは思っていたが、やるな坊ぼうや」

　ザヴェリオは、褐かつ色しよくの瞳ひとみを邪じや悪あくに歪ゆがませる。

「……ザヴェリオさん……」

　シオンは呆ぼう然ぜんとする。

「他ほかのベナンダンティが帰って来なかったのに、俺だけ一人戻もどれたのはなぜなのか、不思議に思わなかったのかい？」

「まさか…………」

「そうよ。俺はお前とあの堕天使を迎むかえに行ったのさ。このヨシャパテから二度と出られないようにするために」

「なぜ……」

　シオンは、背後に不気味な気配を感じて総毛立った。

　捜さがしていた二十人余りのベナンダンティ。彼らが茴うい香きようの杖つえを構え鋭するどい殺気をシオンに向けていた。杖の放つ香かおりの中に異質な術の匂いが微かすかに混じっていた。先さき程ほども嗅かいだ甘い匂い──。

（操あやつられているんだ）

　シオンは腰こしを落とし、杖を握り直した。

「坊やが強いことはよくわかったよ。だが、この人数を相手に一人で戦えるかな？」

　ザヴェリオは白い歯を剝むき出してニッと嗤わらった。
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　グランディエは眩まぶしそうに目を細めた。

　光が満ちていた。色とりどりの花々が咲さき、数限りない種類の木々には果実がたわわに実っていた。

　術の気配に気付いた時には遅おそかった。暗い極ごつ寒かんの荒あれ地の景色も、シオンとザヴェリオの姿も搔かき消すようになくなり、グランディエの周囲は瞬またたく間に美しい園そのへと様変わりしていた。

　グランディエは、急激に襲おそってきた翼の痛みに顔をしかめる。術と同時に、自分かまたはシオンの方がどこか遠くに飛ばされたのだろう。

　微かすかに甘い香が漂ただよっていた。

（そうか……）

　グランディエは、誰だれがなぜこの幻まぼろしを見せているのか知った。

「参ったな──」

　口調は軽かったが、表情は苦かった。翼つばさの痛みのせいではない。この景色のせいだった。

　彼はこの楽園を知っていた。

　エデン────。

　かつて創造主が、自分の姿をかたどって創つくった二人の人間を住まわせていた楽園である。

　グランディエは、通い慣れた道をゆっくりと歩み始めた。

　木の陰かげに、花々の中に、あの頃ころの思い出が蘇よみがえり、彼を苦しくさせた。

　彼女はここで幸せに暮らしていた。夫と睦むつまじく、動物たちの世話をし、いつも黄金の瞳をキラキラと輝かがやかせて笑っていた。

　自分は見守っていた。彼女の笑え顔がおを見ているだけで幸福だった。

（あの頃からずっと…………俺は……）

　グランディエは哀かなしげに銀の瞳を白い百合ゆりの群れに向ける。彼女の育てた白い百合。ガブリエルがこの花を気に入ってしばしば訪おとずれた。

　彼は、園の中央に位置する小高い丘おかに視線を移す。

　そこにはひときわ高く、瑞みず々みずしい葉を生おい茂しげらせた樹きがあった。あの頃と同じように、美しい果実が実っている。紅あかく濡ぬれたように艶つややかなその実は、彼女の唇くちびると同じ色をしていた。

　人の運命を狂くるわせた禁断の実──。グランディエはその樹に歩み寄る。

「お前だったのか…………」

　彼は疲つかれたように声をかけた。樹には一匹ぴきの細い小さな蛇へびが巻き付いていた。黒く艶つや光びかりする鱗うろこ。グランディエを真まっ直すぐに見つめる瞳は、夜明け前の空のように暗い青だった。

『そうだよ。ようやく気付いてくれたね』

　あの頃、この蛇は度たび々たびやってきてはこの樹に巻き付き、二人の人間に他愛たわいのない言葉をかけていた。本物の蛇ではない。天使が変へん化げしていることをグランディエは知っていた。

　この園には限られた天使しか入ることは許されない。だからこの蛇は掟おきてを破ってやって来ているのだった。型かたどおりに叱しかって追い返すが、蛇は懲こりずにやって来た。まるでグランディエに叱られるのを待っているかのようだった。

「お前、御み子この近きん習じゆだったんだな」

　曙あけぼのの御子──。かつて、創造主に最も愛され、そして今は最も重い罪を蒙こうむる者。

　蛇は樹から首をもたげ、グランディエの腕に移ると彼の肩かたに這はい登った。

『僕は、御子に言われて彼女の様子を見に来ていた。元気だったかとか、今日はどんなことをしていたのかとか、御子は彼女のことをとても知りたがってた。僕もここへ来るのが楽しみだったよ。彼女は素す敵てきだったし、それに、あなたにも会えたし…………』

　蛇は赤い舌を伸ばしてちろちろとグランディエの唇を舐なめた。

「エヴァをそそのかしたのもお前か？」

『僕が蛇に化けて、御子が僕の口を使って語った』

「だろうな。お前にそれほど大それたことができるとは思えないものな」

　リリスを失って憤いきどおった御子が、蛇に化け、彼女の代わりにエデンの女主人となったエヴァに禁断の実を食べさせたとグランディエは聞いていた。彼がリリスを救うために、エデンを離はなれ、煉獄シエオルへ行った時のことだ。

『僕は、いつもただのお使い。主あるじの命令に従うだけ。今もね』

　蛇の藍あい色いろの瞳は哀しげだった。

『……一いつ緒しよに逃にげようって言ったのに……、とうとうここまで来ちゃったね。僕にはもうどうすることもできない……御主人には逆らえないもの』

　グランディエは肩の上の蛇をつかむと宙に放った。蛇は地面に墜おちる前に霧きりとなって消えた。

「で、今回はどんな役目を仰おおせつかって俺たちの前に現れたんだ？　エンデュミオン」

　グランディエは、禁断の実がなる樹に向かって、この幻を紡つむいでいる主に語りかけた。樹の陰かげから黒い髪かみの、翼のちぎれた堕だ天てん使しが現れた。

「あなたたちをヨシャパテにおびき寄せること。それから、頑がん固こなベナンダンティに術をかけてあなたたちを招き入れさせること。そして、ヨシャパテにやってきた彼らに術をかけて帰さないようにすること。翼を失ってからは、飛ぶことも変化することもできなくなったけど、唯ゆい一いつ、人の心を操る力だけは残されていたからね」

　エヴァを騙だましたこの力こそが最大の罪なのにねと、エンデュミオンは皮肉な笑みを浮かべた。

「ファティマはきっと彼らの魂たましいを捜すって言い出すはず。そうすれば、あなたは必ずファティマを止めて代わりにここへ来るでしょう？」

「狙ねらいは俺だったのか。まんまと嵌はまったわけだな」

　グランディエは苦く笑しようした。

「ちょっぴり賭かけもあった。憶おぼえてる？　ミカエル様に見つかって罰ばつせられそうになった僕を逃がしてくれたこと。あの蛇が僕だってあなたが気付いてくれたら、本当のことを言おうかなって。でも、気付いてくれなかったね。あなたの目には彼女しか映ってなかった。あの時も、今も」

　エンデュミオンは、深いため息をついた。

「そう、大いなる深しん淵えんからの命令だよ。ファティマの魂を奪うばうにはあなたが邪じや魔まだ。地上にはあなたを倒たおせるほどの悪魔はいない。だからここへ閉じこめてしまえって」

「おいおい、そこまでネタをバラしちまっていいのか？　それを聞いて俺が大人しくしているとでも思ったら間ま違ちがいだぞ」

「いいんだ。どうせもう出られないもの。だって…………」

　楽園の景色が徐じよ々じよに薄うすれていった。光に満ちていた青い空は黒い雲に覆おおわれた。緑溢あふれる大地は黒く硬かたい岩へと変わった。冷たい風が荒れ野に吹ふき渡わたった。

「僕は、このヨシャパテに流されていたんだよ。悪魔が絶対に出られないこの流る刑けい地に。僕がどうやってここから地上に出たと思う？」

　グランディエの顔が青ざめた。

「まさか………………」

「もう遅いよ。だから、僕と一緒にずっとここにいよう。ね？」

　グランディエは、ザッと翼を羽ばたかせた。折れた翼が軋きしんだが、痛みに気を取られている場合ではなかった。地平の彼方かなたにベナンダンティたちの魂の痕シユプールが視みえる。追って行けばどこかでシオンと出会うはずだ。シオンと合流してとにかくすぐに戻らなければ────。

　痕シユプールをめざしてグランディエが飛ひ翔しようを開始しようとした時、昏くらい空にザーッと風が渦うず巻まいた。

「そうはさせぬ」

　何百、いや何千という悪魔がグランディエの行く手に立ちはだかっていた。
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　儀ぎ式しきの間の隅すみに置かれたテーブルに、ファティマとキアラは差し向かって座っていた。心配げに黒い渦を見上げたり、死んだように眠るベナンダンティたちやシオンの様子を窺うかがったりし、会話も途と切ぎれがちであった。

「私も行けばよかったわ。何もできないでじっと待ってるよりずっと楽だと思うの」

　ファティマは、ため息をつく。

「確かに、そうですわね」

　キアラも落ち着かない様子で黒い渦の彼方を見やる。少しでも不安を和やわらげようと、ファティマは会話の種たねを探した。

「あなた、ボヘミアの方？」

　ファティマの唐とう突とつな問いに、キアラは少し驚おどろいた表情を見せる。

「うちのヨハンナはあなたと同じ呪じゆ言げんを唱えるの。使う文字も同じだし。彼女の故郷がプラハだからもしかしてと思って」

「ヨハンナ……？　まあ、偶ぐう然ぜんですわね。わたくしが生まれたのはモラヴィアですが、わたくしの先祖はプラハに住まっていたと聞いております。わたくしの祖母がヨハンナと申しまして、希き代たいの呪術者だったそうです。私が赤子の頃までは一緒に暮らしていたのですが、魔女狩がりに追われて逃げ歩くうちに離ればなれになってしまったとか────」

「お祖母ばあ様さま？……まさか、同一人物じゃないでしょうね」

「祖母はわたくしと同じ緑の瞳ひとみに淡あわい金きん髪ぱつだったそうです。母は、わたくしがお祖母様似だとよく言っておりましたわ」

　ファティマは、じっとキアラを見る。ヨハンナの瞳は緑だったが、髪はすでに真っ白で若い頃ころは何色だったのかわからない。ファティマは想像力を働かせてヨハンナの顔の皺しわを取り、五十年近く若返らせてみようと試こころみたが、徒と労ろうに終わった。どう頑がん張ばっても、この妖よう艶えんな美女とヨハンナの顔が重ならないのである。

「違ちがうと思うわ。あなたがヨハンナの血を引いているとはとても思えない。うちのヨハンナはどちらかって言うと精コー霊ボルトの一族に近いのよ」

　ファティマは大げさに頭を振ふった。精コー霊ボルトとは身の丈たけ一フースほどの土精で、大きな目と茶色いシワシワした顔が特とく徴ちようである。

「まあ……」

　キアラはクスクスと笑った。しかし、その笑えみは長くは続かず、淋さびしい遠い目をする。

「お祖母様は相当な術者だったといいますから、魔女狩りの目をかいくぐり、どこかで生き延びているかもしれません。生きているのならお会いしたいわ。お祖母様はわたくしの両親や妹たちが亡なくなったことを知らないはず。せめて母のことを伝えたいと思うのですよ」

「会えるといいわね……」

　ファティマにはそれ以上の言葉が見つからなかった。
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「ザヴェリオさん、カルロさん、お願いだから目を覚ましてっ！」

　迫せまる茴うい香きようの杖つえをひらりと舞まってかわし、シオンは杖の柄えの方でザヴェリオの腹をドンと突つく。シオンは軽く突いたつもりだったが、ザヴェリオの巨きよ体たいが十エルレほども吹っ飛んでしまった。

「わっ！　ごめんなさい！」

　シオンは魂となった自分が、現うつし身である時の何十倍もの怪かい力りきを発はつ揮きすることに驚いていた。

　魂が傷つけば、現世に残してきた体も無事では済まない。ベナンダンティに怪け我がをさせるわけにはいかなかった。しかし、悪魔に操あやつられたベナンダンティはシオンに対し、全く手加減しない。彼らは容よう赦しやなく鋭するどく先の尖とがった茴香の杖を、槍やりのように振り回して襲おそってきた。

　シオンの右手方向からは、若いベナンダンティが杖を突き出し、背後からはやや年かさの男が杖を振り下ろそうとしていた。シオンは、頭を沈しずめて右からの杖をやり過ごし、立ち上がりながら自分の杖を盾たてにして背後から迫る杖をはね除のけた。

「小こ僧ぞう！　いい加減に観念しやがれ！」

　シオンの前後左右からベナンダンティの杖が同時に突き出された。しかし、四本の茴香に串くし刺ざしになるはずのシオンの姿は突とつ然ぜん消え、標的を見失ったベナンダンティは啞あ然ぜんとする。

「上だ！」

　シオンは垂直に飛んでいた。そのまま空へ向かって飛ひ翔しようする。ベナンダンティらが一いつ斉せいにシオンを追った。

「どうしよう……」

　このまま逃にげ切ることは容易たやすい。シオンの魂はベナンダンティらの数倍も速く飛ぶことができたのだ。逆に、彼らを殲せん滅めつすることも今のシオンにとってはそう難しいことではなかった。しかし、それはできない。シオンは彼らを連れて現世に戻らなくてはならなかった。

「このまま無む駄だに時間を過ごしてたら、現世への通路が閉じちゃう」

　全員を思いっきり叩たたきのめし、失神させて連れ帰ろうかとも思ったのだが、

「魂って、殴なぐれば気絶するのかな？」

　誤って死なせてしまうかもしれないと、シオンは自分の思いつきを却きやつ下かした。

「術が解ければ一番いいんだけど……」

　術を解くには、術をかけた本人が解くのが一番早く確実である。または、術をかけた者が死ねば、自然に術は解ける。

（エンデュミオン…………）

　シオンは唇くちびるを嚙かんだ。この術の匂においは、エンデュミオンのものだ。最初に危き惧ぐしていた通り、彼はやはり悪魔の手先だったのだ。これは、おそらくファティマとグランディエを引き離はなすための罠わな。エンデュミオンはそのためにグランディエを慕したっているふりをして、館やかたに現れたのだ。

　シオンは、いらぬ焼き餅もちを焼いたエンデュミオンの仏ぶつ頂ちよう面づらや、剣けんの稽けい古こでシオンを負かした時の誇ほこらしげな笑えみを思い出す。

（みんなお芝しば居いだったなんて……）

　憤いきどおりよりも哀かなしさの方がシオンの心を占しめていた。騙だまされていたとしても、自分にはエンデュミオンを滅ほろぼすことはできない。

　追ってくるベナンダンティを時々振り返りながら、シオンは他ほかの方法を考える。

　他の者が術を解こうとするなら、術をかけた者の呪じゆ力りよくよりも解く者の呪力が強くなければ術は解けない。今のシオンには、現し身の時の何十倍もの呪力がある。

「とにかく、やってみよう」

　シオンは、飛びながら解かい呪じゆを唱え、両りよう掌しようの間に光の球を練ねった。徐じよ々じよに飛ぶ速度を落とし、ベナンダンティを引きつける。彼らの気配が間近に迫った。

「今だ！」

　シオンは振り向きざま、掌てのひらの光球をベナンダンティに投げつけた。光の球はベナンダンティたちにぶつかり、暗い空に火花を散らした。

「ギャッ！」

　ベナンダンティらが弾はじけ飛んだ。

（うまくいった!?）

　しかし、彼らはふらつきながらも体勢を整え、再びシオン目指して宙を翔かけて来た。

（やっぱり……だめだった？）

　シオンはくるりと旋せん回かいし、ベナンダンティから遠ざかる。

　エンデュミオンの人心を操あやつる能力は生なま半はん可かなものではなかったらしい。呪力の強さというより、技術の問題だったのかもしれない。

（もう、こうなったら………）

　技術でエンデュミオンに勝てないのだったら、力でいくしかない。

　シオンは新たな呪しゆを唱え、掌に光の球を練った。

「目覚めよ、ベナンダンティ。お前たちは神に選ばれた戦士。ライオンの旗を掲かかげ、茴香の杖を持って悪魔と戦うのだ。そして、お前たちのフリーウリの豊ほう穣じようを神に祈いのり、現世に戻って土地を耕し麦を蒔まき、牛を飼い……」

　山や羊ぎも飼っているのかなと、シオンは少し考えたが、

「あー、もういいや、とにかく、現世へ戻るのだ！」

　叫びながら、光の球をベナンダンティに向かって投げた。

　光はベナンダンティを包み、やがて弾けた。細かい光の粒つぶが消え去ると同時に、ベナンダンティたちの表情が変わる。

「俺たちは神に選ばれた戦士…………」

「悪魔と戦い、神に豊穣を祈り………」

　ベナンダンティらは、辺りを見回す。何かの気配を感じたのか、彼らは同じ方向を見つめた。

「──行くぞ。悪魔を打ち負かして、現世へ戻るんだ」

　ザヴェリオがライオンの旗を高く掲げ、地平の彼方かなたを目指して飛び立った。

「おう！」

　他のベナンダンティも勇いさましい声を上げ、ザヴェリオに続く。

　その様子を見て、シオンはホッと息を吐はいた。シオンにはエンデュミオンのかけた術を解くことができなかった。だから、それ以上に強い力で新たな術をかけたのである。

（生身の体だったら、こんな力任せの技わざは通用しなかっただろうな）

　ともかく、うまくいってよかったと安あん堵どの表情を浮かべ、シオンは彼らの後を追った。
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　何千というヨシャパテの悪魔が、十と重え二十はた重えにグランディエを取り囲んだ。悪魔は四匹ひきの黒い小こ鬼おにの描えがかれた紅あかい旗を掲げていた。

　悪魔の軍団の長らしき堕だ天てん使しが一歩前に進み出る。その悪魔は甲かつ冑ちゆうを身につけていた。白い盾には天てん秤びんの浮き彫ぼりが施ほどこされている。

「御ご苦く労ろうだった」

　彼はエンデュミオンに声をかけた。エンデュミオンは黙だまってうつむき、膝ひざを折る。

　悪魔はグランディエに視線を戻し、口の端はしを吊つり上げて、

「久しぶりだな」

　ニヤリと笑った。

「お前、こんな所に流されていたのか？　俺はてっきりミカエルの側近に返り咲ざいていると思ってた」

　グランディエは剣の柄つかに手をかける。

「ミカエル様の御ご裁さい断だんを仰あおがずにあの女を始末しようとしたのだ。仕方あるまい」

　天界の大戦は、御み子こが神に背そむいてまでリリスを欲ほつしたことに端たんを発する。戦いの最中、彼は争いの火種となったリリスを抹まつ殺さつしようと企くわだてた。グランディエが彼女を安全な場所へかくまおうと煉獄シエオルを訪おとずれた時のことである。そこへ彼女を曙あけぼのの御子の許もとへ連れ去ろうとした御子の配下の者が現れ、三みつ巴どもえの戦いとなった。神の雷いかずちが落ちたのはその直後のことだった。その時にグランディエは翼つばさを折り、エデンの警護を怠おこたった咎とがで地獄ハデスに封ふうじられたのである。

「とは言え、さすがに私もこの流る刑けい地から解き放たれたいと思うようになったぞ」

　ミカエルの忠ちゆう臣しんであった彼も極ごつ寒かんの流刑地へ封じられ、今は御子の傘さん下かに入り、大いなる深しん淵えんの鍵かぎを求めているのだった。

「丁ちよう度ど良い。あの時の決着をつけようぞ」

　悪魔はスラリと剣を抜ぬいた。背後の悪魔たちは色めき立ったが、

「手を出すでない」

　彼の制止に水を打ったように静まりかえる。

「急いでいるんだ。そこを通してくれ……って言っても無理か」

　グランディエも剣を抜いた。

　永い時間ときを経て、二人は再び相まみえた。目的は同じ、一人は女を守るために、一人は女の命を奪うばうためであった。

　二人の堕天使の放つ気で、ヨシャパテの空に黒雲が渦うずを巻いた。取り囲む悪魔の軍団も、二人を振ふり仰ぐエンデュミオンも息を吞のむ。

　ザーッと凍こごえる風が吹ふき付けた。

　最初の一手を振りかぶったのは、甲冑の天使だった。

　ガキッ！

　甲冑の天使が打ち下ろした剣をグランディエの剣の鍔つばが受け止める。
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　赤黒い空に、青い火花が散った。

「ミカエルも頭が固いよな。お前ほどの忠ちゆう義ぎ者ものを流刑に処しよすとは。アディ──」

　名を呼ぼうとしたグランディエを、甲冑の天使は遮さえぎった。

「アルレッキーノと呼んでくれ。私も貴様のことはグランディエと呼ぼう」

「いやー、真の名で呼ばせたくないなんて、ほんとに、堕天したんだねえ」

　鍔を捻ひねって相手の剣を撥はね上げ、グランディエは間合いをとる。

「ここには度たび々たび人間が訪おとずれる。彼奴きやつ等に真の名を知られたくはない」

「そういえば、何で人間相手に剣の団体戦やって、豊作なんか約束してやっているんだ？」

　剣を構え直し、アルレッキーノはふんと薄うすく笑った。

「ベナンダンティどもが、勝手にそう思いこんでいるだけだ。こちらも斎さい日じつの間だけは縛いましめが解ける。少しは羽を伸のばして遊んでも構わぬだろう？　普ふ段だんは、氷こおり漬づけで身動き一つできぬのだからな」

「それで、ベナンダンティにこのことを誰だれにも知らせるなと口止めしていたのか」

「我らのささやかな娯ご楽らくを天界の者に知られて、年中無休で氷漬けにされてはかなわぬ」

「確かに、それは寒そうだ」

　白銀に輝かがやく翼を大きく一つ羽ばたかせ、グランディエは一気に間合いを詰めた。右脇わきを狙ねらって薙ないだグランディエの剣を白い盾たてがはじき飛ばす。両者は飛び退すさり、再び対たい峙じした。

「お前は地獄で燻くん製せいにされていたそうだな。さぞ暖かかっただろう？　うらやましい話だ」

「氷漬けとどっちが良かったかなあ。難しい選せん択たくだ」

「選択の余地はない。お前はこの先、私たちとともに氷漬けだ」

「冗じよう談だんじゃない」

　グランディエはわざとらしく寒そうに身み震ぶるいした。

「安心しろ。それも長くはない。彼女──リリスが、大いなる深淵の扉とびらを開けるまでの辛しん抱ぼうだ」

　アルレッキーノの剣が閃せん光こうの速さでグランディエに迫せまった。







　ベナンダンティの後を追ってヨシャパテの空を翔かけていたシオンは、地平の彼方に悪魔の大軍を発見した。紅くれないの地に四匹の鬼が描かれた旗が無数に翻ひるがえっている。

　悪魔は何かを取り囲むように円えん陣じんを組んでいた。

　シオンの背筋にぞっと鳥とり肌はだが立った。

　円の中心から凄すさまじい闘とう気きが暗い空を焦こがすほどに熱く立ち上っていた。

「グランディエ……」

　闘気の一つは間ま違ちがいなくグランディエだった。

　ベナンダンティたちが宙で停止する。

「悪あく魔まの軍団を発見したぞ。さあ、今こそ彼奴等を倒たおし、豊ほう穣じようを祈いのるのだ！」

　ライオンの旗を勢いよく振り回し、ザヴェリオが叫さけんだ。

「あの……現世に早く帰りましょう……」

　シオンの言葉は彼らの耳には入らない。シオンとしては、「現世に戻る」を強調して術をかけたつもりだったが、前置きの「茴うい香きようの杖つえを持って悪魔と戦う」の部分もしっかり効きいていたらしい。このまま現世に戻るよう術をかけ直すこともできたが、シオンは数百年の長きに亘わたって悪魔と戦ってきたベナンダンティの歴史に賭かけてみることにした。彼らには呪じゆ力りよくがあり、今まで悪魔と戦って、皆みな生きて帰ってきたのだ。

（グランディエをあのまま放ほうってはおけないもの）

　シオンは杖を握にぎり締しめ、悪魔の輪の中に突とつ撃げきするベナンダンティたちの後に続いた。

「うおおおおおおっ！」

　杖を振りかざし、怒ど号ごうと共に突つっ込んでくるベナンダンティに、悪魔たちの円陣が乱れた。

　ザヴェリオの言葉通り、悪魔は茴香を嫌きらった。彼らはベナンダンティの持つ杖に触ふれぬよう素す早ばやく間合いをとったのである。尻しり込ごみする悪魔に、ベナンダンティたちは容よう赦しやなく茴香の杖を振り下ろす。ザヴェリオは旗の柄えを槍やりのように使って悪魔を突いた。

　シオンもベナンダンティに交じって悪魔の陣に斬きり込んだ。

　悪魔の一人が、禍まが々まがしい両もろ刃はの剣を両手に構え、鋭するどい突きを入れて来る。シオンはスッと横に飛んで突きをかわすと、剣を持った悪魔の手首を杖で叩たたいた。悪魔は「ギャッ」と叫ぶと剣を取り落とし、そのまま剣と共に落ちていく。次の瞬しゆん間かんには、横合いから薙がれた斧おのを蹴け飛とばし、斧の主の眉み間けんを杖でたたき割っていた。

　茴香の杖は、シオンの予想以上に威い力りよくを発揮した。杖の先せん端たんが触れただけで、悪魔は反はん撃げきするどころか飛ひ翔しようする力さえ失い、次々に地面へと落下して行くのである。さすがに滅ほろぼすまでには至らないようだが、落ちた悪魔たちは地面に這はいつくばったまま、起き上がらない。

　二十名余りのベナンダンティも果か敢かんに戦っていた。ヨシャパテの黒い大地に、力ちから尽つきた悪魔が累るい々るいと折り重なっていく。

　しかし、とにかく敵の数が多すぎた。シオンはグランディエの側そばまで行きたいのだが、行く手を阻はばむ悪魔は、斬っても突いてもきりがない。生身の時とは異なり、疲つかれを感じることはなかったが、焦あせりと不安が増してきた。

（穴が閉じる前に、グランディエと合流して現世に戻らなきゃ）

　シオンは、悪魔が数にものを言わせて時間を稼かせいでいることに気付いた。キアラがヨシャパテと人間界との間に通路を確保しておけるのは日にち没ぼつまでである。それまでグランディエを引き留めておくのが悪魔の目的だったのだ。

　シオンは咄とつ嗟さに辺りを見回す。一番近くにいる味方は、聖なるライオンの旗を振り回して悪魔を叩き落としているザヴェリオだった。

「ザヴェリオさん！」

　シオンは、次々と襲おそいかかる悪魔を杖で薙なぎ倒しながら、少しずつザヴェリオに近づいて行った。

「──刻限だ。引き揚あげなければ」

　現世に残してきた体が、魂たましいを呼んでいるのだろうか。シオンも無む性しように人間界に戻りたいと感じていた。

「わかってます。でもその前にグランディエを連れて来なくちゃ。僕を援えん護ごしてください」

　シオンは、杖を振り回す手を休めず、悪魔軍団の中心に顔を向ける。シオンのかけた術のせいか、ベナンダンティの心意気が目覚めたのか、

「うむ」

　ザヴェリオは頷うなずくと、

「みんな！　今日こそは敵将アルレッキーノを討うち取るぞ！」

　天に響ひびき渡る激声で仲間を呼び集めた。

「おう！」

　散らばっていたベナンダンティたちが、集まってきた。そして、シオンを取り囲むようにして悪魔を打ち払はらい、円陣の中心へと道を切り開いていく。

　円陣の中央では、グランディエとアルレッキーノが凄すさまじい剣けん戟げきを繰くり広げていた。

「グランディエ！」

　シオンの声に、グランディエの視線がシオンを向いた。しかし、それも一いつ瞬しゆんのことだった。白い甲かつ冑ちゆうの堕天使は、グランディエにシオンの呼び声に応じるだけの隙すきを与あたえない。シオンやベナンダンティたちも、一いつ騎き打うちを邪じや魔まさせまいとする悪魔らの激しい攻こう撃げきを受け、それ以上進むことができなかった。

　グランディエも視界の隅すみに、悪魔と揉もみ合うシオンとベナンダンティたちの姿をとらえていた。シオンはしきりにグランディエを呼んでいる。

　この場は退ひいて人間界に戻るのが先決だと、グランディエにもわかっていた。

「くそっ！」

　打ち下ろされるアルレッキーノの剣を眉間すれすれの所で受け止め、グランディエは歯を食いしばる。

「剣の腕は衰おとろえてはおらぬようだが、その翼つばさではもう限界だろう」

　額に汗あせを浮かべながらも、アルレッキーノは嗤わらった。グランディエは、アルレッキーノの剣を見切ることはできたが、折れた右の翼がもうほとんど動かなかったのだ。

「グランディエ、負けを認めろ。そして御み子この下もとでその剣の腕を揮ふるえ。昔のように。あの女が大いなる深しん淵えんの扉を開けさえすれば、癒いえぬ翼の痛みに苦しむことも、我らが差し向ける刺し客かくと戦い続ける必要もなくなる。彼女とて御子の寵ちよう愛あいを受け、安楽な日々を送れるのだぞ。その方が彼女も幸せだとは思わぬか？」

　ギリギリと剣を押す力を弱めることなく、アルレッキーノは甘い声で低くささやく。グランディエはそれには応こたえず、一いつ旦たん体を引くと勢いをつけて悪魔の刃やいばを弾はじき返した。

「シオン！　ベナンダンティを連れて早く現世へ戻れ。ファティマが危ない！」

　グランディエは叫んだ。

「え!?　なに？」

　絶え間なく襲ってくる悪魔に応戦しているシオンには、グランディエの言う意味がわからない。

「いいから、早く行け！」

　二手、三手の斬ざん撃げきを受け止めながら、グランディエは繰り返して言う。

「だめだよ、グランディエ。悪魔たちはグランディエをここへ閉じこめるつもりだよ！」

　シオンはなおもグランディエに近づこうと、追いすがる悪魔を必死で振ふり払った。

　グランディエは、小さく舌打ちする。シオンは知らないのだ。エンデュミオンがこのヨシャパテに封ふうじられていたことを。そして、悪魔が決して脱だつ出しゆつできないこの流る刑けい地から、彼がなぜ人間界に降りることができたかを──。

　グランディエは軋きしむ翼を無理矢理羽ばたかせて、シオンの方へ飛ぼうとした。彼の翼から背へと、神の雷いかずちが落ちた時と同じほどの激痛が走った。

「つっ！」

　痛みはグランディエの飛翔を一瞬遅おくらせた。その隙をアルレッキーノは見み逃のがさなかった。

「死ねい！　裏切り者め！」

　鋭い突きが、グランディエの背を襲う。グランディエは咄とつ嗟さに身を捻ひねったが、アルレッキーノの剣はグランディエの健在な方の左さ翼よくを貫つらぬいた。

「グランディエ！」

　シオンは悲痛な叫びを上げた。グランディエは声もなく地面へと落下していく。アルレッキーノが止とどめを刺さそうと急降下していた。

「このっ！」

　シオンは、渾こん身しんの力を込めて、手にしていた杖つえをアルレッキーノに向かって放った。

「ぐわっ！」

　茴香の杖が、アルレッキーノの腹に突き刺さった。彼は剣と盾たてを取り落とした。鎧よろいの隙すき間まからエーテルがこぼれ落ちる。

「……小こ僧ぞう」

　憎ぞう悪おに燃える瞳ひとみがシオンに向けられた。

「来るなら来い。今度は僕が相手だ」

　シオンは進み出て、アルレッキーノの前に立ちはだかる。

「おぬし……ただの人間ではないな……」

　シオンの魂が放つ陽ひの光のような輝かがやきに、アルレッキーノは眩まぶしそうに目を細めた。彼は、ギリギリと歯ぎしりをしながら、腹に刺さっている茴うい香きようの杖に手を掛かけ、ぐっと引き抜ぬく。杖に力を吸い取られたのか、アルレッキーノはよろめいた。

「今回は私の負けだ……」

　杖を手にしたままアルレッキーノは力無く呟つぶやく。その様子を見てシオンがほっと息をついた途と端たん、

「──甘いな、小僧！」

　突とつ然ぜん、アルレッキーノは茴香の杖を下に向かって投げつけた。鋭く削けずられた先端は、地面に倒たおれ伏ふすグランディエに向いていた。

「グランディエ！」

　シオンは飛び出した。シオンの飛翔は杖の落下速度を凌しのいだが、すでに杖はグランディエに届かんとしていた。

（間に合わない！）

　シオンが心の中で悲痛な叫びを上げた時、グランディエの上にサッと黒い影かげが覆おおい被かぶさった。

　ドスッ！

　杖は鈍にぶい音を立てて、グランディエに被さった黒くろ髪かみの少年の背に突つき刺さった。

「エンデュミオン！」

　シオンは傍かたわらに降り立った。茴香の杖はエンデュミオンの背を貫いている。

「君、どうして……」

「エンデュミオン……お前」

　グランディエは、半身を起こし、自分の盾になった者を抱かかえ直した。茴香の杖は容よう赦しやなくエンデュミオンの力を吸い取り、彼の顔色は見る間に艶つやを失っていく。

「待って、すぐに杖を抜くから」

　シオンは、根本近くまで刺さっていた杖を引き抜いた。穴の開いた背中から、大量のエーテルが散っていく。

「どうしよう……どうしたら……」

　シオンはうろたえたが、考えている暇ひまはなかった。頭上から無数の悪魔が襲いかかって来る。

「こっちは僕が引き受けるから、グランディエはエンデュミオンを──」

　シオンは、引き抜いたばかりの杖を構えて飛び立った。

「すぐに傷を塞ふさいでやる」

　グランディエは、エンデュミオンの背に手を当てたが、無む駄だなことはわかっていた。彼の体はすでに手足の先から崩くずれ始めていた。

「……やっぱり、……あなたに滅ほろんでほしくない……」

　息混じりの声でエンデュミオンはささやく。

「……あなたは、僕があの蛇へびだって気付いてくれなかったけど……狼おおかみに襲おそわれて、助けてもらって、……あなたをヨシャパテへ閉じこめたくないって思ったんだ。……だから霧魔ネーベルや農夫たちに邪魔をさせた。ここへ来ることができないように……あの洞どう窟くつの儀ぎ式しきの間にも入れたくなかった……でも、だめだった。僕は、呪じゆ力りよくが弱いから、あの人の方が強くて……逆らえなかったんだ。ごめんね……」

　エンデュミオンは苦しい咳せきをする。エーテルが口の端はしからもこぼれた。

「わかってる。もう喋しやべるな」

「……エヴァのことも、謝あやまりたかった……僕のせいであなたが罰ばつを受けて……あなたが責任を問われるとわかってた……けど、御子の命令に逆らえなかった」

「お前のせいじゃない」

　エンデュミオンは微かすかに笑えんだ。

「でも最後に……僕は御主人に逆らえた……間に合って……よかった」

「ああ、お前のおかげで助かった。感謝してる」

　グランディエの腕からサラサラとエンデュミオンのエーテルがこぼれ落ちていった。

「……地上で、どこか暖かくて明るい所で……暮らしたかった……」

　エンデュミオンの藍あい色いろの瞳から涙が溢あふれた。

「……あなたと……一いつ緒しよに……」

　グランディエの腕からエンデュミオンは消えてなくなった。グランディエは空になった自分の手をしばらく見つめた。

「……俺のことなんか、放ほうっておけばよかったんだ。馬ば鹿かな夢を見るから、こんな目に……」

　グランディエは、その拳こぶしをギュッと握にぎり、遥はるか彼方かなたの空に視線を移した。冷たいほどに表情はなかったが、銀の瞳は暗く燃えていた。

　彼は剣を拾うと、動かぬ翼つばさを無理矢理羽ばたかせた。目の前が暗くなるほどの激痛が襲ってきたが、彼は構わず飛ひ翔しようした。そして、鎧に開いた穴を押おさえつつ戦線から離り脱だつしようとしているアルレッキーノを追う。

「アルレッキーノ！」

　振り返ったアルレッキーノは、燃える銀の瞳に射い竦すくめられたように立ち止まった。アルレッキーノには、凄すさまじい気き魄はくで迫せまるグランディエの剣を避よける術すべがなかった。

　白い兜かぶとごと、アルレッキーノの眉み間けんが断たち割られた。

　エーテルを撒まき散らしながら落下していくアルレッキーノに、止とどめを刺そうとグランディエはなおも跡あとを追おうとした。しかし、

「グランディエ！　戻ろう！」

　シオンに腕をつかまれる。グランディエは地上を這はいずるアルレッキーノを一いち瞥べつすると、

「……ああ、そうだな」

　旋せん回かいし、シオンと共に現世への通路へと向かう。今はファティマの許もとへ戻るのが先だった。

「エンデュミオンは？」

　シオンの問いに、グランディエは、

「……滅んだ」

　とだけ、答えた。

「そう……」

　シオンは、ベナンダンティにかけられていたエンデュミオンの術が解けたのを知り、「もしや」と思っていたのだが、それでも確かめずにはいられなかった。

「僕、目の敵かたきにされてたけど、本当は優やさしかったし、ずっと年上の堕だ天てん使しなのに、友だちみたいな感じで……これから一緒に魂たましいの捜そう索さくができたらいいなって、思ってた」

　シオンは濡ぬれた頰ほおを拳で拭ぬぐう。

「そうだな……」

「彼、ほんとに、グランディエのことが好きだったんだね……」

　声を詰つまらせるシオンに、グランディエは答えなかった。







　刻限が迫っていた。暗いヨシャパテの空が白く凍こおり付き始めていた。

　ベナンダンティは、本能に従って現世への入り口へとまっしぐらに向かっていた。

　シオンはグランディエを支えながらベナンダンティの後を追う。

　悪魔たちは追って来なかった。エーテルを凍らせる冷気がすぐそこまで迫っていたのだ。

「っつ……」

　気温の低下で、グランディエの傷ついた翼の痛みが更さらに増したようだった。

「もうすぐだよ、頑がん張ばって」

　シオンはすっかり冷たくなったグランディエを抱え直し、飛翔の速度を上げる。

　ベナンダンティたちが、現世への通路があるはずの場所に降り立った。しかし、彼らは通路に飛び込まず、立ち尽つくしたまま困こん惑わくした表情で互たがいに顔を見合わせている。

「どうしたんですか？」

　一足遅おくれてシオンが到とう着ちやくすると、ザヴェリオがごつい顔を更に険しくして振ふり返った。

「坊ぼうや、通路が閉じている」







　６　帰き還かん




　じっと天てん井じようの黒い渦うずを見つめていたキアラは、おもむろに口を開いた。

「ファティマ殿どの。申し訳ありませぬが、馬に飼かい葉ばと水を与あたえていただけませんか」

「え？　ああ、いいわよ」

　突然、馬の世話を頼たのまれてファティマは少々驚おどろいたのだが、自分たちやベナンダンティの馬が、洞窟の外に繫つながれていることを思い出して納なつ得とくした。ベナンダンティらがヨシャパテに出立する前に与えた水や飼い葉は尽つきている頃ころだろう。

「そのような雑用をお願いするのは心苦しいのですが、いつベナンダンティが帰って来るかわかりませぬ。わたくしは、彼らが戻る時に導かねばなりませぬ故ゆえ」

　キアラは、本当に申し訳なさそうに言う。

「気にしないで。馬の世話くらい私にもできるわ」

「厩うまやの裏に、井い戸どがあります。飼い葉は厩の端に積つんでありますので」

「わかったわ」

　ファティマは、燭しよく台だいを一つ手にすると儀式の間を出た。







　陽ひはすでに西にあった。点在する鍾しよう乳にゆう石せきの影かげが、アッザーノの乾かわいた大地に長く伸のびている。日にち没ぼつまであと一時間もないだろう。

（無事に戻って来て）

　祈いのるような気持ちで陽を仰あおぎ、ファティマは厩へ向かった。

　水を汲くもうと桶おけを手にしたところで、ファティマは考え直した。二十数頭の馬に水をやり、飼い葉を与えていたのでは日が暮れてしまう。吞のん気きに馬の世話をするだけの気持ちのゆとりが今のファティマにはなかった。

「ま、いいか。誰だれも見てないし」

　ファティマは、水の精と数匹ひきの精コー霊ボルトを喚よび出し、

「馬に水と飼い葉をやってちょうだい」

　と命じた。

　水の精は井戸に飛び込んだ。井戸から噴ふん水すいのように水柱が上がる。水は生き物のように宙を飛び、厩を巡めぐって馬の前に置かれた桶に入っていく。精コー霊ボルトたちは小さな手で飼い葉を抱かかえて、せっせと餌えさ箱ばこに運んだ。

　精コー霊ボルトたちの作業を見守っていたファティマは、ふと別の呪しゆの気配を感じた。

（誰かが術を使っている……？）

　神経を研とぎ澄すまし、術の源を探さぐる。だが、呪の気配はあまりに微かすかで、術の源も呪の種類もわからない。術者が呪を唱えていることを巧たくみに隠いん蔽ぺいしているのだ。

　ベナンダンティたちが無事に戻り、キアラがヨシャパテの通路を封ふうじているのだろうか。しかし、それならば術を使っていることを隠かくす必要はない。

　ファティマは妙みような胸むな騒さわぎを覚えた。

「後は任まかせたわ。仕事が終わったら戻っていいから」

　精コー霊ボルトたちに声をかけると、ファティマは洞どう窟くつに駆かけ戻った。







　儀ぎ式しきの間の扉とびらは、内側から閂かんぬきが掛かけられているらしく開かない。

「キアラさん、どうしたの？　ここを開けて」

　ファティマは扉をドンドンと拳で叩たたいた。扉の向こうからの返事はない。キアラの身に何かあったのだろうか、もしやヨシャパテから悪あく魔まが逃にげ出して来たのではないかと思い、そこでファティマはある事実に気付く。

（……違ちがうわ。ヨシャパテへの道は、キアラが開けたもの。彼女が導かない限り、悪魔は通れないはず）

　馬に餌をやるのが少々遅れたところで馬が飢うえ死にするわけでもないのに、キアラは、この時刻にわざわざ馬の世話をファティマに頼んだ。そして、扉の閂を掛けたのだ。

（まさか……）

　ファティマは掌てのひらを上に向け、小さく呪を唱えた。掌に小さな光が点ともる。光は扉の隙すき間まから内側へ入り、閂の下に留とどまると蜻蛉とんぼのような羽を生やした妖よう精せいへと姿を変える。妖精は閂を持ち上げようと小さな羽を懸けん命めいに羽ばたかせた。閂が徐じよ々じよに持ち上がる。カタンと音がして、閂が外れた。

　ファティマは、その音を待ちかねたように勢いよく扉を開けた。

　魔方陣の中央にキアラが天井を見つめて立っていた。ベナンダンティとシオンは青白い顔で目を堅かたく閉じ、床ゆかに仰あお向むけに寝ねたままである。

　キアラの翠すい玉ぎよくの瞳ひとみがゆっくりとファティマに向けられた。ひどく冷たい眼まな差ざしであった。

　しかし、ファティマを驚きよう愕がくさせたのは、常に穏おだやかだったキアラの豹ひよう変へんぶりではない。

　なんと、天井の黒い渦がすっかり消えていたのである。

「……何をしたの……？」

　ファティマは、自分の声が震ふるえていることに気付く。

「見ての通りですわ。ヨシャパテの通路を塞ふさぎましたの」

「……なぜ？……ベナンダンティは……まだ……」

「そうね。彼らには気の毒なことをしましたわ。次の斎さい日じつには呼び戻して、ちゃんと煉獄シエオルへ送ってあげようとは思っていますのよ。あなたのシオン君もね」

「……なぜ……そんなひどい……」

　キアラは微び笑しようした。咲さき誇ほこる薔ば薇らのように艶あでやかでありながら、凍いてついた笑えみであった。

「これほど厳げん重じゆうに秘密にしてきたベナンダンティの儀式が、なぜ教皇庁の知るところとなったか、考えませんでしたの？」

「まさか、あなた……」

「そう、わたくしが密みつ告こくしましたの。他の魂のゼーレ捜索人・ズーヒアに行くはずだった教皇庁からの依い頼らい文をあなた宛あてにすり替かえたのもわたくし」

　チヴィダーレのモンテファルコ司教が「ヴェネツィアのマルコ殿が来るはずだった」と訝いぶかっていたのを、ファティマは思い出した。そして、キアラのもくろみを瞬しゆん時じに理解する。

「あなた方にここへ来てもらうため、グランディエを、あなたを守護するあの堕だ天てん使しをヨシャパテに閉じこめるためですわ」

　キアラの言葉を聞き終わらないうちに、ファティマは掌に地水火風の精霊を喚よび、方陣の四よ隅すみへ飛ばす。新たな結界を創造して自分でヨシャパテの通路を開け直すつもりだった。

　しかし、キアラが呪を唱えると、四つの精霊はことごとく撥はね返され、もの凄すごい勢いでファティマの許もとに飛んできた。

「！」

　ファティマは腕うでを交差して撥ね返ってきた精霊から顔を庇かばう。精霊たちはファティマの腕にぶつかり、バチッと火花を散らして消えた。腕を下ろしたファティマは、炯けい々けいとした黄金の瞳でキアラを睨にらむ。

「グランディエをヨシャパテに閉じこめて、狙ねらいはやっぱり私？」

「もちろんですわ。あなたの魂は大いなる深しん淵えんの扉の鍵かぎなのですってね。この後はわたくしがあなたの魂を取り出してもいいですし、生身の体ごとあなたを悪魔に引き渡わたしてもいいですし、グランディエさえいなければ、どちらも容易たやすいことですもの」

「あなたには、悪魔の刻印はなかったのに……」

　キアラを全面的に信用していた自分の迂う闊かつさに、ファティマは唇くちびるを嚙かむ。

「ええ。契けい約やくなどしておりませんわ。わたくし、縛しばられるのは嫌いやですもの。一いつ時とき、悪魔に手を貸したに過ぎません」

「手を貸したって……あなた、罪もないベナンダンティの命が犠ぎ牲せいになるのを承知で、こんなことに手を貸したの!?」

「大いなる深淵に封じられた悪魔たちが地上に顕けん現げんすれば、どのみちベナンダンティは滅ほろびましょう。彼らが煉獄シエオルに行くのが少しばかり早まっただけのこと。大したことではありませぬ」

　こみ上げてくる怒いかりに、ファティマの肩かたが震える。

「大したことないですって!?」

　ファティマは掌に火ロラマ竜ンドリを喚び、キアラに投げつけた。火竜は炎ほのおの螺ら旋せんを描えがいてキアラを吞のもうとする。キアラは瞬時に障しよう壁へきを張り、火竜を撥はね返した。

「ベナンダンティはあなたを信しん頼らいしていたのに！　暖かい寝ね床どこと食事を与あたえてくれたって言ったのはあなたじゃないの！」

　ファティマは二匹目三匹目の火竜を次々と召しよう喚かんし、キアラにぶつけた。

「あなたには、わかりませぬ！　わたくしの父母が、幼い妹たちが、一族の者がどんな仕打ちを受けたか。一人生き残ったわたくしが、どんな思いで今まで生きてきたか」

　キアラは掌に水すい霊れいを喚んだ。

「わたくしは絶対に許しませぬ！　神の名のもとに、大した吟ぎん味みもせず、わたくしの家族を惨ざん殺さつした者たちを」

「その人たちとベナンダンティは関係ないでしょ！」

　ファティマは叫んだが、

「──わたくしは、神に追従する者全すべてが憎にくいのですよ」

　キアラは凄せい絶ぜつな笑みを浮うかべた。

　一いつ旦たん障壁を解いたキアラは、ファティマが放つ火竜に向かって水霊を差し向ける。火竜と水霊は相そう殺さいされ、もうもうと上がる水蒸気と共に両者は霧む散さんした。

「あなたの魂が大いなる深淵の扉を開けば、わたくしの復ふく讐しゆうは成し遂とげられます。それには、グランディエが邪じや魔まなのですよ」

　火竜と水霊が巻き起こした水すい煙えんの中からキアラが現れた。ファティマはギュッと拳こぶしを握にぎり、キアラと対たい峙じする。

「全部、罠わなだったのね。エンデュミオンもあなたの差し金？」

「ええ、最初からこういう計画でしたの。エンデュミオンがヨシャパテに封じられていたのをご存じでした？　夏の精霊降臨の斎日に彼をヨシャパテから出したのはわたくし。そうするように、アルレッキーノというヨシャパテの悪魔から頼たのまれましたの」

　キアラは笑みを浮かべた。

「ヨシャパテの悪魔を全て解放することもできますが、そんなことをしたら天界が黙だまっていませんでしょう？　天界に気付かれぬよう、そっと大いなる深淵の鍵を手に入れねばならないんですの」

　キアラの掌に薄うす紅べに色いろの薔薇が咲いた。薔薇から花弁が一枚ずつ離はなれ、ひらひらと舞まっていく。花弁は尽つきることなく次々と生まれ、視界を遮さえぎるほどに宙を舞った。

　そのうちの一枚が、スッとファティマの頰ほおに触ふれる。花弁の触れた場所に朱しゆの一線が引かれた。白磁の肌はだに赤い血が玉となって滑すべる。可か憐れんな花弁は鋭えい利りな刃やいばだったのだ。薄紅色の刃がファティマを取り囲んだ。

「大いなる深淵の扉は、絶対に開かせない！」

　ファティマは握っていた手を開き、無数の虹にじ色いろの蝶ちようを宙に放った。蝶は羽ばたき、虹色の鱗りん粉ぷんが振ふりまかれた。鱗粉が薔薇の花弁に落ちると、花弁はたちまち色を失い、干ひ涸からびて洞ほら穴あなの床に落ちていく。

　薄紅色の花弁と虹色の蝶が、ロウソクの炎に照らされて橙だいだい色いろに染まる鍾しよう乳にゆう石せきの洞どう窟くつに渦うず巻まいた。音もなく、花弁は蝶を切り裂さき、蝶はその鱗粉で花弁を枯からせた。

　花弁と蝶とが無言の戦いを続けている隙すきに、ファティマは再びヨシャパテの通路を開こうと試みる。刻限が迫せまっていた。日にち没ぼつを迎むかえれば、ヨシャパテへの通路を開けることはできない。

「サラティール、アギオス、テヒリオス、ペライリトス──汝なんじの使い手にして汝の下僕たる我は汝を召しよう喚かんす……」

　地水火風の四つの精霊が、方陣の四隅に取り付いた。ファティマは呪しゆを紡つむぎ続ける。

「汝、水と火と風と地による者よ。全ての聖なる者よ。出いでて異界の扉とびらを開け！」

　鍾乳洞の白い天てん井じように、黒い靄もやがわだかまる。しかし、それは渦うずには成長しなかった。先刻、ヨシャパテの通路を閉とざしたキアラの呪じゆ力りよくと、今、通路を開けようとしているファティマの呪力が拮きつ抗こうしているのだ。

（この人……侮あなどれない……）

　ファティマは全身全霊の力を振り絞しぼって呪を唱えた。ファティマの白い額に汗あせが浮く。黒い靄もやは少しずつ濃こさを増してきた。

（もう、少し……）

　ファティマが最後の一句を唱えようとした時だった。

「およしなさい。坊ぼうやがどうなってもいいの？」

　キアラの一いつ喝かつが洞どう穴けつ内に響ひびく。薄紅色の花弁と虹色の蝶の間かん隙げきを縫ぬってファティマが目にしたのは、

「シオン！」

　死んだように眠る少年の上半身を抱だき上げ、その喉のどに短剣を当てているキアラの姿だった。

「もうすぐ陽ひが沈しずみますわ。それまで大人しくしていてくださればよろしいのよ」

「……卑ひ怯きよう者もの」

　このまま呪を止めてしまえば、日没と同時にヨシャパテの通路は閉じ、次の斎さい日じつまで開けることはできない。その間に、シオンとベナンダンティの体は事こと切きれてしまう。呪を唱え続ければ、グランディエとベナンダンティは戻って来られるが、シオンはキアラの手にかかって命を落とす。どちらにしてもシオンを救うことはできない。

　外の明かりが差さぬ洞穴にいても、ファティマにはアッザーノの原野に陽が落ちようとしているのがわかる。

　ファティマは脚あしのガーターから短剣を抜こうとしたが、薔ば薇らの花弁がファティマの動きを封ふうじようと周囲を取り巻いた。

（グランディエ、ごめんなさい）

　ファティマは唇を嚙んだ。自分の魂が悪魔の手に渡っても、大いなる深淵の扉さえ開けなければいいのだ。まだ戦いようはあるとファティマは覚かく悟ごを決めた。

「わかったわ。私の負け」

　魂を渡すから、シオンとベナンダンティだけでもヨシャパテから喚よび戻してとファティマが言いかけたその時──。

　目も眩くらむような紅あかい閃せん光こうが洞穴内を満たした。

　ファティマは咄とつ嗟さに腕で目を覆おおった。

「キャアッ！」

　キアラの悲鳴が聞こえ、ファティマは目を開けた。方陣の中央に山や羊ぎの面を被かぶった堕天使が立っていた。キアラは儀ぎ式しきの間の扉を背に、肩で息をしている。

「……邪魔者はグランディエだけではなかったのですね」

　キアラの翠すい玉ぎよくの瞳ひとみが、憎ぞう悪おに燃えていた。

「わたくしは、絶対に諦あきらめませんわ。必ず大いなる深しん淵えんの扉を開かせ、教皇庁と彼らに隷れい属ぞくする者たちを滅ぼしてみせます」

　キアラは言い捨てると、ダッと扉の向こうに姿を消した。

「待っ──」

　ファティマは足を踏ふみ出しかけて止めた。キアラの跡あとを追いたいが、ヨシャパテの通路を開く方が先だ。そこへ、

「私が行こう」

　山羊頭の堕天使が進み出る。

「あなたは……」

　自分が生まれる時にグランディエと共にヨハンナの前に現れたという堕天使。以前、シオンの命を救ったのも彼だとファティマは聞いていた。

　彼は山羊の面を取った。

　燃える炎の色をした髪かみと同じ色の切れ長の瞳。性別のない堕天使にしては精せい悍かんな青年が、ファティマを優やさしく見つめていた。

　ファティマの胸に不思議な懐なつかしさがこみ上げて来た。堕天使は無言で跪ひざまずき、一礼する。

「あの……」

　ファティマは彼がここに現れた子し細さいを尋たずねようとして、彼の名を思い出せないもどかしさに口ごもる。堕天使は顔を上げ、ファティマに向かって笑えんだ。思いの外ほか、温かい笑みだった。ファティマは再び声をかけようとしたが、彼はザッと翼つばさを広げるとそのまま空気に溶とけるように姿を消してしまった。

　彼が誰だれなのか、なぜ懐かしく思うのか、考えている余よ裕ゆうはなかった。ファティマは天井の黒い穴を見つめると、呪の続きを唱えた。







「出口が開いた！」

　刻々と凍こおり付いていく世界におののき、斎日の終わりを本能的に感じて半ば恐きよう慌こう状態に陥おちいっていたベナンダンティたちであったが、現世への通路の復活に歓かん声せいを上げる。ベナンダンティたちは、吸い込まれるように黒い穴へ飛び込んで行った。

「急げ。もう時間がない」

　穴に飛び込む間ま際ぎわ、ザヴェリオが振り返った。シオンは頷うなずき、すっかり冷たくなったグランディエを支えて、頭から穴に突つっ込む。

　だが、通路に飛び込んだ途と端たん、パシッと嫌いやな衝しよう撃げきがあった。

「グランディエ！」

　シオンの手からグランディエの体が離れていた。流る刑けいに処せられた悪魔を逃のがさないよう、ヨシャパテには特別な結界が張られている。堕天使であるグランディエはその結界を越こえられないのだ。シオンは手を伸のばしグランディエの手をつかもうとしたが、シオンの魂たましいは現世に残してある本体に凄すさまじい勢いで引き寄せられ、その手は届かなかった。

「グランディエ！」

　闇やみの中に浮うかぶ白銀の翼が見る見るうちに小さくなっていった。

　──次の瞬しゆん間かん、シオンは自分が仰あお向むけに寝ねそべり黒い渦を見上げていることを知る。

「シオン、無事だったのね」

　ファティマが駆かけ寄ってきた。シオンはガバッと起き上がり、

「グランディエがまだ通路の中に。急がないと陽ひが沈んじゃう！」

　黒い渦を指さして叫んだ。

　ファティマは一瞬青ざめ、渦を見上げるが、次の瞬間には黄金の瞳に凜りんとした光を宿らせる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。何としても導いてみせるわ」







　グランディエは独り闇の中に取り残されていた。どちらを向いても黒一色に塗ぬりつぶされ、進むべき道がわからない。その上、彼はひどく凍こごえていた。翼は凍り付き、冷たさよりも気が遠くなるほど熱く痛んだ。

「……参ったな」

　朦もう朧ろうとしてくる意識の中で、唯ゆい一いつ、翼の痛みだけが鮮せん明めいだった。その痛みが過去の記き憶おくを蘇よみがえらせる。

　それは、永えい劫ごうと言えるほどの長い時間、業ごう火かに晒さらされていた地獄ハデスの記憶だった。




　最初、名を呼ばれても誰のことかわからなかった。

　それほどまでに、身も心も苦痛に耐たえることに疲つかれ果てていた。

　長い金色の巻き毛の天使が持っていた白い百合ゆりを見て、彼女の花だと思った。

　それでようやく、目の前に降り立った天使がガブリエルだと気付いた。

　──リリスを再び人として生まれさせようと思います。

　天使が何を言っているのか理解するまでに時間がかかった。

　──人として生まれ変われば、彼女は過去を忘れることができましょう。彼女の心を救う唯一の方法です。

　罪を、罰ばつを忘れ、再び人として生きる……たとえ犯おかした過あやまちは消えずとも、一時の安らぎが与あたえられる…………。

　一条の光が差したような気がした。

　──地上に降りる気はありませんか？　再びあの頃ころのように彼女を見守っていただきたいのです。ミカエルは未いまだ彼女を許してはおりません。ですから、ミカエルの軍に属さず、御み子この意にも従わなかったあなた方にしか頼たのめないのです。

　この地獄ハデスから逃れたいのではない。痛みと熱さから解放されたいのではない。

　彼女の笑顔を取り戻したい、そう願った。

　──人の世では御子の配下が悪魔となって叛はん乱らんの機会を窺うかがっています。彼らは大いなる深淵の鍵かぎを捜さがしています。彼女を守るのは容易たやすいことではないでしょう。それに、その折れた翼を元通りにすることまではできませんが、それでもよいと仰おつしやるならば。




　──覚悟はできている。

　自分はそう答えたはずだとグランディエは思い出す。

「ファティマ……」

　彼は凍いてついた指で懐ふところをまさぐった。指が、ヨシャパテに行く前にファティマに持たされた十字架クロイツを探さぐり当てる。十字架にはファティマの聖なる気が染しみ入っていた。その気がグランディエに新たな痛みを呼び起こす。

「つっ……」

　痛みはグランディエを覚かく醒せいさせた。十字架を握にぎる指からファティマの呪しゆが伝わってきた。彼はファティマが自分を喚んでいることを知る。

「待っていろ。すぐに戻もどる」

　グランディエは、呪の調べに乗って、凍こごえた翼を羽ばたかせた。







　シオンはじっと天てん井じようの黒い穴を見つめていた。背筋に冷たい汗あせが流れていた。研とぎ澄すまされた神経は、陽が原野の地平に隠かくれようとしていることを知らせる。

　シオンの傍かたわらでファティマが膝ひざをつき、目を閉じて一心に呪を唱えていた。二人の周囲には、魂の戻ったベナンダンティたちが、戦いの疲れを癒いやすかのように安らかな寝ね息いきを立てていた。

　黒い渦うずが次し第だいに縮まって行く。ヨシャパテとこの世をつなぐ道が閉とざされようとしていた。

「……グランディエ。戻って来て」

　シオンが祈いのるように呟つぶやいた時、闇の中に白銀に輝かがやく翼の影かげが浮かんだ。

「グランディエ！」

　歓かん喜きの声を上げた途端、ドサリとシオンの上にグランディエが落ちてきた。その勢いでシオンは仰向けに倒たおれ、したたか後頭部を床ゆかに打ち付けた。

「いたたた……」

　覆おおい被かぶさる翼の隙すき間まから、シオンは黒い渦が薄うすい靄もやとなって消えていくのを見る。

「間かん一いつ髪ぱつだったね。よかった──」

　打った頭の痛みと、安あん堵どとでシオンの目め尻じりに涙が滲にじんだ。

「お帰りなさい」

　ファティマが駆け寄る。

「……待ってくれ。熱い抱ほう擁ようは後にして……」

　息も絶え絶えの様子で、グランディエは片手を上げ、ファティマを制する。

「シオン君、お願い。……その体、ちょっと貸して。……もー限界なの」

　グランディエはシオンの上に力無く倒れ込んだ姿し勢せいのまま動けずにいた。その上、グランディエの体エーテルは半ば凍り付き、彼にのしかかられているシオンまで凍えそうなほど冷たかった。

　シオンが返事をするやいなや、グランディエの体は透とう明めいな光となってシオンに吸い込まれた。シオンがすっくと立ち上がる。

「さあ、ファティマ。熱い抱擁を」

　手を差し伸べるシオンからグランディエの声がした。

「……そのままヨシャパテで凍こおらせておけばよかったわ」

　ファティマは、拳こぶしを握り締しめて呟いた。




　　　　[image: ]




「人間つうのは過あやまちを犯すもんだ……」

　ファティマから詳しよう細さいを聞いたザヴェリオはポツリと言った。キアラの突とつ然ぜんの失しつ踪そうについて、ファティマは、生き残っているらしい祖母を尋たずねて旅に出たと、ベナンダンティたちを誤ご魔ま化かしたのだが、ザヴェリオだけは納なつ得とくしなかった。そこで仕方なく、大いなる深しん淵えんの鍵の部分を除のぞき、大おお凡よその真相を語ったのである。

「罪もないキアラの家族を処しよ刑けいした連中も、キアラもな」

　彼は沈ちん痛つうな面おも持もちで朝焼けに染まるアッザーノの彼方かなたを見つめる。かける言葉が見つからず、ファティマたち三人は浅黒いザヴェリオの横顔を見ていた。ややあって彼は三人を振ふり返り、「だが、神は全てを見ておられる。そして悔くい改めるのを待っておられる。神は俺たちに自分自身の生き方を選せん択たくする余地を与えてくれた。だから、エヴァが禁断の実を食べるのを見過ごし、救世主を地上に遣つかわしたんだ。そうだろ？」

　ザヴェリオは陽ひに焼けたごつい顔を和なごませる。

「その通りよ」

　花の綻ほころぶような笑えみを浮うかべて、ファティマは即そく答とうした。

　その様子を見て、思わずグランディエは笑んだ。あの遥はるかな園そので、エンデュミオンが化けた蛇へびの問いに、彼女が同じことを言ったのを思い出したのだ。

　──神様は私たちに、選ぶ自由を与えてくださったのじゃないかしら──

　ザヴェリオは再び原野の地平に視線を戻す。

「キアラの跡あとを追うよ。あいつが教会を恨うらむ気持ちはわからないでもないが、復ふく讐しゆうしたってどうなるもんでもねえ。俺があいつの心を癒いやせるかどうかわからんが、とにかく追って、つかまえて、説得してみるさ」

　ザヴェリオは、真っ白い歯を見せて逞たくましい笑みを浮かべた。

[image: ]







　エピローグ




　黒シユヴアいルツヴ森アルトはその名に相応ふさわしく、モミの木々が一層翳かげった色を増し、冬が近いことを知らせていた。

　カルフの館やかたの居間には、旅装を解いたばかりのファティマ、グランディエ、シオンが、お茶の支し度たくをして待ち受けていたヨハンナと顔を合わせていた。

「そうでしたか。エンデュミオン殿どのは──」

　一通りの話を聞いたヨハンナは、窓越ごしにザワザワと枝を揺ゆらすモミをしばらく眺ながめていたが、おもむろに「火を入れましょうかの」と、暖だん炉ろを焚たきつける。

「良い子、いえ堕だ天てん使しでしたのに、憐あわれなことでございます」

　ヨハンナは、お茶の葉を入れたポットに湯を注いだ。異い国こく情じよう緒ちよ溢あふれる香かおりが居間に漂ただよう。

「人間の世界も戦争が絶えなくて、罪もない人たちが犠ぎ牲せいになるけど、天界でも同じなんですね。エンデュミオンは自分の意思で神様に反逆したわけじゃないのに、翼つばさをもがれてヨシャパテの氷に閉じこめられて……」

　シオンは肩かたを落とす。

「……早く争いのない世界が来るといいのに。天使も堕天使も人間も、みんな笑って幸せに暮らせたらいいのに……神様だってそれを望んでいると思うんですけど」

　少年の素そ朴ぼくな感想に、

「ああ。神は争いなど望んでいない」

　グランディエは頷うなずいた。

　彼は、シオンの中の原初の混こん沌とんと同じ光を放つ魂たましいを思い描えがく。その魂は聖にも邪じやにも属ぞくし、しかも恐おそろしく強大な力を秘ひめていた。

　なぜ、シオンのような魂の持ち主がこの地上に生まれてきたのか、そして奇くしくも大いなる深淵の鍵かぎを巡めぐる戦いに加わることになったのか、グランディエには、ただの偶ぐう然ぜんとは思えなかった。

（創造主が、シオンに何かさせたいのかもしれないな……）

　安あん穏のんな未来ではないだろうと、グランディエはシオンの憂うれい顔を痛ましい気持ちで見つめた。

「ねえ、ヨハンナ」

　ファティマは思い出したように尋ねた。

「あなたキアラという名に心当たりはない？」

　お茶を淹いれるヨハンナの手が止まった。

「さあ……。ここら辺りではクララと呼ばれる名でございましょう？　どこにでもある名ですからのう」

　軽く頭かぶりを振り、老ろう婆ばはお茶を淹れる作業を再開した。

「相当な使い手でね。実は私もちょっと危なかったの」

「それはそれは、お嬢じよう様さまにそのように言わしめるとは、さぞ恐ろしい魔ま女じよだったのでございましょうな。御ご無ぶ事じで何よりでした」

「なかなかの美人だったぜ。俺、彼女に使い魔にならないかって勧かん誘ゆうされた」

　グランディエの告白に、シオンは「えー！　そんなことがあったの！」と思わず叫きよう声せいを上げ、ファティマは、目を丸くした。彼女はひどく動どう揺ようしている自分に驚おどろく。

（変ね。私が契けい約やくを破は棄きしない限り、グランディエには主あるじを選ぶ権利なんかないのに）

　悪魔と下僕の契約ほど厳格なものではないが、主と使い魔の間にも簡単な契約が結ばれる。キアラがどんなにグランディエを欲ほつしようと、ファティマの承しよう諾だくなしに、キアラはグランディエを使い魔にすることはできない。

（私、何をうろたえているのかしら……？）

「おやおや、堕天使を使い魔にしようなどと恐ろしいことを思いつく方が、ファティマお嬢様以外にもいらっしゃったとは」

　そこへ、ヨハンナがホッホッホと笑いながら、銘めい々めいの前にお茶のカップを置いた。

「僕も不思議に思っていたんです」

　カップを手に取り、シオンはふうふうとお茶を吹ふいた。

「グランディエはファティマの守護天使、じゃなくて守護堕天使として地上に現れたんでしょ。いつの間に使い魔になっちゃったんですか」

「さあ、すごく小さい頃ころのことで、私もよく憶おぼえていないのよ。もっとも、ちゃんと分ふん別べつのある年頃だったら、堕天使を使い魔にしようなんて思いもしなかったでしょうけど」

　ヨハンナはスツールに腰こし掛かけ、お茶をズズッとすする。

「グランディエ殿は鳥や動物に変身したり、姿を消したりしてお嬢様のお側そばにおりましたが、お嬢様にはグランディエ殿の姿が視みえていた御様子でございました。わたくしが魔女と使い魔のお伽とぎ噺ばなしをしたその日のうちに、お嬢様はグランディエ殿に『私の使い魔になる？』と尋ねられ、グランディエ殿は承しよう諾だくなされました。もちろん幼子の戯たわむれだと思われてのことでしょうが」

「いや、『言うことを聞かなきゃ抱だきついちゃうよ』と脅おどされたんだ」

　グランディエは深い深いため息をついた。シオンは、目を点にしてファティマを振り仰あおぎ、ファティマは「まあ、そうだったの」と、頰ほおを赤らめた。

「いくら幼くとも、呪じゆ力りよくの強い者の言こと霊だまは侮あなどれませぬ。堕天使一生の不覚でございますな」

　ヨハンナはお茶をズズズッとすすった。







　ファティマの報告により、教皇庁からベナンダンティの祭りはお咎とがめなしの通達があった。しかし、後年、ベナンダンティの戦いの儀ぎ礼れいは宗教的過か誤ご、異い端たんと見なされる。但ただし、異端を捨てる誓ちかいを立てるならば、破門ではなく免めん罪ざいするという比ひ較かく的てき軽い判決が下された。

　これより六十年余り後、一五八一年のことである──。







　あとがき




　こんにちは！　お元気でいらっしゃいますか？

　願いが叶かない、二巻目をお届けすることができました。これもひとえに、一巻目であちこちに伏ふく線せんを貼はり付つけたままほったらかすという厚こう顔がんな振ふる舞まいをお許しくださり、「続きが楽しみです」と仰おつしやってくださった皆みな様さまのお陰かげです。ありがとうこざいます！

　続き物ではありますが、一巻を読まれていない方も、読んだけど忘れたという方にも楽しんでいただけるように心がけたつもりです。

　今回、堕だ天てん使しグランディエの過去が明らかになります。彼や、彼と因いん縁ねんのある人物の言葉の中で、ファティマの前世に何があったかも判明します（……って、あとがきを先に読むことを前提にしてますね）。

　尚なお、ベナンダンティの儀ぎ礼れいは実話です。投とう稿こう作さくの『魂の捜索人』を書いていた時には、この儀礼のことは知らなかったのですが、資料を調べていたら「脱だつ魂こん状態になって悪あく魔まと戦う男たち」が宗教裁判にかけられていたことがわかってびっくり！　もう、これはシオンたちに魂たましいを捜さがしに行かせるしかないと思った次し第だいです。

　ベナンダンティは本当にいましたが、この物語に取とり込むにあたり脚きやく色しよくした部分がありますので御ご承しよう知ちおきください。それから、「原罪」に関する天界の裏話という、神をも恐おそれぬふとどきな設定ではありますが、そのあたりは完かん璧ぺきにフィクションです。ですから、神様、天使様、悪魔の皆様、お願いですからバチを当てないでください～～（かなり本気でお祈いのり）。

　実のところ、今まで小説は趣しゆ味みでしかなく、受賞した時には舞い上がっておりましたので、この話を書く頃ころになってようやく、読んでいただくことの重みや厳きびしさを実感し始めたのです。プレッシャーで潰つぶれそうになっていた私に元気と勇気を与あたえてくださったのは、読者様からのお手紙でした。不思議なことに、心のこもった温かいお言葉を目にする度たび、私の中に棲すむ登場人物が動きだし、語り始めるのです。お陰様でなんとかこの巻を仕上げることができました。本当にありがとうございました。お約束は必ず果たします！　どうかこれからも見守ってください。

　最後になりましたが、天の啓けい示じのごとく導いてくださる担当様を始め編集部の方々、華はな々ばなしく美しいイラストを描えがいてくださった左近堂絵里様、今回も大変お世話になりました。予想以上の小悪魔に感かん涙るいです。そして、この本を手にとってくださった皆様に心から感謝申し上げます。御意見御感想、アドバイス等いただけたら更さらに嬉うれしいです。

　次は、冬に発刊予定の雑誌「ザ・ビーンズ」で短編を書かせていただけることになりました。一生分の運を使い果たす覚かく悟ごはできておりましたが、やっぱりドキドキおろおろしてます。ぐっと拳こぶしを握にぎり、「今は、やれるだけのことをやるしかない」というファティマの心境です。どうぞよろしくお願いいたします！
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